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１．活動状況

医師会組織強化に向けた方策を実務レベルで検討するために設置された本委員

会は、平成 31 年 2 月 28 日開催の初会合以降、計 5 回に亘って議論を行った。 
その中で、以下のヒアリングを行い、知見を広め、議論の深化を図った。 
＜第 2 回委員会＞ 
・愛知県医師会における組織強化に向けた取り組み 大輪 芳裕 委員 
・茨城県医師会における組織強化に向けた取り組み 諸岡 信裕 委員 

＜第 3 回委員会＞ 
・鹿児島県における医師会組織強化に向けた取り組みについて 

鹿児島大学大学院地域医療学分野 大脇 哲洋 教授 
 
 

２．議論の概要

第二次本委員会の提言を受けて、日本医師会が毎年実施している「勤務医会員数・

勤務医部会設立状況等調査」では、平成 29 年度より、新たに郡市区等医師会会員

数等の項目が追加されることとなった。 
これにより、組織強化に向けた取り組みの成果と課題の把握を、都道府県別に経

年的に追うことが可能となった。 
本委員会ではこの点に着目し、資料「平成 30 年度都道府県別医師会入会率（令

和元年 8 月）」（参考資料 1）を取りまとめ、都道府県医師会等に配付した。 
その際、都道府県医師会に対し、 
① 平成 25 年から 30 年までの組織率推移の受け止めと組織率の特徴を踏まえた

課題の認識 
② ①に基づく具体的な組織強化に向けた今後の取り組み等 
③ ②の取り組みを進めていく上での日本医師会への要望等 
④ 組織率の向上に資する成功事例等 

の 4 点について、アンケートをあわせて行った（以下、「アンケート」という文言

については、本アンケートのことをいう）。 
その結果（参考資料 2）を参考にしながら、本委員会としての提言を次の通り取

りまとめた。 
 
 



 
 

 

医師会組織強化に向けたሑపǇಲኃȗȄȖƜଙ၀Ǝǀたƶに็མƊǁた࡙ࡿ

会Ƥb平成 31 年 2 月 28 ႘्௹のഷ会ࡒவb૱ 5 回にᎵƘてਢᎪǇபƘたc 
ƒのཨƜbऀࡒのǽǍȕȞǛǇபいbཐଣǇஃƶbਢᎪのෆ化Ǉ෨Ƙたc 
¢༌ 2 回࡙ࡿ会£ 

fཐ県医師会にſけǀ組織強化に向けた取り組み� ་፤ ሙዣ ࡙ࡿ 
fࡹ県医師会にſけǀ組織強化に向けた取り組み� ൂࣰ මዣ ࡙ࡿ 

¢༌ 3 回࡙ࡿ会£ 
fಟಋဥ県にſけǀ医師会組織強化に向けた取り組みについて 

ಟಋဥ་ॺ་ॺࢇདࡰ医ፑॺᇀኾ� ་Ꮀ ዼ ੱ೨ 
 
 

༌ႏ࡙ࡿ会の࿓ସǇけてb႘医師会Ɓቚ年ಲ౮ƌていǀ�ઌኃ医会ࡿf

ઌኃ医ᆪ会็ጵඡੳ等ྔ௮�ƜƤb平成 29 年度ƽりbශたに౦ત等医師会会ࡿ

等のஶኬƁྩइƊǁǀƈƝƝƟƘたc 
ƈǁにƽりb組織強化に向けた取り組みの成ऐƝड༎のႾ࠶Ǉb都道府県別に૪

年にྩŻƈƝƁईႷƝƟƘたc 
࡙ࡿ会ƜƤƈのにཧኬƌbಃፍ�平成 30 年度都道府県別医師会入会率（令

和元年 8 月）�（ౄணಃፍ 1）Ǉ取りƳƝƶb都道府県医師会等にვᆋƌたc 
ƒのb都道府県医師会にƌb 

 平成 25 年から 30 年ƳƜの組織率෮ࡤのけƶƝ組織率のၟ྇Ǉ၃ƳŽた

ड༎のႡಡ 
 にৰƚƄભƟ組織強化に向けたௗଢ଼の取り組み等 
 の取り組みǇුƶていƄඑƜの႘医師会ƭのጅሰ等 
 組織率の向එにಃƎǀ成ୱಈ፯等 

の 4 についてbǍȞǜ|ǳǇŷǄƐてபƘた（ऀࡒb�ǍȞǜ|ǳ�ƝいŻᇌସ

についてƤbǍȞǜ|ǳのƈƝǇいŻ）c 
ƒのଅऐ（ౄணಃፍ 2）ǇౄணにƌƟƁらb࡙ࡿ会Ɲƌての࿓ସǇのྫྷり取

りƳƝƶたc 
 
 

－ 1 －



 

組織率ǇඑƇていƄたƶにƤb都道府県医師会ਸƨ౦ત等医師会のጫशf

ƁᆊईଁƜŷりbƳたb૫໗ƌた取り組みƟƄƌてƤଂƌてࡡƌၜƟいc 
ƎƮての医師会Ɓ組織強化ƭの౩いǇࡴつにƌbᎌૢǇ෨りƟƁら取り組みǇ૫

໗ƌていƄƈƝƁഓጅƜŷǀc 
ƒのたƶの組みƚƄりƝƌてbƎƮての医師会にſいてbऀࡒのƽŻƟጺǁǇ

ஓཝƌていƄƈƝƁഓጅƜŷǀc 
 

�組織強化に取り組Ƶたƶの組みƚƄりに向けた࿓ସ� 

医師会Ɯདࡰቚの入会率等にǀၟ f྇ड༎等ǇႾ࠶f

ዛƌb組織率向එに向けたኬᅮǇ็࿊Ǝǀc 

 
එƜ็࿊ƌたኬᅮ༥成に向けてb組織強化に૫໗ƌて

取り組ǈƜいƄたƶのฑǇธᅏƌb組織率向එに向け

たሑపのಲ୲ตǇஸƶていƄc 
 

 
དࡰቚの入会率等にǀၟ྇fड༎等に໋ƌたሑపǇ

ƍǀcƒの୲ऐのଙආƤ（1）のཨƜபŻc 
 

 

 

�श� ๊� 

௬にಘƌた२ஶኬの࿓ସၾዴのඈについてƤbऀࡒのྫྷりƜŷǀc 
 

組織率向එに向けてƤb౦ત等医師会b都道府県医師会ਸƨ႘医師会にſ

いてbདࡰቚの入会率等にǀၟ྇fड༎等ǇႾ࠶ƌbዛƎǀƈƝƁƳƏᅢጅ

Ɯŷǀc 
ƒのたƶb႘医師会Ɓ強Ɵȕ|ǫ|ǢǮȂǇᄇ৸ƌbऀࡒの取り組みǇྫྷ

ƍて組織率にǀ૪年ᇥ化等Ǉ॰ႡfዛƎǀཨƜb組織率向එに向けたኬᅮ

の็࿊Ɓேの医師会ƜபǄǁǀƈƝǇৼƎǀc 
 

 

႘医師会Ƥb�平成 30 年度都道府県別医師会入会率�（ౄணಃፍ 1）のఢ成

Ǉ૫໗ƌb都道府県医師会にვᆋƎǀƮƂƜŷǀc 
ƳたbƒのにƤǍȞǜ|ǳǇŷǄƐてபŻƈƝƜb都道府県医師会ቚの会

の૪年ᇥ化ƹኬᅮ༥成度等Ǉ॰ႡƜƂǀƽŻbගሇ࿓にဖƶǀƈƝƷࡿ

ᅢጅƜŷǀc 
 

႘医師会Ƥ都道府県医師会にƌbඑҒǇౄணにb都道府県ၾ౦ત等

医師会別入会率ಃፍの૫໗ƌたఢ成ǇጅษƎǀƮƂƜŷǀc 
Ƴたbဴड़ಃፍǇ౦ત等医師会にვᆋƎǀにƤbǍȞǜ|ǳǇ၍ዻにப

ŻƽŻŷǄƐてጅษƌbƽりยᯊƟගሇのႾ࠶Ɲb組織率向එに向けた౦ત

等医師会ਸƨ都道府県医師会のᎌૢ強化Ǉ෨ǀƈƝƷഓጅƜŷǀc 
 

（1）の組織率向එに向けて็࿊ƌたኬᅮの༥成にƤb組織強化に૫໗ƌて取

り組ǈƜいƄたƶのฑƚƄりƁᆊईଁƜŷǀc 
ƒのたƶbऀࡒの取り組みǇྫྷƍてb౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会にſ

けǀฑƚƄりƁුみb組織率向එに向けたሑపのಲ୲ตƁஸƳǀƈƝǇৼƎ

ǀc 
 

དࡰቚのड༎Ɲၟ྇にࣤƍたపǇ෮ුƌていけǀƽŻb႘医師会Ƥ౦

－ 2 －



 

組織率ǇඑƇていƄたƶにƤb都道府県医師会ਸƨ౦ત等医師会のጫशf

ƁᆊईଁƜŷりbƳたb૫໗ƌた取り組みƟƄƌてƤଂƌてࡡƌၜƟいc 
ƎƮての医師会Ɓ組織強化ƭの౩いǇࡴつにƌbᎌૢǇ෨りƟƁら取り組みǇ૫

໗ƌていƄƈƝƁഓጅƜŷǀc 
ƒのたƶの組みƚƄりƝƌてbƎƮての医師会にſいてbऀࡒのƽŻƟጺǁǇ

ஓཝƌていƄƈƝƁഓጅƜŷǀc 
 

�組織強化に取り組Ƶたƶの組みƚƄりに向けた࿓ସ� 

医師会Ɯདࡰቚの入会率等にǀၟ f྇ड༎等ǇႾ࠶f

ዛƌb組織率向එに向けたኬᅮǇ็࿊Ǝǀc 

 
එƜ็࿊ƌたኬᅮ༥成に向けてb組織強化に૫໗ƌて

取り組ǈƜいƄたƶのฑǇธᅏƌb組織率向එに向け

たሑపのಲ୲ตǇஸƶていƄc 
 

 
དࡰቚの入会率等にǀၟ྇fड༎等に໋ƌたሑపǇ

ƍǀcƒの୲ऐのଙආƤ（1）のཨƜபŻc 
 

 

 

�श� ๊� 

௬にಘƌた२ஶኬの࿓ସၾዴのඈについてƤbऀࡒのྫྷりƜŷǀc 
 

組織率向එに向けてƤb౦ત等医師会b都道府県医師会ਸƨ႘医師会にſ

いてbདࡰቚの入会率等にǀၟ྇fड༎等ǇႾ࠶ƌbዛƎǀƈƝƁƳƏᅢጅ

Ɯŷǀc 
ƒのたƶb႘医師会Ɓ強Ɵȕ|ǫ|ǢǮȂǇᄇ৸ƌbऀࡒの取り組みǇྫྷ

ƍて組織率にǀ૪年ᇥ化等Ǉ॰ႡfዛƎǀཨƜb組織率向එに向けたኬᅮ

の็࿊Ɓேの医師会ƜபǄǁǀƈƝǇৼƎǀc 
 

 

႘医師会Ƥb�平成 30 年度都道府県別医師会入会率�（ౄணಃፍ 1）のఢ成

Ǉ૫໗ƌb都道府県医師会にვᆋƎǀƮƂƜŷǀc 
ƳたbƒのにƤǍȞǜ|ǳǇŷǄƐてபŻƈƝƜb都道府県医師会ቚの会

の૪年ᇥ化ƹኬᅮ༥成度等Ǉ॰ႡƜƂǀƽŻbගሇ࿓にဖƶǀƈƝƷࡿ

ᅢጅƜŷǀc 
 

႘医師会Ƥ都道府県医師会にƌbඑҒǇౄணにb都道府県ၾ౦ત等

医師会別入会率ಃፍの૫໗ƌたఢ成ǇጅษƎǀƮƂƜŷǀc 
Ƴたbဴड़ಃፍǇ౦ત等医師会にვᆋƎǀにƤbǍȞǜ|ǳǇ၍ዻにப

ŻƽŻŷǄƐてጅษƌbƽりยᯊƟගሇのႾ࠶Ɲb組織率向එに向けた౦ત

等医師会ਸƨ都道府県医師会のᎌૢ強化Ǉ෨ǀƈƝƷഓጅƜŷǀc 
 

（1）の組織率向එに向けて็࿊ƌたኬᅮの༥成にƤb組織強化に૫໗ƌて取

り組ǈƜいƄたƶのฑƚƄりƁᆊईଁƜŷǀc 
ƒのたƶbऀࡒの取り組みǇྫྷƍてb౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会にſ

けǀฑƚƄりƁුみb組織率向එに向けたሑపのಲ୲ตƁஸƳǀƈƝǇৼƎ

ǀc 
 

དࡰቚのड༎Ɲၟ྇にࣤƍたపǇ෮ුƌていけǀƽŻb႘医師会Ƥ౦

－ 3 －



 

ત等医師会ਸƨ都道府県医師会にƌbಈ૱बに組織強化ƭの取り組みǇม

りƵƝƝƷにb会ၾに組織強化༶ဴጫಈb༶ဴಈኃઅǇ็མ（※ኃƷई）

ƎǀƽŻጅษƎǀƮƂƜŷǀc 
 

 

༌ႏ࡙ࡿ会の࿓ସǇけてb႘医師会Ƥ平成 30 年 6 月b�都道府県医

師会組織強化༶ဴዂධࡿᎌጛਢ会�Ǉ्௹ƌたcƒのೡ౯Ƥb�医師会のৰ

ಈƝೂ会ዂআbਟƟƞについてのƊらƟǀጫशǇෆƶてƷらŻƈƝƜb

�ঌ化Ǉ෨りbƷƘて医師会の組織強化Ǉ෮ුƎǀࣅພのࡴಡのዛƝኃの

ƈƝƜŷƘたc 
ƒの୲ऐについてb࡙ࡿ会のਢᎪƜƤb都道府県医師会ዂධࡿの組織強化

に向けたಡのஸዶ等にࡴ࿊の成ऐƁŷƘたƈƝǇႡƶたc 
ƒのたƶb႘医師会Ƥ都道府県医師会にƌbඑೡ౯に࣎Ƙた౦ત等

医師会組織強化༶ဴዂධࡿǇඉƝƎǀਢ会の्௹ǇጅษƎǀƮƂƜŷǀc 
ƒのbධࡿのูઇƟౄइǇ້ƎたƶbዂࡿƝධࡿǇǄけて्௹ƎǀƽŻ

ਿƶǀƝƝƷにbጅษƁŷǁƥb႘医師会からの師Ⴣଧƹಃፍ࿓Ǉูઇ

にபŻƮƂƜŷǀc 

� � ౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会にſけǀ組織率向එのたƶにƤbǍȞǜ|

ǳଅऐƁಘƌたདࡰቚの入会率等にǀၟ f྇ड༎等に໋ƌたሑపǇంǀƈƝƜb

ƒのዛ୲ตƤƊらにஸƳǀƝணŽǀc 
࡙ࡿ会ƜƤbǍȞǜ|ǳଅऐにŷǀ႘医師会ƭのƟጅሰಈஶǇ၃ƳŽb

႘医師会にſいてऀࡒの取り組みƁ෮ුƊǁǀƈƝǇৼƎǀc 
 

� � � ႘医師会にƤƎƜにb医ॺภƹઌኃ医向け入会ࡎၾఱ�ǴǚǪȔ|

ǧ別ఱ�Ɵƞのফዤǯ|ȖƁŷǀƁbǍȞǜ|ǳଅऐ ƤbශたƟიの

ఢ成等ǇਿƶǀଣƁƄ৳Ɛらǁたc 
� � � ƈŻƌたǇឋにけƶb႘医師会Ƥ৻ໜのǯ|ȖǇਗஏශƌƟƁ

らbƒの成ऐᆾǇஃƄ౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会の組織率向එに向け

て೮ཐƌbƒのጦዿ等にƎƮƂƜŷǀc 
ƳたbஏශにƌてƤbࡴ�ኬƜታǇࢂƄƈƝ��ȂȘȀǒǮǢȒǵȖǕ|

ǳǹȊ|ƹೂ会ౚのኜから医師会のŷǀƮƂౣǇಘƎƈƝ�ƟƞbǍȞǜ

|ǳଅऐのଣにƷጽƎǀƈƝƁᅢጅƜŷǀc 
Ɗらにb平成 28 年 2 月のഷᄟから年 5 年ኬǇŽǀ�ǴǚǪȔ|ǧ別ఱ�

 

についてƤb医ፑǇ取りবƄೂ会ඡੳのᇥ化等Ǉ၃ƳŽたूᇨƁᅢጅƜŷǂ

Żc 
 

� � � ႘医師会Ƥb࡙ࡿ会Ɓಲ౮ƌたǍȞǜ|ǳǇྫྷƍてb都道府県医師会に

ſけǀ成ୱಈ፯の೭ആǇபŻƝƝƷにbƒのଅऐǇஃƄ都道府県医師会Ɲዛ

Ǝǀ取り組みǇ૫໗ƎǀƮƂƜŷǀc 
� � � Ƴたb成ୱಈ፯ƝƌてŷƁƘてƂたஶኬǇଙආƌbƒの୲率ตǇஸƶǀたƶ

のሑప等についてƷbਗbගሇ࿓ƎǀƮƂƜŷǀc 
� � � ƟſbǍȞǜ|ǳଅऐǇྫྷƍてŷƇらǁたƟ成ୱಈ፯ƤऀࡒのྫྷりƜŷǀc 
� � f፣൞ଞೲ医会ࡿの会ᅉኅፍ化 

f፣൞ଞೲ医ǇඉƝƌたǑǒȖǖȋǼ|Ǳǎ|の्௹ 
f医師向けのଞೲ会等の्௹ 
f都道府県医師会ዂࡿにƽǀbᅸࢇƹ་ॺ等ƭの入会້ුf会ᅉᆟ༶౫࣍等

に向けての။Ƃॿけ 
f会ࡿ向けআࢂǠ|ǾǤの࿓ 
f入会ȌȕǮǳൾऴǯ|Ȗのఢ成 

� � � ƈのŻƖb࡙ࡿ会のਢᎪƜƤb�፣൞ଞೲ医ǇඉƝƌたǑǒȖǖȋǼ|

Ǳǎ|ƤபทƝの௹Ɓዛ୲�ƝいƘたଣƹb་ఙ府医師会のಈ፯Ɲƌて�፣

൞ଞೲೲፇƝ၍ಐに༄会Ǝǀ Aғ(C）fC 会ࡿపƝƌてbଞೲೲፇにဴ

ड़会ࡿǇඉƝƌた会Ǉ्௹ƌb医師会入会の૫໗Ǉାƨかけていǀ�Ɵƞの

ሇெƁŷƘたのƜൾऴƎǀc 
 

�平成 30 年度都道府県別医師会入会率�（ౄணಃፍ 1）ǇଣǀƝb౦ત等

医師会ࡿの都道府県医師会ƭの入会率Ƥbே平ઍƜ 93.6²ƜŷǀƁb႘医

師会ƭの入会率にƟǀƝ 85.0²ƳƜଲ൛ƎǀcƎƟǄƖbዃ 3 ቮの౦ત等

医師会ࡿƁ႘医師会にቴ入会Ɯŷǀc 
ƈのǇूƌていƄたƶにƤb౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会の

のऀb႘医師会ƳƜ入会ƎǀਟǇฝƌƄጫशƌてƷらŻƈƝƁഓጅƜŷǀc 
ணにཏƎǀcࡴሑb႘医師会ƳƜのइ入Ǉฑ度ƝƌてമᅏƎǀሑపƷࡴ

ဂ౦医師会ƹಟಋဥ県医師会Ɵƞb౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会のཨに

Ƥb࿊াƜ႘医師会ƳƜのइ入ǇਟኃƚけていǀƝƈǂƷŷǀc 
႘医師会ƤƈŻƌたಈ፯Ǉൾऴƌつつb႘医師会にቴ入会の会ࡿǇಏつ

౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会にƌbဴड़会ࡿƁǧȘƝƟǀƽŻǇ

ጅษƎǀƮƂƜŷǀcƒのb႘医師会࿊াfൂਊ࿘ଙ၀࡙ࡿ会Ɓ平成 22 年

3 月にಘƌた�ශ୰ࢽሓฑ度ࣤ ౦ત等医師会࿊াᇥஏࡎ�のཨのඞᇌȍ
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ત等医師会ਸƨ都道府県医師会にƌbಈ૱बに組織強化ƭの取り組みǇม

りƵƝƝƷにb会ၾに組織強化༶ဴጫಈb༶ဴಈኃઅǇ็མ（※ኃƷई）

ƎǀƽŻጅษƎǀƮƂƜŷǀc 
 

 

༌ႏ࡙ࡿ会の࿓ସǇけてb႘医師会Ƥ平成 30 年 6 月b�都道府県医

師会組織強化༶ဴዂධࡿᎌጛਢ会�Ǉ्௹ƌたcƒのೡ౯Ƥb�医師会のৰ

ಈƝೂ会ዂআbਟƟƞについてのƊらƟǀጫशǇෆƶてƷらŻƈƝƜb

�ঌ化Ǉ෨りbƷƘて医師会の組織強化Ǉ෮ුƎǀࣅພのࡴಡのዛƝኃの

ƈƝƜŷƘたc 
ƒの୲ऐについてb࡙ࡿ会のਢᎪƜƤb都道府県医師会ዂධࡿの組織強化

に向けたಡのஸዶ等にࡴ࿊の成ऐƁŷƘたƈƝǇႡƶたc 
ƒのたƶb႘医師会Ƥ都道府県医師会にƌbඑೡ౯に࣎Ƙた౦ત等

医師会組織強化༶ဴዂධࡿǇඉƝƎǀਢ会の्௹ǇጅษƎǀƮƂƜŷǀc 
ƒのbධࡿのูઇƟౄइǇ້ƎたƶbዂࡿƝධࡿǇǄけて्௹ƎǀƽŻ

ਿƶǀƝƝƷにbጅษƁŷǁƥb႘医師会からの師Ⴣଧƹಃፍ࿓Ǉูઇ

にபŻƮƂƜŷǀc 

� � ౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会にſけǀ組織率向එのたƶにƤbǍȞǜ|

ǳଅऐƁಘƌたདࡰቚの入会率等にǀၟ f྇ड༎等に໋ƌたሑపǇంǀƈƝƜb

ƒのዛ୲ตƤƊらにஸƳǀƝணŽǀc 
࡙ࡿ会ƜƤbǍȞǜ|ǳଅऐにŷǀ႘医師会ƭのƟጅሰಈஶǇ၃ƳŽb

႘医師会にſいてऀࡒの取り組みƁ෮ුƊǁǀƈƝǇৼƎǀc 
 

� � � ႘医師会にƤƎƜにb医ॺภƹઌኃ医向け入会ࡎၾఱ�ǴǚǪȔ|

ǧ別ఱ�Ɵƞのফዤǯ|ȖƁŷǀƁbǍȞǜ|ǳଅऐ ƤbශたƟიの

ఢ成等ǇਿƶǀଣƁƄ৳Ɛらǁたc 
� � � ƈŻƌたǇឋにけƶb႘医師会Ƥ৻ໜのǯ|ȖǇਗஏශƌƟƁ

らbƒの成ऐᆾǇஃƄ౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会の組織率向එに向け

て೮ཐƌbƒのጦዿ等にƎƮƂƜŷǀc 
ƳたbஏශにƌてƤbࡴ�ኬƜታǇࢂƄƈƝ��ȂȘȀǒǮǢȒǵȖǕ|

ǳǹȊ|ƹೂ会ౚのኜから医師会のŷǀƮƂౣǇಘƎƈƝ�ƟƞbǍȞǜ

|ǳଅऐのଣにƷጽƎǀƈƝƁᅢጅƜŷǀc 
Ɗらにb平成 28 年 2 月のഷᄟから年 5 年ኬǇŽǀ�ǴǚǪȔ|ǧ別ఱ�

 

についてƤb医ፑǇ取りবƄೂ会ඡੳのᇥ化等Ǉ၃ƳŽたूᇨƁᅢጅƜŷǂ

Żc 
 

� � � ႘医師会Ƥb࡙ࡿ会Ɓಲ౮ƌたǍȞǜ|ǳǇྫྷƍてb都道府県医師会に

ſけǀ成ୱಈ፯の೭ആǇபŻƝƝƷにbƒのଅऐǇஃƄ都道府県医師会Ɲዛ

Ǝǀ取り組みǇ૫໗ƎǀƮƂƜŷǀc 
� � � Ƴたb成ୱಈ፯ƝƌてŷƁƘてƂたஶኬǇଙආƌbƒの୲率ตǇஸƶǀたƶ

のሑప等についてƷbਗbගሇ࿓ƎǀƮƂƜŷǀc 
� � � ƟſbǍȞǜ|ǳଅऐǇྫྷƍてŷƇらǁたƟ成ୱಈ፯ƤऀࡒのྫྷりƜŷǀc 
� � f፣൞ଞೲ医会ࡿの会ᅉኅፍ化 

f፣൞ଞೲ医ǇඉƝƌたǑǒȖǖȋǼ|Ǳǎ|の्௹ 
f医師向けのଞೲ会等の्௹ 
f都道府県医師会ዂࡿにƽǀbᅸࢇƹ་ॺ等ƭの入会້ුf会ᅉᆟ༶౫࣍等

に向けての။Ƃॿけ 
f会ࡿ向けআࢂǠ|ǾǤの࿓ 
f入会ȌȕǮǳൾऴǯ|Ȗのఢ成 

� � � ƈのŻƖb࡙ࡿ会のਢᎪƜƤb�፣൞ଞೲ医ǇඉƝƌたǑǒȖǖȋǼ|

Ǳǎ|ƤபทƝの௹Ɓዛ୲�ƝいƘたଣƹb་ఙ府医師会のಈ፯Ɲƌて�፣

൞ଞೲೲፇƝ၍ಐに༄会Ǝǀ Aғ(C）fC 会ࡿపƝƌてbଞೲೲፇにဴ

ड़会ࡿǇඉƝƌた会Ǉ्௹ƌb医師会入会の૫໗Ǉାƨかけていǀ�Ɵƞの

ሇெƁŷƘたのƜൾऴƎǀc 
 

�平成 30 年度都道府県別医師会入会率�（ౄணಃፍ 1）ǇଣǀƝb౦ત等

医師会ࡿの都道府県医師会ƭの入会率Ƥbே平ઍƜ 93.6²ƜŷǀƁb႘医

師会ƭの入会率にƟǀƝ 85.0²ƳƜଲ൛ƎǀcƎƟǄƖbዃ 3 ቮの౦ત等

医師会ࡿƁ႘医師会にቴ入会Ɯŷǀc 
ƈのǇूƌていƄたƶにƤb౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会の

のऀb႘医師会ƳƜ入会ƎǀਟǇฝƌƄጫशƌてƷらŻƈƝƁഓጅƜŷǀc 
ணにཏƎǀcࡴሑb႘医師会ƳƜのइ入Ǉฑ度ƝƌてമᅏƎǀሑపƷࡴ

ဂ౦医師会ƹಟಋဥ県医師会Ɵƞb౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会のཨに

Ƥb࿊াƜ႘医師会ƳƜのइ入ǇਟኃƚけていǀƝƈǂƷŷǀc 
႘医師会ƤƈŻƌたಈ፯Ǉൾऴƌつつb႘医師会にቴ入会の会ࡿǇಏつ

౦ત等医師会ਸƨ都道府県医師会にƌbဴड़会ࡿƁǧȘƝƟǀƽŻǇ

ጅษƎǀƮƂƜŷǀcƒのb႘医師会࿊াfൂਊ࿘ଙ၀࡙ࡿ会Ɓ平成 22 年

3 月にಘƌた�ශ୰ࢽሓฑ度ࣤ ౦ત等医師会࿊াᇥஏࡎ�のཨのඞᇌȍ
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ǲȖ（༌ 6 ඞ༌ 3 ஶ 会ࡿƤ၍ಐに（ºº県医師会ਸƨ）႘医師会の会ࡿƝ

Ɵǀc）ǇूƶてಘƎƈƝƷዛዿƜŷǂŻc 

႘医師会ƜƤଵఓb፣൞ଞೲ医会ࡿの会ᅉኅፍ化ƹbAғ(B)会ࡿǇඉに

ᆪǇൃ成ࡴの会ᅉଲॽ（※႘医師会Ɓ医師ჟൌ႞ᇱፍᆪᇀのऀࡒఄ 30

Ǝǀ）Ǉಲ౮ƌていǀc 
ƈǁにᎌƌてb࡙ࡿ会ƜƤb፣൞ଞೲೲፇƝƝƷに医師会Ǉ༄会Ǝǀಈ

፯のưかbேኁଌஅᇱのඉƝƟǀ་ॺࢇภにƝƘて入会の་ƂƟ၌ƝƟ

りbȌȕǮǳƝƟǀ医師ேᇱ組のઝ年のᇱፍのཏඑƇにƽりb་ॺࢇภƁ

医師会Ǉ༄会Ǝǀಈ፯ƟƞƁሇெƊǁたc 
Ƴたb医師のዻƟǘȎȕǍǇணፄƎǀཨƜb�30 ఄƝいŻ年፼ƜƤƟƄ໘

ଢ଼ 10 年ƳƜǇ会ᅉଲॽのඉにƎǀ�ƈƝƹb�Aғ(C)fC 会ࡿから Aғ(B)f
B 会ࡿにࡤǀにཌॎに会ᅉǇŷƇǀƈƝƜᆟ༶শのଲǇ෨ǀ�ƝいƘた

会ᅉのଲॽfଲǇਿƶǀଣƁŷǀࡴሑƜb�組織ƭの໔ಡǇᤪጊƎǀƟ

らƥb会ᅉኅፍ化ƜƤƟƄ൛ॽƜƷ会ᅉǇ྇೭ƎƮƂ�ƟƞのଣƷഞƊǁたc 
Ɗらにb�C 会ࡿの࿊ਟǇ 30 ఄऀࡒの医師ƝƎǀƈƝƜ会ᅉኅፍ化のৼǇ

ঌにƎǀƈƝ�ƹࣅபǇࡤƭのࡿから Aғ(B)fB 会ࡿƥƌbAғ(C)fC 会࣊

�C 会ࡿの࿊ਟに፣൞ଞೲ医のưか๔医ǇƶǀƈƝ�等bઌኃ医ƭの

౫࣍ǇৣƝƎǀ会ࡿಃ६ଣྞƌに向けてのଣƷഞƊǁたc 
࡙ࡿ会ƝƌてଅᎪǇၜǀにƤ౼らƟかƘたƁbǍȞǜ|ǳଅऐǇଣてƷb

ઌኃ医の入会率ǇඑƇǀƈƝǇड༎ƝƌてੑƇǀཨƜb会ᅉॽƹ会ᅉતᇀ࿊ਟ

のଣྞƌǇ႘医師会にጅሰƎǀ都道府県医師会Ƥいc 
ƒのたƶb会ᅉॽƹ会ࡿતᇀ࿊ਟのଣྞƌに向けてbௗଢ଼b会のఖท

等ǇணፄƌƟƁらb႘医師会ၾƜ૫໗ƌたଙ၀ƁഓƢらǁǀƈƝǇጅሰࢬ

Ǝǀc 

医師ಃ६ආǇ႘医師会入会ಐにࡿにኅፍƜვᆋƎǁƥb医師からവ

に医師ಃ६ආǇಏつƁໃŽǀcƳたbƈǁǇ၌Ɲƌてb႘医師会ƭの入

会Ǉ৵ሰƎǀ（）ઌኃ医のໃइƷৼƜƂǀƌb医師会入༄会fࡣ၌໗

Ƃのຍ化にঊዿƜƂǀईႷตƷŷǀc 
Ɗらにb፯Žƥ都道府県医師会ƹ႘医師会Ɯ्௹Ǝǀ२ଞೲ会の༳ࡔ

（Ⴁ࿊ౌ医等）のጫにइŽb२ॺ会Ɓᄇபƌていǀ๔医ǖ|Ǵ等Ɲᎌଅ

ƌてࡴ化ƜƂǁƥb医師ಃ६ආのጦዿअཏƤࡴພஸƳりb医師ಃ६ආのᆗਸ

のଢ଼ࣥƌにƷつƟƁǀc 
� � � 医師ಃ६ආにƤဃാሓにƽǀዛ୲ৼ（ᄇபから 5 年）Ɓ࿊ƶらǁてſ

 

りbஏශにƌてƤ会ࡿfᅋ会ࡿǇኴǄƏ 5,000 のᅉዿƁᄇภƎǀc医師ಃࣅ

६ආጦዿೄのࣅঌƟஏශǇ້ුƌていƄたƶにƷb႘医師会Ƥƒのᆋइअཏ

ǇஸƶbঊዿƜƂǀǢ|ȞǇໃƹƌていƄたƶの取り組みǇວ਼にಲ౮ƌƟけ

ǁƥƟらƟいc၍ಐにbƒのƽŻƟ取り組みƷྫྷƍてbƊらƟǀ医師ಃ६ආの

ᆗਸにƷဖƶǀƮƂƜŷǀc 
 

� � � ༌ࡴ࡙ࡿ会Ɓ平成 27 年 12 月に取りƳƝƶたሇெിƜb�ཨྙৼに取

り組ƵƮƂ౮ప�ƝƌてૡƇたஶኬのཨにb医師会入༄会fࡣ၌໗Ƃのຍ

化Ɓŷǀc 
၍ሇெിƜƤb�ƈのኴ༎Ƥഌからଙ၀ƁபǄǁてƂたƁbƒƷƒƷ医師会

組織ƤƎƮて別ሓƜŷりb入༄会໗ƹƒǁにጅƎǀಐb入会ઞf年会ᅉ

のॽ等ƁࡣƟǀƈƝにኴ༎のƁŷǀcƒƈƜbƳƏƤདࡰのಈගǇணፄƌ

たƜb၍ࡴ都道府県ၾƜのࡤ၌にǀ໗のຍ化Ǉ෨ǀƽŻ都道府県医師

会にଙ၀ǇࡕጘƎǀƟƞbཌॎかつƹかƟ取り組みǇಲ౮ƌていƄƈƝƁ

ഓጅƜŷǀc�Ɲƌていǀc 
ƒǁから 5 年Ɓ૪थƌたଵఓbඡੳƁුƌたƝƤႡƶႍいc 
२都道府県医師会のભ取り組みƁƳたǁǀƁbಈኃఢの୲率ตƹ会ࡿ

のጦᇬตの౽からb医師ಃ६ආǇዿいた医師会入༄会fࡣ၌໗Ƃのሑపに

ついてƷbௗଢ଼b႘医師会ၾƜଙ၀ƁුƶらǁǀƈƝǇৼƎǀc 
 

医師会ƤbȂȘȀǒǮǢȒǵȖƟཆƝƌてb医ፑฑ度ƹདࡰ医ፑにƌて

႞ǇƷƖbƽりೂ会ƟਟኃǇऐたƊƟけǁƥƟらƟいcƒǁƻŽに医師会

Ƥbೂ会からஃᄧƟಛตfಛጳตǇႡƶらǁていǀc 
ƈのƁb医師Ɓ医師会にౄइƌb会のࢪࢥᅉたǀ会ᅉǇ౫ᇯƌてƳƜbೂ

会ƟਟኃǇऐたƌていƄƈƝのਟƜŷǂŻc 
� � � �医師会�ƝいŻȁȔȞǴǇேኁƁႡƶǁƥb医師会ࡿƜŷǀ医師bŷǀい

Ƥ医師会ࡿƁസ໔Ǝǀ医ፑǇேኁƁƫƽŻにƟりbଅऐƝƌてb医師Ƥ

ƎƮて医師会に入会ƎǀƽŻにƟǀc 
医師会Ƥb�ேኁのଌஅƝภǇǀ�ƝいŻ་ਟのƷƝƜपƁேの医ፑǇଝ

ිに౫Ž໗けていǀcƈのಈಲǇฝƌƄஃሇƌ໗けていƄƈƝƜbேኁにƝ

ƘてƽりිઝƟໜఓƝƌてbƳたbƎƮての医師のཆଅのඉ྇Ɲƌてb�医師会�
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ǲȖ（༌ 6 ඞ༌ 3 ஶ 会ࡿƤ၍ಐに（ºº県医師会ਸƨ）႘医師会の会ࡿƝ

Ɵǀc）ǇूƶてಘƎƈƝƷዛዿƜŷǂŻc 

႘医師会ƜƤଵఓb፣൞ଞೲ医会ࡿの会ᅉኅፍ化ƹbAғ(B)会ࡿǇඉに

ᆪǇൃ成ࡴの会ᅉଲॽ（※႘医師会Ɓ医師ჟൌ႞ᇱፍᆪᇀのऀࡒఄ 30

Ǝǀ）Ǉಲ౮ƌていǀc 
ƈǁにᎌƌてb࡙ࡿ会ƜƤb፣൞ଞೲೲፇƝƝƷに医師会Ǉ༄会Ǝǀಈ

፯のưかbேኁଌஅᇱのඉƝƟǀ་ॺࢇภにƝƘて入会の་ƂƟ၌ƝƟ

りbȌȕǮǳƝƟǀ医師ேᇱ組のઝ年のᇱፍのཏඑƇにƽりb་ॺࢇภƁ

医師会Ǉ༄会Ǝǀಈ፯ƟƞƁሇெƊǁたc 
Ƴたb医師のዻƟǘȎȕǍǇணፄƎǀཨƜb�30 ఄƝいŻ年፼ƜƤƟƄ໘
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B 会ࡿにࡤǀにཌॎに会ᅉǇŷƇǀƈƝƜᆟ༶শのଲǇ෨ǀ�ƝいƘた

会ᅉのଲॽfଲǇਿƶǀଣƁŷǀࡴሑƜb�組織ƭの໔ಡǇᤪጊƎǀƟ

らƥb会ᅉኅፍ化ƜƤƟƄ൛ॽƜƷ会ᅉǇ྇೭ƎƮƂ�ƟƞのଣƷഞƊǁたc 
Ɗらにb�C 会ࡿの࿊ਟǇ 30 ఄऀࡒの医師ƝƎǀƈƝƜ会ᅉኅፍ化のৼǇ

ঌにƎǀƈƝ�ƹࣅபǇࡤƭのࡿから Aғ(B)fB 会ࡿƥƌbAғ(C)fC 会࣊

�C 会ࡿの࿊ਟに፣൞ଞೲ医のưか๔医ǇƶǀƈƝ�等bઌኃ医ƭの

౫࣍ǇৣƝƎǀ会ࡿಃ६ଣྞƌに向けてのଣƷഞƊǁたc 
࡙ࡿ会ƝƌてଅᎪǇၜǀにƤ౼らƟかƘたƁbǍȞǜ|ǳଅऐǇଣてƷb

ઌኃ医の入会率ǇඑƇǀƈƝǇड༎ƝƌてੑƇǀཨƜb会ᅉॽƹ会ᅉતᇀ࿊ਟ

のଣྞƌǇ႘医師会にጅሰƎǀ都道府県医師会Ƥいc 
ƒのたƶb会ᅉॽƹ会ࡿતᇀ࿊ਟのଣྞƌに向けてbௗଢ଼b会のఖท

等ǇணፄƌƟƁらb႘医師会ၾƜ૫໗ƌたଙ၀ƁഓƢらǁǀƈƝǇጅሰࢬ

Ǝǀc 

医師ಃ६ආǇ႘医師会入会ಐにࡿにኅፍƜვᆋƎǁƥb医師からവ

に医師ಃ६ආǇಏつƁໃŽǀcƳたbƈǁǇ၌Ɲƌてb႘医師会ƭの入

会Ǉ৵ሰƎǀ（）ઌኃ医のໃइƷৼƜƂǀƌb医師会入༄会fࡣ၌໗

Ƃのຍ化にঊዿƜƂǀईႷตƷŷǀc 
Ɗらにb፯Žƥ都道府県医師会ƹ႘医師会Ɯ्௹Ǝǀ२ଞೲ会の༳ࡔ

（Ⴁ࿊ౌ医等）のጫにइŽb२ॺ会Ɓᄇபƌていǀ๔医ǖ|Ǵ等Ɲᎌଅ

ƌてࡴ化ƜƂǁƥb医師ಃ६ආのጦዿअཏƤࡴພஸƳりb医師ಃ६ආのᆗਸ

のଢ଼ࣥƌにƷつƟƁǀc 
� � � 医師ಃ६ආにƤဃാሓにƽǀዛ୲ৼ（ᄇபから 5 年）Ɓ࿊ƶらǁてſ

 

りbஏශにƌてƤ会ࡿfᅋ会ࡿǇኴǄƏ 5,000 のᅉዿƁᄇภƎǀc医師ಃࣅ

६ආጦዿೄのࣅঌƟஏශǇ້ුƌていƄたƶにƷb႘医師会Ƥƒのᆋइअཏ

ǇஸƶbঊዿƜƂǀǢ|ȞǇໃƹƌていƄたƶの取り組みǇວ਼にಲ౮ƌƟけ

ǁƥƟらƟいc၍ಐにbƒのƽŻƟ取り組みƷྫྷƍてbƊらƟǀ医師ಃ६ආの

ᆗਸにƷဖƶǀƮƂƜŷǀc 
 

� � � ༌ࡴ࡙ࡿ会Ɓ平成 27 年 12 月に取りƳƝƶたሇெിƜb�ཨྙৼに取

り組ƵƮƂ౮ప�ƝƌてૡƇたஶኬのཨにb医師会入༄会fࡣ၌໗Ƃのຍ

化Ɓŷǀc 
၍ሇெിƜƤb�ƈのኴ༎Ƥഌからଙ၀ƁபǄǁてƂたƁbƒƷƒƷ医師会

組織ƤƎƮて別ሓƜŷりb入༄会໗ƹƒǁにጅƎǀಐb入会ઞf年会ᅉ

のॽ等ƁࡣƟǀƈƝにኴ༎のƁŷǀcƒƈƜbƳƏƤདࡰのಈගǇணፄƌ

たƜb၍ࡴ都道府県ၾƜのࡤ၌にǀ໗のຍ化Ǉ෨ǀƽŻ都道府県医師

会にଙ၀ǇࡕጘƎǀƟƞbཌॎかつƹかƟ取り組みǇಲ౮ƌていƄƈƝƁ

ഓጅƜŷǀc�Ɲƌていǀc 
ƒǁから 5 年Ɓ૪थƌたଵఓbඡੳƁුƌたƝƤႡƶႍいc 
२都道府県医師会のભ取り組みƁƳたǁǀƁbಈኃఢの୲率ตƹ会ࡿ

のጦᇬตの౽からb医師ಃ६ආǇዿいた医師会入༄会fࡣ၌໗Ƃのሑపに

ついてƷbௗଢ଼b႘医師会ၾƜଙ၀ƁුƶらǁǀƈƝǇৼƎǀc 
 

医師会ƤbȂȘȀǒǮǢȒǵȖƟཆƝƌてb医ፑฑ度ƹདࡰ医ፑにƌて

႞ǇƷƖbƽりೂ会ƟਟኃǇऐたƊƟけǁƥƟらƟいcƒǁƻŽに医師会

Ƥbೂ会からஃᄧƟಛตfಛጳตǇႡƶらǁていǀc 
ƈのƁb医師Ɓ医師会にౄइƌb会のࢪࢥᅉたǀ会ᅉǇ౫ᇯƌてƳƜbೂ

会ƟਟኃǇऐたƌていƄƈƝのਟƜŷǂŻc 
� � � �医師会�ƝいŻȁȔȞǴǇேኁƁႡƶǁƥb医師会ࡿƜŷǀ医師bŷǀい

Ƥ医師会ࡿƁസ໔Ǝǀ医ፑǇேኁƁƫƽŻにƟりbଅऐƝƌてb医師Ƥ

ƎƮて医師会に入会ƎǀƽŻにƟǀc 
医師会Ƥb�ேኁのଌஅƝภǇǀ�ƝいŻ་ਟのƷƝƜपƁேの医ፑǇଝ

ිに౫Ž໗けていǀcƈのಈಲǇฝƌƄஃሇƌ໗けていƄƈƝƜbேኁにƝ

ƘてƽりිઝƟໜఓƝƌてbƳたbƎƮての医師のཆଅのඉ྇Ɲƌてb�医師会�

のȁȔȞǴƁஸƳǀƈƝǇৼƎǀc
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ᄤにbȂȘȀǒǮǢȒǵȖのࡴ 3 ጅຍƝƌてŽらǁǀƷのの 1 つኬƤ๔

ਙടǇዛƎǀƈƝb2 つኬƤஸい፝ጫตƁ༶ᇱƊǁていǀƈƝbƒƌて 3 つኬƤະ

ୗ౽bǿǍȗǾȐ|ƁƜƂǀƽŻƟǍǨǢǓ|ǢȒȞǇಏつƈƝƝସǄǁていǀc 
ƒのたƶb医師Ɓ๔ධƝƌてኃǇபŻにŷたƘてƤbに医師会に入会

ƎǀƈƝƁ་ମ໋ƜŷりbƈのƈƝǇ医ॺภƹ፣൞ଞೲ医Ɵƞວいཌॎから೮ࡗの

ೄƁฝƌƄŽていƄৄ੩ǇธŽていƄƈƝƁഓጅƜŷǀcƒのৄࡴƝƌてb医ॺ

ภƹ፣൞ଞೲ医ƟƞǇ౪၏Ǝǀጵのཨઌኃ医等にƌb医師会ƭのጫशǇෆƶ

てƷらŻ取り組みǇ૫໗ƌていƄƈƝƷᅢጅƜŷǂŻc 
ƈŻƌたǇƶbሇெിƁƎƮての医師会にſけǀ૫໗ƌた組織強化に向け

てのฑf組みƚƄりǇ෮ුƎǀたƶのൃࡴƝƟǀƈƝǇ強Ƅ৪Żc 
 
 
 
 
 

 

�

�

�ྙ�ࡿ�࡙ � ད� ପ� �ࡴ （ᇐୃ県医師会会ྙ）�

ᆱ࡙ྙࡿ� ဍ� ᇩ� � � କ� （ྛ取県医師会会ྙ）�

࡙� � �ࡿ ୖഋጠ� ཐ� ਊ� （ဂ県医師会ඛ႞ጫಈ）�

་� ፤� ሙ� ዣ� �（ཐ県医師会ጫಈ）

इ� Ⴖ� அ� ౼� （་ఙ府医師会ᆱ会ྙ）�

൚� ፟� ஆ� ஂ� （ဪੜ都医師会ጫಈ）�

௨yኪ� �ࢿ � （県医師会ඛ႞ጫಈ）�

࿉� � � அ� შ� （ᆵࣰ県医師会ᆱ会ྙ）�

ൂ� ࣰ� ම� ዣ� �（県医師会会ྙࡹ）

� � � ๔࡙ࡿ� ᄢ� ወ� ༥� የ� （႘医師会ౄይfᇯ୦ౠ）�

� �� �� 平� � ᅝ� （႘医師会ౄይfᇯ୦ౠ）�

� ྭ� �ࡴ ཌྷ� （႘医師会ౄይfᇯ୦ౠ）�
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1．平成 30 年度  都道府県別医師会入会率（令和元年 8 月） ※ 抜粋

2．医師会組織強化に向けた取り組み等について（都道府県医師会からの回答） 

日本医師会 医師会組織ᙉ᳨ウጤ員会

内㒊㈨ᩱ

　௧和ඖ年䠔᭶

平成30年度 都道府県ู医師会入会率
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1．平成 30 年度  都道府県別医師会入会率（令和元年 8 月） ※ 抜粋

2．医師会組織強化に向けた取り組み等について（都道府県医師会からの回答） 

日本医師会 医師会組織ᙉ᳨ウጤ員会

内㒊㈨ᩱ

　௧和ඖ年䠔᭶

平成30年度 都道府県ู医師会入会率
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　栃木県
　群馬県

　宮城県
　秋田県
　山形県
　福島県
　茨城県

　富山県
　石川県

  岡山県
  広島県

　組織率
　一覧

　福岡県
　佐賀県
　長崎県

　山口県
　徳島県
　香川県
　愛媛県
　高知県

　愛知県
　三重県
　滋賀県

　福井県
　山梨県
　長野県

基礎資料上、郡市区等医師会会員数≧都道府県医師会会員数≧日本医師会会員数となっていな
い場合、会員数・入会率について適宜整合を図った。

原則小数点第1位までとしたが、必要に応じて（例えば四捨五入すると100%になるような場合）、小数
点第2位まで表記した。

　兵庫県
　奈良県

　埼玉県
　千葉県

　熊本県
　大分県

　京都府
　大阪府

　岐阜県
　静岡県

　北海道
　青森県
　岩手県

　宮崎県

医師会組織強化検討委員会は、平成30年3月に公表した『医師会組織強化に向けた検討結果（報
告・提言）』のなかで、「組織強化に向けた取り組みの成果と課題を把握するための基礎資料にする
べく、「勤務医会員数・勤務医部会設立状況等調査（※以下、勤務医調査という）」において、新たに
郡市区等医師会会員数や、郡市区等医師会及び都道府県医師会会員数の内の臨床研修医会員
数を追加で調査するよう提言」した。

本提言に基づき、日本医師会が毎年実施している勤務医調査（※毎年11月1日現在）では、平成29
年度分より調査項目を追加。その結果を、本資料の基礎資料とした。

ただし、便宜上、医師数として厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査（※2年毎、12月31日現在
で調査）」の結果や、研修医数としてマッチング結果（2年分の和）等も採用した。

そのため、本資料にでてくる組織率等の数値はあくまで参考値であり、また、比較等を目的にしたも
のではない。あくまでも、各都道府県医師会における組織率向上にむけた課題の把握と対策を検討
する際の一助となることを願い、医師会組織強化検討委員会として作成したものである。

（異なる調査結果等を採用したため）組織率が100%を超える場合には100%とした。

　鹿児島県

　東京都
　神奈川県

　散布図

　和歌山県

  鳥取県
  島根県

　沖縄県
　全国

　新潟県

48䠊全　国

（䠍）ᴫせ（平成30年）
䐟 総数

三師ㄪᰝ㻖1 郡市医会員 県医会員 日医会員       都道府県内医師の郡市区等医師会入会率 㼚㻩 319㻘480

数 319㻘480 201㻘320 188㻘464 171㻘106

組織率 100.0% 63.0% 59.0% 53.6%

ᕪ 䠉 㻙118㻘160 㻙131㻘016 㻙148㻘374

組織率 䠉 100.0% 93.6% 85.0%

ᕪ 䠉 㻙12㻘856 㻙30㻘214
㻖1  㻴28.12.31⌧ᅾのㄪᰝ⤖ᯝ䛻䜘䜛       郡市区等医師会員ᡤᒓ≧ἣ 㼚㻩 201㻘320

㡰位 全国平均

䠉 䠉

63.0% 63.0%

䠉 䠉

85.0% 85.0%

䐠 勤務医
三師ㄪᰝ㻖2 郡市医会員 県医会員 日医会員       都道府県内医師の郡市区等医師会（勤務医）入会率 㼚㻩 240㻘394

数 240㻘394 110㻘498 101㻘277 84㻘878

組織率 100.0% 46.0% 42.1% 35.3%

ᕪ 䠉 㻙129㻘896 㻙139㻘117 㻙155㻘516

組織率 䠉 100.0% 91.7% 76.8%

ᕪ 䠉 㻙9㻘221 㻙25㻘620

㻖2 総数䠉（㝔䞉デ⒪ᡤ䞉⪁タの㛤タ⪅䞉௦⾲⪅䠇↓⫋の⪅䞉ヲ）       郡市区等医師会員（勤務医）ᡤᒓ≧ἣ 㼚㻩 110㻘498

㡰位 全国平均

䠉 䠉

46.0% 46.0%

䠉 䠉

76.8% 76.8%

䐡 研修医
䢋䡫䡽⪅数㻖3 郡市医会員 県医会員 日医会員       都道府県内医師の郡市区等医師会（研修医）入会率 㼚㻩 17㻘929

数 17㻘929 5㻘674 5㻘548 5㻘046

組織率 100.0% 31.6% 30.9% 28.1%

ᕪ 䠉 㻙12㻘255 㻙12㻘381 㻙12㻘883

組織率 䠉 100.0% 97.8% 88.9%

ᕪ 䠉 㻙126 㻙628

㻖3 㻴28䞉29年度⤖ᯝのྜ⟬       郡市区等医師会員（研修医）ᡤᒓ≧ἣ 㼚㻩 5㻘674

㡰位 全国平均

䠉 䠉

31.6% 31.6%

䠉 䠉

88.9% 88.9%

都道府県内医師の
郡市区等医師会入会率

郡市区等医師会員
の日医入会率

都道府県内医師の
郡市区等医師会入会率

郡市区等医師会員
の日医入会率

郡市区等医師会員
の日医入会率

都道府県内医師の
郡市区等医師会入会率

入会
201,320
63.0%

ᮍ入会
118,160
37.0%

日医䜎䛷
171,106
85.0%

県医䜎䛷
17,358
8.6%

郡市医䜎䛷
12,856
6.4%

入会
110,498
46.0%

ᮍ入会
129,896
54.0%

日医䜎䛷
84,878
76.8%

県医䜎䛷
16,399
14.8%

郡市医䜎䛷
9,221
8.3%

入会
5,674
31.6%

ᮍ入会
12,255
68.4%

日医䜎䛷
5,046
88.9%

県医䜎䛷
502
8.8%

郡市医䜎䛷
126
2.2%
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　栃木県
　群馬県

　宮城県
　秋田県
　山形県
　福島県
　茨城県

　富山県
　石川県

  岡山県
  広島県

　組織率
　一覧

　福岡県
　佐賀県
　長崎県

　山口県
　徳島県
　香川県
　愛媛県
　高知県

　愛知県
　三重県
　滋賀県

　福井県
　山梨県
　長野県

基礎資料上、郡市区等医師会会員数≧都道府県医師会会員数≧日本医師会会員数となっていな
い場合、会員数・入会率について適宜整合を図った。

原則小数点第1位までとしたが、必要に応じて（例えば四捨五入すると100%になるような場合）、小数
点第2位まで表記した。

　兵庫県
　奈良県

　埼玉県
　千葉県

　熊本県
　大分県

　京都府
　大阪府

　岐阜県
　静岡県

　北海道
　青森県
　岩手県

　宮崎県

医師会組織強化検討委員会は、平成30年3月に公表した『医師会組織強化に向けた検討結果（報
告・提言）』のなかで、「組織強化に向けた取り組みの成果と課題を把握するための基礎資料にする
べく、「勤務医会員数・勤務医部会設立状況等調査（※以下、勤務医調査という）」において、新たに
郡市区等医師会会員数や、郡市区等医師会及び都道府県医師会会員数の内の臨床研修医会員
数を追加で調査するよう提言」した。

本提言に基づき、日本医師会が毎年実施している勤務医調査（※毎年11月1日現在）では、平成29
年度分より調査項目を追加。その結果を、本資料の基礎資料とした。

ただし、便宜上、医師数として厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査（※2年毎、12月31日現在
で調査）」の結果や、研修医数としてマッチング結果（2年分の和）等も採用した。

そのため、本資料にでてくる組織率等の数値はあくまで参考値であり、また、比較等を目的にしたも
のではない。あくまでも、各都道府県医師会における組織率向上にむけた課題の把握と対策を検討
する際の一助となることを願い、医師会組織強化検討委員会として作成したものである。

（異なる調査結果等を採用したため）組織率が100%を超える場合には100%とした。

　鹿児島県

　東京都
　神奈川県

　散布図

　和歌山県

  鳥取県
  島根県

　沖縄県
　全国

　新潟県

48䠊全　国

（䠍）ᴫせ（平成30年）
䐟 総数

三師ㄪᰝ㻖1 郡市医会員 県医会員 日医会員       都道府県内医師の郡市区等医師会入会率 㼚㻩 319㻘480

数 319㻘480 201㻘320 188㻘464 171㻘106

組織率 100.0% 63.0% 59.0% 53.6%

ᕪ 䠉 㻙118㻘160 㻙131㻘016 㻙148㻘374

組織率 䠉 100.0% 93.6% 85.0%

ᕪ 䠉 㻙12㻘856 㻙30㻘214
㻖1  㻴28.12.31⌧ᅾのㄪᰝ⤖ᯝ䛻䜘䜛       郡市区等医師会員ᡤᒓ≧ἣ 㼚㻩 201㻘320

㡰位 全国平均

䠉 䠉

63.0% 63.0%

䠉 䠉

85.0% 85.0%

䐠 勤務医
三師ㄪᰝ㻖2 郡市医会員 県医会員 日医会員       都道府県内医師の郡市区等医師会（勤務医）入会率 㼚㻩 240㻘394

数 240㻘394 110㻘498 101㻘277 84㻘878

組織率 100.0% 46.0% 42.1% 35.3%

ᕪ 䠉 㻙129㻘896 㻙139㻘117 㻙155㻘516

組織率 䠉 100.0% 91.7% 76.8%

ᕪ 䠉 㻙9㻘221 㻙25㻘620

㻖2 総数䠉（㝔䞉デ⒪ᡤ䞉⪁タの㛤タ⪅䞉௦⾲⪅䠇↓⫋の⪅䞉ヲ）       郡市区等医師会員（勤務医）ᡤᒓ≧ἣ 㼚㻩 110㻘498

㡰位 全国平均

䠉 䠉

46.0% 46.0%

䠉 䠉

76.8% 76.8%

䐡 研修医
䢋䡫䡽⪅数㻖3 郡市医会員 県医会員 日医会員       都道府県内医師の郡市区等医師会（研修医）入会率 㼚㻩 17㻘929

数 17㻘929 5㻘674 5㻘548 5㻘046

組織率 100.0% 31.6% 30.9% 28.1%

ᕪ 䠉 㻙12㻘255 㻙12㻘381 㻙12㻘883

組織率 䠉 100.0% 97.8% 88.9%

ᕪ 䠉 㻙126 㻙628

㻖3 㻴28䞉29年度⤖ᯝのྜ⟬       郡市区等医師会員（研修医）ᡤᒓ≧ἣ 㼚㻩 5㻘674

㡰位 全国平均

䠉 䠉

31.6% 31.6%

䠉 䠉

88.9% 88.9%

都道府県内医師の
郡市区等医師会入会率

郡市区等医師会員
の日医入会率

都道府県内医師の
郡市区等医師会入会率

郡市区等医師会員
の日医入会率

郡市区等医師会員
の日医入会率

都道府県内医師の
郡市区等医師会入会率

入会
201,320
63.0%

ᮍ入会
118,160
37.0%

日医䜎䛷
171,106
85.0%

県医䜎䛷
17,358
8.6%

郡市医䜎䛷
12,856
6.4%

入会
110,498
46.0%

ᮍ入会
129,896
54.0%

日医䜎䛷
84,878
76.8%

県医䜎䛷
16,399
14.8%

郡市医䜎䛷
9,221
8.3%

入会
5,674
31.6%

ᮍ入会
12,255
68.4%

日医䜎䛷
5,046
88.9%

県医䜎䛷
502
8.8%

郡市医䜎䛷
126
2.2%
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（䠎）会員数᥎⛣（三ᒙู䠉総数䞉勤務医䞉研修医）
䐟 総数

総数 ๓年ẚ ቑຍ率 総数 ๓年ẚ ቑຍ率 総数 ๓年ẚ ቑຍ率

㻴25㻖4 193㻘132 181㻘578 165㻘785

㻴29 200㻘400 187㻘296 169㻘959

㻴30 201㻘320 920 0.5% 188㻘464 1168 0.6% 171㻘106 1147 0.7%

㻖4 日医医師会組織ᙉ㼃㻳ሗ࿌᭩等参↷（䛒䛟䜎䛷参考್）

䐠 勤務医

勤務医 ๓年ẚ ቑຍ率 勤務医 ๓年ẚ ቑຍ率 勤務医 ๓年ẚ ቑຍ率

㻴29 109㻘025 99㻘116 82㻘167

㻴30 110㻘498 1473 1.4% 101㻘277 2161 2.2% 84㻘878 2711 3.3%

䐡 研修医

研修医 ๓年ẚ ቑຍ率 研修医 ๓年ẚ ቑຍ率 研修医 ๓年ẚ ቑຍ率

㻴29 4㻘761 4㻘709 4㻘175

㻴30 5㻘674 913 19.2% 5㻘548 839 17.8% 5㻘046 871 20.9%

（䠏）組織率᥎⛣（三ᒙู䠉総数䞉勤務医䞉研修医）
䐟 総数

三師ㄪᰝ 郡市区 全国㡰位 都道府県 日医 都道府県 日医 全国㡰位

㻴25㻖4 303㻘268 63.7% 䠉 59.9% 54.7% 94.0% 85.8% 䠉

㻴29 319㻘480 62.7% 䠉 58.6% 53.2% 93.5% 84.8% 䠉

㻴30 319㻘480 63.0% 䠉 59.0% 53.6% 93.6% 85.0% 䠉

䐠 勤務医

三師ㄪᰝ 郡市区 全国㡰位 都道府県 日医 都道府県 日医 全国㡰位

㻴29 240㻘394 45.4% 䠉 41.2% 34.2% 90.9% 75.4% 䠉

㻴30 240㻘394 46.0% 䠉 42.1% 35.3% 91.7% 76.8% 䠉

䐡 研修医

䢋䡫䡽⪅数㻖5 郡市区 全国㡰位 都道府県 日医 都道府県 日医 全国㡰位

㻴29 17㻘593 27.1% 䠉 26.8% 23.7% 98.9% 87.7% 䠉

㻴30 17㻘929 31.6% 䠉 30.9% 28.1% 97.8% 88.9% 䠉

㻖5 2年分のྜ⟬（䠖㻴30䛺䜙㻴28䛸㻴29の䝬䝑䝏䞁䜾⤖ᯝの和）

郡市区等医師会䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率（参考）䝬䝑䝏䞁䜾⤖ᯝ䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率

（参考）三師ㄪᰝ⤖ᯝ䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率 郡市区等医師会䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率

（参考）三師ㄪᰝ⤖ᯝ䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率 郡市区等医師会䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率

日本医師会ຍ入⪅数

郡市区等医師会ຍ入⪅数 都道府県医師会ຍ入⪅数 日本医師会ຍ入⪅数

郡市区等医師会ຍ入⪅数 都道府県医師会ຍ入⪅数

郡市区等医師会ຍ入⪅数 都道府県医師会ຍ入⪅数 日本医師会ຍ入⪅数
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（䠎）会員数᥎⛣（三ᒙู䠉総数䞉勤務医䞉研修医）
䐟 総数

総数 ๓年ẚ ቑຍ率 総数 ๓年ẚ ቑຍ率 総数 ๓年ẚ ቑຍ率

㻴25㻖4 193㻘132 181㻘578 165㻘785

㻴29 200㻘400 187㻘296 169㻘959

㻴30 201㻘320 920 0.5% 188㻘464 1168 0.6% 171㻘106 1147 0.7%

㻖4 日医医師会組織ᙉ㼃㻳ሗ࿌᭩等参↷（䛒䛟䜎䛷参考್）

䐠 勤務医

勤務医 ๓年ẚ ቑຍ率 勤務医 ๓年ẚ ቑຍ率 勤務医 ๓年ẚ ቑຍ率

㻴29 109㻘025 99㻘116 82㻘167

㻴30 110㻘498 1473 1.4% 101㻘277 2161 2.2% 84㻘878 2711 3.3%

䐡 研修医

研修医 ๓年ẚ ቑຍ率 研修医 ๓年ẚ ቑຍ率 研修医 ๓年ẚ ቑຍ率

㻴29 4㻘761 4㻘709 4㻘175

㻴30 5㻘674 913 19.2% 5㻘548 839 17.8% 5㻘046 871 20.9%

（䠏）組織率᥎⛣（三ᒙู䠉総数䞉勤務医䞉研修医）
䐟 総数

三師ㄪᰝ 郡市区 全国㡰位 都道府県 日医 都道府県 日医 全国㡰位

㻴25㻖4 303㻘268 63.7% 䠉 59.9% 54.7% 94.0% 85.8% 䠉

㻴29 319㻘480 62.7% 䠉 58.6% 53.2% 93.5% 84.8% 䠉

㻴30 319㻘480 63.0% 䠉 59.0% 53.6% 93.6% 85.0% 䠉

䐠 勤務医

三師ㄪᰝ 郡市区 全国㡰位 都道府県 日医 都道府県 日医 全国㡰位

㻴29 240㻘394 45.4% 䠉 41.2% 34.2% 90.9% 75.4% 䠉

㻴30 240㻘394 46.0% 䠉 42.1% 35.3% 91.7% 76.8% 䠉

䐡 研修医

䢋䡫䡽⪅数㻖5 郡市区 全国㡰位 都道府県 日医 都道府県 日医 全国㡰位

㻴29 17㻘593 27.1% 䠉 26.8% 23.7% 98.9% 87.7% 䠉

㻴30 17㻘929 31.6% 䠉 30.9% 28.1% 97.8% 88.9% 䠉

㻖5 2年分のྜ⟬（䠖㻴30䛺䜙㻴28䛸㻴29の䝬䝑䝏䞁䜾⤖ᯝの和）

郡市区等医師会䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率（参考）䝬䝑䝏䞁䜾⤖ᯝ䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率

（参考）三師ㄪᰝ⤖ᯝ䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率 郡市区等医師会䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率

（参考）三師ㄪᰝ⤖ᯝ䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率 郡市区等医師会䜢分ẕ䛻䛧䛯組織率

日本医師会ຍ入⪅数

郡市区等医師会ຍ入⪅数 都道府県医師会ຍ入⪅数 日本医師会ຍ入⪅数

郡市区等医師会ຍ入⪅数 都道府県医師会ຍ入⪅数

郡市区等医師会ຍ入⪅数 都道府県医師会ຍ入⪅数 日本医師会ຍ入⪅数
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位 県名 組織率 位 県名 組織率 位 県名 組織率 位 県名 組織率 位 県名 組織率 位 県名 組織率

1 　広　島 95.5% 1 　秋　田 100% 1 　広　島 86.9% 1 　秋　田 100% 1 　三　重 100% 1 　宮　城 100%

2 　岩　手 90.3% 1 　埼　玉 100% 2 　岩　手 81.3% 1 　福　島 100% 2 　宮　崎 94.1% 1 　秋　田 100%

3 　鹿児島 89.1% 1 　新　潟 100% 3 　鹿児島 77.6% 1 　埼　玉 100% 3 　岩　手 89.0% 1 　山　形 100%

4 　愛　媛 79.2% 1 　徳　島 100% 4 　愛　媛 70.7% 1 　神奈川 100% 4 　青　森 65.3% 1 　福　島 100%

5 　鳥　取 79.1% 1 　佐　賀 100% 5 　長　崎 70.2% 1 　新　潟 100% 5 　愛　知 64.0% 1 　埼　玉 100%

6 　長　崎 78.7% 1 　熊　本 100% 6 　鳥　取 68.4% 1 　徳　島 100% 6 　石　川 61.4% 1 　東　京 100%

7 　三　重 78.2% 1 　鹿児島 100% 7 　三　重 64.8% 1 　佐　賀 100% 7 　栃　木 59.5% 1 　神奈川 100%

8 　山　口 75.7% 8 　愛　知 99.98% 8 　香　川 61.5% 1 　熊　本 100% 8 　沖　縄 56.4% 1 　新　潟 100%

9 　大　阪 73.9% 9 　長　崎 99.97% 9 　北海道 59.4% 1 　鹿児島 100% 9 　福　島 56.0% 1 　山　梨 100%

10 　北海道 73.3% 10 　大　分 99.77% 10 　大　阪 58.2% 10 　愛　知 99.98% 10 　長　崎 55.5% 1 　岐　阜 100%

11 　香　川 71.8% 11 　宮　崎 99.3% 11 　山　口 57.1% 11 　長　崎 99.95% 11 　新　潟 53.74% 1 　愛　知 100%

12 　新　潟 70.5% 12 　福　島 99.2% 12 　山　形 56.5% 12 　大　分 99.6% 12 　秋　田 53.69% 1 　和歌山 100%

13 　兵　庫 70.0% 13 　高　知 98.4% 13 　山　梨 54.0% 13 　宮　崎 98.7% 13 　福　岡 53.66% 1 　広　島 100%

14 　福　島 69.7% 14 　神奈川 97.5% 14 　大　分 52.9% 14 　高　知 97.5% 14 　広　島 51.1% 1 　徳　島 100%

15 　宮　城 67.8% 15 　福　岡 96.7% 15 　沖　縄 52.5% 15 　静　岡 94.9% 15 　福　井 49.6% 1 　香　川 100%

16 　岐　阜 67.3% 16 　岐　阜 94.5% 16 　新　潟 52.4% 16 　福　岡 94.1% 16 　愛　媛 48.88% 1 　愛　媛 100%

17 　大　分 66.3% 17 　愛　媛 92.2% 17 　岐　阜 52.0% 17 　兵　庫 91.2% 17 　山　口 48.85% 1 　高　知 100%

18 　宮　崎 66.1% 18 　和歌山 91.23% 18 　秋　田 51.5% 18 　栃　木 88.9% 18 　大　阪 48.4% 1 　福　岡 100%

19 　沖　縄 65.9% 19 　山　形 91.16% 19 　宮　城 50.5% 19 　宮　城 86.2% 19 　鳥　取 46.7% 1 　佐　賀 100%

20 　山　形 65.8% 20 　静　岡 90.9% 20 　兵　庫 50.0% 20 　茨　城 85.8% 20 　京　都 43.1% 1 　長　崎 100%

21 　山　梨 65.4% 21 　栃　木 90.2% 21 　福　井 48.5% 21 　福　井 82.6% 21 　山　梨 40.7% 1 　熊　本 100%

22 　秋　田 65.1% 22 　奈　良 88.7% 22 　長　野 48.4% 22 　愛　媛 81.8% 22 　岐　阜 38.7% 1 　大　分 100%

23 　長　野 64.1% 23 　福　井 88.4% 23 　石　川 47.7% 23 　和歌山 81.5% 23 　鹿児島 38.4% 1 　宮　崎 100%

24 　富　山 63.8% 24 　宮　城 88.3% 24 　宮　崎 47.6% 24 　大　阪 80.7% 24 　熊　本 37.5% 1 　鹿児島 100%

25 　京　都 62.6% 25 　香　川 88.06% 25 　高　知 46.5% 25 　香　川 80.0% 25 　宮　城 36.4% 25 　茨　城 99.10%

26 　石　川 62.23% 26 　大　阪 88.05% 26 　徳　島 45.2% 26 　沖　縄 78.3% 26 　茨　城 34.9% 26 　青　森 99.08%

27 　青　森 62.18% 27 　兵　庫 87.9% 27 　群　馬 45.12% 27 　奈　良 78.2% 27 　富　山 27.74% 27 　兵　庫 94.2%

28 　佐　賀 62.1% 28 　沖　縄 86.0% 28 　青　森 45.07% 28 　山　形 77.5% 28 　北海道 27.70% 28 　栃　木 92.3%

29 　奈　良 61.6% 29 　東　京 84.3% 29 　富　山 44.9% 29 　東　京 76.4% 29 　佐　賀 27.5% 29 　福　井 92.2%

30 　島　根 61.5% 30 　茨　城 84.1% 30 　佐　賀 44.7% 30 　岐　阜 75.8% 30 　神奈川 26.3% 30 　岩　手 91.1%

31 　岡　山 61.4% 31 　山　梨 79.4% 31 　島　根 44.4% 31 　山　梨 66.6% 31 　静　岡 22.1% 31 　北海道 84.0%

32 　群　馬 60.7% 32 　広　島 77.6% 32 　岡　山 43.9% 32 　広　島 65.4% 32 　埼　玉 19.1% 32 　富　山 76.74%

33 　愛　知 60.6% 33 　島　根 75.2% 33 　福　島 43.2% 33 　島　根 61.7% 33 　高　知 17.9% 33 　三　重 76.68%

34 　徳　島 60.0% 34 　青　森 75.1% 34 　京　都 42.8% 34 　三　重 59.3% 34 　兵　庫 17.3% 34 　石　川 75.9%

35 　静　岡 59.6% 35 　山　口 74.3% 35 　福　岡 41.0% 35 　青　森 59.05% 35 　山　形 13.1% 35 　大　阪 74.6%

36 　熊　本 59.0% 36 　三　重 73.7% 36 　愛　知 40.5% 36 　山　口 58.98% 36 　群　馬 10.8% 36 　沖　縄 71.6%

37 　福　井 58.74% 37 　群　馬 72.6% 37 　熊　本 39.9% 37 　岩　手 54.8% 37 　香　川 10.0% 37 　山　口 70.6%

38 　高　知 58.70% 38 　長　野 69.33% 38 　奈　良 39.3% 38 　長　野 54.4% 38 　島　根 8.4% 38 　島　根 70.0%

39 　和歌山 58.5% 39 　岩　手 69.26% 39 　滋　賀 38.4% 39 　岡　山 54.1% 39 　東　京 7.8% 39 　岡　山 34.4%

40 　埼　玉 56.8% 40 　岡　山 68.0% 40 　和歌山 38.3% 40 　北海道 49.7% 40 　岡　山 7.7% 40 　静　岡 33.0%

41 　滋　賀 55.6% 41 　富　山 67.4% 41 　静　岡 38.2% 41 　群　馬 49.6% 41 　大　分 7.1% 41 　鳥　取 28.6%

42 　福　岡 55.5% 42 　滋　賀 65.6% 42 　埼　玉 37.7% 42 　富　山 47.1% 42 　長　野 5.1% 42 　千　葉 27.8%

43 　栃　木 55.1% 43 　千　葉 60.6% 43 　栃　木 36.3% 43 　石　川 35.6% 43 　和歌山 3.9% 43 　京　都 22.3%

44 　茨　城 53.7% 44 　北海道 60.1% 44 　東　京 35.7% 44 　滋　賀 33.7% 44 　千　葉 2.3% 44 　群　馬 20.0%

45 　千　葉 52.7% 45 　京　都 56.4% 45 　千　葉 34.1% 45 　鳥　取 29.2% 45 　滋　賀 1.4% 45 　長　野 14.3%

46 　東　京 52.0% 46 　石　川 56.3% 46 　茨　城 33.4% 46 　京　都 27.5% 46 　徳　島 0.9% 47 　滋　賀 0.0%

47 　神奈川 47.4% 47 　鳥　取 50.2% 47 　神奈川 23.7% 47 　千　葉 25.7% 47 　奈　良 0.4% 47 　奈　良 0.0%

全国平均 63.0% 全国平均 85.0% 全国平均 46.0% 全国平均 76.8% 全国平均 31.6% 全国平均 88.9%

研修医
都道府県内医師の

郡市区等医師会入会率
郡市区等医師会員

の日医入会率
都道府県内医師の

郡市区等医師会入会率
郡市区等医師会員

の日医入会率

総　数 勤務医
都道府県内医師の

郡市区等医師会入会率
郡市区等医師会員

の日医入会率

（参考） 平成30年度組織率一覧
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位 県名 組織率 位 県名 組織率 位 県名 組織率 位 県名 組織率 位 県名 組織率 位 県名 組織率

1 　広　島 95.5% 1 　秋　田 100% 1 　広　島 86.9% 1 　秋　田 100% 1 　三　重 100% 1 　宮　城 100%

2 　岩　手 90.3% 1 　埼　玉 100% 2 　岩　手 81.3% 1 　福　島 100% 2 　宮　崎 94.1% 1 　秋　田 100%

3 　鹿児島 89.1% 1 　新　潟 100% 3 　鹿児島 77.6% 1 　埼　玉 100% 3 　岩　手 89.0% 1 　山　形 100%

4 　愛　媛 79.2% 1 　徳　島 100% 4 　愛　媛 70.7% 1 　神奈川 100% 4 　青　森 65.3% 1 　福　島 100%

5 　鳥　取 79.1% 1 　佐　賀 100% 5 　長　崎 70.2% 1 　新　潟 100% 5 　愛　知 64.0% 1 　埼　玉 100%

6 　長　崎 78.7% 1 　熊　本 100% 6 　鳥　取 68.4% 1 　徳　島 100% 6 　石　川 61.4% 1 　東　京 100%

7 　三　重 78.2% 1 　鹿児島 100% 7 　三　重 64.8% 1 　佐　賀 100% 7 　栃　木 59.5% 1 　神奈川 100%

8 　山　口 75.7% 8 　愛　知 99.98% 8 　香　川 61.5% 1 　熊　本 100% 8 　沖　縄 56.4% 1 　新　潟 100%

9 　大　阪 73.9% 9 　長　崎 99.97% 9 　北海道 59.4% 1 　鹿児島 100% 9 　福　島 56.0% 1 　山　梨 100%

10 　北海道 73.3% 10 　大　分 99.77% 10 　大　阪 58.2% 10 　愛　知 99.98% 10 　長　崎 55.5% 1 　岐　阜 100%

11 　香　川 71.8% 11 　宮　崎 99.3% 11 　山　口 57.1% 11 　長　崎 99.95% 11 　新　潟 53.74% 1 　愛　知 100%

12 　新　潟 70.5% 12 　福　島 99.2% 12 　山　形 56.5% 12 　大　分 99.6% 12 　秋　田 53.69% 1 　和歌山 100%

13 　兵　庫 70.0% 13 　高　知 98.4% 13 　山　梨 54.0% 13 　宮　崎 98.7% 13 　福　岡 53.66% 1 　広　島 100%

14 　福　島 69.7% 14 　神奈川 97.5% 14 　大　分 52.9% 14 　高　知 97.5% 14 　広　島 51.1% 1 　徳　島 100%

15 　宮　城 67.8% 15 　福　岡 96.7% 15 　沖　縄 52.5% 15 　静　岡 94.9% 15 　福　井 49.6% 1 　香　川 100%

16 　岐　阜 67.3% 16 　岐　阜 94.5% 16 　新　潟 52.4% 16 　福　岡 94.1% 16 　愛　媛 48.88% 1 　愛　媛 100%

17 　大　分 66.3% 17 　愛　媛 92.2% 17 　岐　阜 52.0% 17 　兵　庫 91.2% 17 　山　口 48.85% 1 　高　知 100%

18 　宮　崎 66.1% 18 　和歌山 91.23% 18 　秋　田 51.5% 18 　栃　木 88.9% 18 　大　阪 48.4% 1 　福　岡 100%

19 　沖　縄 65.9% 19 　山　形 91.16% 19 　宮　城 50.5% 19 　宮　城 86.2% 19 　鳥　取 46.7% 1 　佐　賀 100%

20 　山　形 65.8% 20 　静　岡 90.9% 20 　兵　庫 50.0% 20 　茨　城 85.8% 20 　京　都 43.1% 1 　長　崎 100%

21 　山　梨 65.4% 21 　栃　木 90.2% 21 　福　井 48.5% 21 　福　井 82.6% 21 　山　梨 40.7% 1 　熊　本 100%

22 　秋　田 65.1% 22 　奈　良 88.7% 22 　長　野 48.4% 22 　愛　媛 81.8% 22 　岐　阜 38.7% 1 　大　分 100%

23 　長　野 64.1% 23 　福　井 88.4% 23 　石　川 47.7% 23 　和歌山 81.5% 23 　鹿児島 38.4% 1 　宮　崎 100%

24 　富　山 63.8% 24 　宮　城 88.3% 24 　宮　崎 47.6% 24 　大　阪 80.7% 24 　熊　本 37.5% 1 　鹿児島 100%

25 　京　都 62.6% 25 　香　川 88.06% 25 　高　知 46.5% 25 　香　川 80.0% 25 　宮　城 36.4% 25 　茨　城 99.10%

26 　石　川 62.23% 26 　大　阪 88.05% 26 　徳　島 45.2% 26 　沖　縄 78.3% 26 　茨　城 34.9% 26 　青　森 99.08%

27 　青　森 62.18% 27 　兵　庫 87.9% 27 　群　馬 45.12% 27 　奈　良 78.2% 27 　富　山 27.74% 27 　兵　庫 94.2%

28 　佐　賀 62.1% 28 　沖　縄 86.0% 28 　青　森 45.07% 28 　山　形 77.5% 28 　北海道 27.70% 28 　栃　木 92.3%

29 　奈　良 61.6% 29 　東　京 84.3% 29 　富　山 44.9% 29 　東　京 76.4% 29 　佐　賀 27.5% 29 　福　井 92.2%

30 　島　根 61.5% 30 　茨　城 84.1% 30 　佐　賀 44.7% 30 　岐　阜 75.8% 30 　神奈川 26.3% 30 　岩　手 91.1%

31 　岡　山 61.4% 31 　山　梨 79.4% 31 　島　根 44.4% 31 　山　梨 66.6% 31 　静　岡 22.1% 31 　北海道 84.0%

32 　群　馬 60.7% 32 　広　島 77.6% 32 　岡　山 43.9% 32 　広　島 65.4% 32 　埼　玉 19.1% 32 　富　山 76.74%

33 　愛　知 60.6% 33 　島　根 75.2% 33 　福　島 43.2% 33 　島　根 61.7% 33 　高　知 17.9% 33 　三　重 76.68%

34 　徳　島 60.0% 34 　青　森 75.1% 34 　京　都 42.8% 34 　三　重 59.3% 34 　兵　庫 17.3% 34 　石　川 75.9%

35 　静　岡 59.6% 35 　山　口 74.3% 35 　福　岡 41.0% 35 　青　森 59.05% 35 　山　形 13.1% 35 　大　阪 74.6%

36 　熊　本 59.0% 36 　三　重 73.7% 36 　愛　知 40.5% 36 　山　口 58.98% 36 　群　馬 10.8% 36 　沖　縄 71.6%

37 　福　井 58.74% 37 　群　馬 72.6% 37 　熊　本 39.9% 37 　岩　手 54.8% 37 　香　川 10.0% 37 　山　口 70.6%

38 　高　知 58.70% 38 　長　野 69.33% 38 　奈　良 39.3% 38 　長　野 54.4% 38 　島　根 8.4% 38 　島　根 70.0%

39 　和歌山 58.5% 39 　岩　手 69.26% 39 　滋　賀 38.4% 39 　岡　山 54.1% 39 　東　京 7.8% 39 　岡　山 34.4%

40 　埼　玉 56.8% 40 　岡　山 68.0% 40 　和歌山 38.3% 40 　北海道 49.7% 40 　岡　山 7.7% 40 　静　岡 33.0%

41 　滋　賀 55.6% 41 　富　山 67.4% 41 　静　岡 38.2% 41 　群　馬 49.6% 41 　大　分 7.1% 41 　鳥　取 28.6%

42 　福　岡 55.5% 42 　滋　賀 65.6% 42 　埼　玉 37.7% 42 　富　山 47.1% 42 　長　野 5.1% 42 　千　葉 27.8%

43 　栃　木 55.1% 43 　千　葉 60.6% 43 　栃　木 36.3% 43 　石　川 35.6% 43 　和歌山 3.9% 43 　京　都 22.3%

44 　茨　城 53.7% 44 　北海道 60.1% 44 　東　京 35.7% 44 　滋　賀 33.7% 44 　千　葉 2.3% 44 　群　馬 20.0%

45 　千　葉 52.7% 45 　京　都 56.4% 45 　千　葉 34.1% 45 　鳥　取 29.2% 45 　滋　賀 1.4% 45 　長　野 14.3%

46 　東　京 52.0% 46 　石　川 56.3% 46 　茨　城 33.4% 46 　京　都 27.5% 46 　徳　島 0.9% 47 　滋　賀 0.0%

47 　神奈川 47.4% 47 　鳥　取 50.2% 47 　神奈川 23.7% 47 　千　葉 25.7% 47 　奈　良 0.4% 47 　奈　良 0.0%

全国平均 63.0% 全国平均 85.0% 全国平均 46.0% 全国平均 76.8% 全国平均 31.6% 全国平均 88.9%

研修医
都道府県内医師の

郡市区等医師会入会率
郡市区等医師会員

の日医入会率
都道府県内医師の

郡市区等医師会入会率
郡市区等医師会員

の日医入会率

総　数 勤務医
都道府県内医師の

郡市区等医師会入会率
郡市区等医師会員

の日医入会率

（参考） 平成30年度組織率一覧
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医師会組織強化に向けた取り組み等について（回答／内部資料） 

 

医師会組織強化検討委員会では、各都道府県医師会における組織率向上に向けた課題の把握と対

策を検討する際の一助となることを願い、令和元年 8 月、「平成 30 年度 都道府県別医師会入会率」

を作成するとともに、各都道府県医師会に対して、次の 4 題の質問を投げかけた。 

① 平成 25 年から平成 30 年までの組織率推移の受け止めと組織率の特徴を踏まえた課題の認識

をご記入下さい。 

② ①に基づく具体的な組織強化に向けた今後の取り組み等をご記入下さい。 

③ ②の取り組みを進めていく上で、日本医師会に要望等があればご記入下さい。 

④ 組織率の向上に資する成功事例等があればご記入下さい。 

 以下、各都道府県医師会からの回答をとりまめたものを列挙する。 

【都道府県医師会名／記⼊者（役職）】 

１ 北海道 本間 充（総務課長）  25 滋賀県 木村 隆（理事） 
２ 青森県 久保園善堂（常任理事）  26 京都府 大上智彦（総務課長） 
３ 岩手県 本間 博（常任理事）  27 大阪府 加納康至（副会長） 
４ 宮城県 佐々木悦子（常任理事）  28 兵庫県 西口 郁（常任理事） 
５ 秋田県 五十嵐知規（常任理事／勤

務医担当） 
 29 奈良県 石岡 輝（医療第二課主事） 

６ 山形県 間中英夫（常任理事）  30 和歌山県 平石英三（副会長） 
７ 福島県 八巻秀一（事務局次長）  31 鳥取県 谷口直樹（事務局長） 
８ 茨城県 江尻善壽（事務局長）  32 島根県 湯原紀二（副会長） 
９ 栃木県 稲野秀孝（副会長）  33 岡山県 神﨑寛子（専務理事） 
10 群馬県 永山雅之（理事）  34 広島県 山﨑正弘（常任理事／勤務

医担当理事） 
11 埼玉県 水谷元雄（常任理事）  35 山口県 加藤智栄（専務理事） 
12 千葉県 金江 清（副会長）  36 徳島県 木下成三（副会長） 
13 東京都 蓮沼 剛（理事）  37 香川県 秋田祐里恵（事務局員） 
14 神奈川県 古井民一郎（総務担当理事）  38 愛媛県 芳仲秀造（事務局長） 
15 新潟県 村尾僚一（総務課係長）  39 高知県 刈谷隆明（常任理事） 
16 富山県 堀地 肇（常任理事）  40 福岡県 堤 康博（副会長） 
17 石川県 上田 博（副会長）  41 佐賀県 溝口雅文（総務課） 
18 福井県 五十嵐国行（事務局長）  42 長崎県 三浦貴光（庶務課係長） 
19 山梨県 大芝祐二（総務課長）  43 熊本県 羽根田美衣（経理課係長） 
20 長野県 石垣史花（総務課係）  44 大分県 藤本 保（常任理事） 
21 岐阜県 池田久基（副会長）  45 宮崎県 小牧 斎（常任理事） 
22 静岡県 中川裕介（総務課）  46 鹿児島県 石塚和輝（庶務課主任） 
23 愛知県 松場佳代（総務課主任）  47 沖縄県 池田公江（経理課長）、 

平木怜子（経理課） 
24 三重県 馬岡 晋（副会長）     



医師会ૌ৭کԿͶͪ͜खΕૌΊͶͯ͏ͱ（յ／಼෨ࣁྋ） 

 

医師会組織強化ݗ౾җ員会では、֦道府県医師会における組織率向上に向けた課題のѴと対

い、ྫ和元年بの一ঁとなることをࡏする౾ݗをࡨ 8 月、「平成 30 年度 道府県พ医師会入会率」

を作成するとともに、֦道府県医師会に対して、࣏の 4 題の࣯を౦げかけた。 

ᶅ 平成 25 年から平成 30 年までの組織率推Ңのणけࢯめと組織率の特をಁまえた課題の認ࣟ

を͟ى入Ծさい。 

ᶆ ᶅにخͰく۫ର的な組織強化に向けた今後の取り組み等を͟ى入Ծさい。 

ᶇ ᶆの取り組みを進めていく上で、日本医師会に要等があれͻ͟ى入Ծさい。 

ᶈ 組織率の向上にࣁする成功事例等があれͻ͟ى入Ծさい。 

 以Ծ、֦道府県医師会からのյをとりまめたものをڏする。 

【都道府県医師会名／記⼊者（役職）】 

̏ ք道 本間 ैʤ総務課長ʥ  25 ࣐ծ県 ଞ ཾʤ理事ʥ 
̐ ੪ਁ県 ٳฯԄવಌʤ常理事ʥ  26 ښ府 大上ஒඛʤ総務課長ʥ 
 ʤ෯会長ʥࢺ߃手県 本間 ദʤ常理事ʥ  27 大阪府 加آ ̑
 県 ࠦʓӽ子ʤ常理事ʥ  28 兵庫県 口 Ұʤ常理事ʥٸ ̒
̓ वీ県 ޔॉཞ知規ʤ常理事ʙ勤

務医担ʥ 
 29 奈良県 ੶岡 ʤٍ医ྏ್課主事ʥ 

̔ 山形県 間中ӵʤ常理事ʥ  30 和歌山県 平੶ӵࢀʤ෯会長ʥ 
̕ 福島県 ൂתऴ一ʤ事務࣏ۃ長ʥ  31 鳥取県 ୫口धʤ事務ۃ長ʥ 
̖ Ἔ県 ߒ৴વᆻʤ事務ۃ長ʥ  32 島根県 ౮್نݬʤ෯会長ʥ 
̗ ತ県 Ҷऴʤ෯会長ʥ  33 岡山県 ਈ㟔װ子ʤ務理事ʥ 
ʤ常理事ʙ勤務߄ഇ県 Ӯ山կ೯ʤ理事ʥ  34 広島県 山㟔ਜ਼܊ 10

医担理事ʥ 
 県 ਭ୫元༦ʤ常理事ʥ  35 山口県 加౽ஒӭʤ務理事ʥۆ 11
12 એཁ県 ۜߒ ੜʤ෯会長ʥ  36 徳島県 Ծ成ࢀʤ෯会長ʥ 
13 ౨ښ ࿉ব ߸ʤ理事ʥ  37 香川県 वీ༠ܛʤ事務ۃ員ʥ 
14 ਈ奈川県 ݻҬ一ʤ総務担理事ʥ  38 愛媛県 ๗ऴଆʤ事務ۃ長ʥ 
15 新׃県 ଞඎ྇一ʤ総務課ܐ長ʥ  39 高知県 נ୫ཾ明ʤ常理事ʥ 
16 山県 ຉ地 ഻ʤ常理事ʥ  40 福岡県 ఇ ߃ദʤ෯会長ʥ 
17 ੶川県 上ీ ദʤ෯会長ʥ  41 ࠦծ県 ߖ口կ文ʤ総務課ʥ 
18 福Ҭ県 ޔॉཞࠅ行ʤ事務ۃ長ʥ  42 長県 ࢀӞޭيʤॺ務課ܐ長ʥ 
19 山ཨ県 大ࣵ༠್ʤ総務課長ʥ  43 ۿ本県 Ӎ根ీඔҧʤܨ理課ܐ長ʥ 
20 長県 ੶࢛֠ʤ総務課ܐʥ  44 大県 ౽本 ฯʤ常理事ʥ 
 ʤ常理事ʥࡊ 県 小ຂٸ ʤ෯会長ʥ  45خٳ県 ஓీز 21
22 ੫岡県 中川༡ղʤ総務課ʥ  46 ࣝࣉ島県 ੶௫和ٍʤॺ務課主ʥ 
23 愛知県 ন場Մେʤ総務課主ʥ  47 ԯೆ県 ஓీ公ߒʤܨ理課長ʥ、 

平ྱ子ʤܨ理課ʥ 
     県 ഇ岡 ʤ෯会長ʥ॑ࢀ 24

参考資料２
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本
医

師
会

へ
入

会
す

る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

を
ब

知
、

బ
ఊ

し
て

い
き

た
い

。
 

・
 

研
修

会
の

案
内

。
 

・
 

ਫ਼
֖

گ
育


度

、
日

医
認

定
ࢊ

業
医

、
ス

ポ
ー

ς
医


度

の
案

内
。

 
・

 
ྡ

জ
研

修
病

院



や

郡
市

区
医

師
会

研
修

医


ܶ
会

へ
出

ੰ
し

た
ࡏ

に
、医

師
会

事
業

等
の

説
明

を
行

い
、

勤
務

医
の

役
に

立
つ

情
報

を


ڛ
す

る
。

 
・

 
日

本
医

師
会

医
師

ഝ
ঊ




ฯ
ݧ

の
案

内
。

 
・

 
医

師
૮

談
૯

口
に

よ
る

、
ฯ

育
૮

談
、

医
師

म
業

૮
談

等
に

対
Ԣ

す
る

。
 

・
 今

ま
で

以
上

に
日

本
医

師
会

が


ಆ
を

き
っ

て
ほ

し
い

。
 

̑
 

آ
手

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 本
県

で
は

組
織

率
推

Ң
は

高
ਭ

६
を

ฯ
っ

て
い

る
の

で
、

今
後

も
継

続
的

な
組

織
活

動
を

行
っ

て
い

け
る

よ
う

に


め
て

い
く

。
 

・
 本

会
の

部
会

お
よ

;
җ

員
会

、
新

医
師

と
の

懇
談

会
の

場
を

活
発

に
維

持
し

て
い

き
、

新
医

師
に

入
会

の
意

義
を

示
し

て
い

け
る

よ
う

に
取

り
組

Ξ
で

い
く

。
 

・
 入

会
率

υ
ー

タ
は

、


道
府

県
͟

と
の

医
師

総
数

か
ら

会
員

の
ർ

率
お

よ
;

સ
ࠅ

医
師

会
と

の
ർ

ֳ
を

行
う

に
は

ي
॑

な
υ

ー
タ

な
の

で
、

今
後

も


示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 
組

織
率

推
Ң

の
ण

け
ࢯ

め
と

組
織

率
の

特


 
ᶆ

 
ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 
ᶆ

を
進

め
る

上
で

の
日

医
へ

の
要


等

 
̒

 
ٸ


県

 
ʤ

$
܊

ʥ
 
・

 平
成

25
、

30
年

と
も

、
郡

市
医

師
会

加
入

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
若

ױ
上

յ
っ

て
お

り
、

平
成

25
年

に
対

し
平

成
30

年
は

若
ױ

の
増

加
が

あ
る

が
、

70
ˍ

に
ୣ

し
て

い
な

い
。

 
・

 日
医

へ
の

入
会

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
や

や
上

յ
っ

て
い

る
が

、
平

成
30

年
に

ർ
べ

若
ױ

ݰ
ঙ

し
た

。
大

学
院

ਫ਼
の

ୂ
会

の
Ӫ

ڻ
か

と
考

え
る

。
 

・
 郡

市
医

師
会

加
入

率
を

70
ˍ

以
上

に
す

る
ච

要
が

あ
る

。
特

に
、

勤
務

医
は

50
ˍ

の
入

会
率

、
研

修
医

は
会

費
無

料
に

も
か

か
わ

ら
ͥ

、
36

�4
ˍ

し
か

入
会

し
て

い
な

い
の

で
ր

વ
の

༪
地

が
あ

る
。

 
・

 日
医

へ
の

加
入

は
10

0ˍ
を


ࢨ

す
べ

き
。

郡
市

医
師

会
員

で
日

医
に

入
会

し
な

い
会

員
に

つ
い

て
は

、
要

Ҿ
を

ॉ


に


ࠬ
し

、
日

医
と


題

఼
の

ڠ
༙

を
は

か
り

、
ր

વ
す

る
ච

要
が

あ
る

。
 

・
 新

規
開

業
時

に
働

き
か

け
の

๏
ࡨ

を
ݗ

౾
す

る
。

 
・

 勤
務

医
の

加
入

の
た

め
に

は
、

؇
理

者
、

病
院

長
の

意
ࣟ

ր
ַ

が
大


。

特
に

医
ഝ


の

理
解

、
地

Ү
医

ྏ
の

中
核

と
し

て
の

病
院

に
は

、
医

師
会

と
の

連
携

が
ච

要
で

あ
る

こ
と

の
Π

ϒ
ー

ϩ
。

 
・

 研
修

医
入

会
は

10
0ˍ

を


ࢨ
す

。
特

に
大

学
医

ۃ
、

研
修

病
院

へ
の

働
き

か
け

が
ච

要
。

 
・

 入
会

し
た

会
員

の
୦

ཚ


ࢯ
ࡨ

の
ݗ

౾
。

 

・
 入

会
の

し
お

り
、

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト

の
作

成
。 

・
 入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

。
Ң

動
時

の
ࣙ

動
継

続
を

ਦ
る

๏
ࡨ

の
ݗ

౾
。

 
・

 特
に

医
ഝ


に

ؖ
す

る
ઑ

ఽ
Ϗ

ン
ϓ

Ϫ
ッ

ト
の

作
成

。
 

・
 医

学
会

や
病

院
ڢ

会
と

連
携

・
連

ཙ
会

を
も

っ
て

、
大

学
の

گ
࣪

や
病

院
長

か
ら

入
会

の
ච

要


を
説

く
๏

向
を


ࢨ

す
こ

と
を

ݗ
౾

し
て

ほ
し

い
。

 
・

 3
0

ࡂ
າ

満
の

医
師

の
会

費
の

ܲ
ݰ

。
 

・
 医

師
会

入
会

が
医

師
の

ऀ
会

的


Ճ
に

つ
な

が
る

よ
う

な
、

一
ൢ

ऀ
会

へ
の

Π
ϒ

ー
ϩ

。
 

̓
 

व
ీ

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

と
平

成
30

年
で

は
組

織
率

に
大

き
な

違
い

は
な

く
、

引
き

続
き

組
織

率
向

上
の

た
め

の
取

り
組

み
が

ච
要

と
考

え
て

い
る

。
 

・
 定


上

、
郡

市
医

師
会

に
入

会
す

る
と

県
医

師
会

、
日

医
に

も
入

会
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

入
会


を

મ
ͻ

ͥ
に

「
医

師
会

に
入

会
し

て
も

ら
う

」
こ

と
を


ࢨ

す
が

、
会

費
が

ࢀ



と

な
っ

て
負

担
が

大
き

く
な

る
た

め
、ͨ

の
఼

に
つ

い
て

の
ݗ

౾
も

ච
要

と
考

え
て

い
る

。
 

・
 入

会
促

進
の

た
め

の
県

医
師

会
়

ղ
Ϗ

ン
ϓ

Ϫ
ッ

ト
の

ߍ
新

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
 勤

務
医

の
入

会
促

進
を

ਦ
る

た
め

、
勤

務
医

部
会

を
中

ৼ
に

勤
務

医
を

対
ে

と
し

た
講

ԍ
会

や
新

医
師

ʤ
初

期
研

修
医

ʥ
を

対
ে

と
し

た


ܶ
Ϫ

セ
プ

シ
ョ

ン
な

ど
を

ة
ժ

し
て

い
る

。
 

・
 日

医
会

費
の

ݰ
ֻ

。
初

期
研

修
期

間
の

श
྅

時
に

ୂ
会

す
る

医
師

が
ଡ

い
の

で
、

後
期

研
修

医
に

対
す

る
ݰ

免
ી


を

ݗ
౾

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
 会

員
向

け
γ

ー
ϑ

ス
の

ր
વ

。
 

 ༑
ଶ

対
ে

ホ
テ

ϩ
は

も
っ

と
リ

ー
θ

ψ
ϔ

ϩ
な

ホ
テ

ϩ
も


め

て
ほ

し
い

。
 

 ਫ਼
֖

گ
育


度

の
ୱ

Ғ
を

֦
学

会
の

ୱ
Ғ

と
し

て
も

認
め

て
ほ

し
い

。
 

 医
師

年
ۜ

は
、

若
い

頃
は

ۜ
ֻ

的
に

ύ
ー

ド
ϩ

が
高

い
の

で
、

若
年

向
け

の
α

ー
ス

を
ݗ

౾
し

て
ほ

し
い

。
 

－ 20 －



 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
 

̏
 


ք

道
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 日
医

会
員

の
組

織
率

は
約

60
ˍ

で
あ

り
、5

年


と
ർ

ֳ
し

て
も

、
ほ

·
ԥ

ͻ
い

状
ସ

。
 

・
 以


は

、
郡

市
医

師
会

に
お

い
て

、
医

師
会

に
入

会
す

る
ࡏ

に
は

、
日

医
ま

で
入

会
す

る
の

が


た
り


と

い
う

෫
ொ

で
あ

っ
た

。
会

費
負

担
も

、
ࡤ

今
で

は
勤

務


負
担

か
ら

ݺ
人

負
担

に
ร

ߍ
と

な
る

ί
ー

ス
が

増
え

、
日

医
の

会
費

は
特

に
ݺ

人
負

担
と

な
っ

て
い

る
ί

ー
ス

が
ଡ

い
こ

と
か

ら
、

会
員

ݺ
人

が
ͨ

れ
ͩ

れ
考

え
、

મ


し
、

加
入

し
て

い
る

の
が

現
状

。
 

・
 入

会
手

続
き

の
ࡏ

に
、「

ͧ
ͽ

日
医

に
加

入
し

た
い

」「
日

医
に

入
っ

て
あ

た
り

ま
え

」と
い

う
෫

ౖ
を

、


ڧ
と

し
て


成

す
る

こ
と

も
॑

要
。

 

・
 こ

こ
数

年
、

郡
市

医
師

会
・

医
育

機
ؖ

医
師

会
事

務
ۃ

と
の

連
ཙ

会
や

懇
談

会
の

ࡏ
に

、
組

織
強

化
を

٠
題

に
あ

げ
、

現
状

を
説

明
し

、
日

医
ま

で
の

加
入

を
毎

年
働

き
か

け
て

い
る

。
 

・
 ま

た
、

若
手

医
師

と
の

懇
談

の
実

施
や

າ
加

入
医

師
が

参
加

す
る

研
修

会
で

は
、「

ド
ク

タ
ϧ

ー
κ

」
と

一
ॻ

に
、

道
医

で
作

成
し

た
医

師
の

立
場

に
ر

り
శ

っ
た

わ
か

り
や

す
い

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト「

入
会

の
ス

ス
メ

」
を

配
布

す
る

な
ど

、
地

道
に

組
織

強
化

に
取

り
組

Ξ
で

い
る

。
 

・
 事

務
手

続
きʤ

特
に

入
ୂ

会
手

続
き

ʥの
シ

ス
テ

Ϟ
を

日
医

で
作

成
し

、
સ

ࠅ
の

郡
市

区
医

師
会

・


道
府

県
医

師
会

に
無

ঊ
配


す

る
こ

と
 

・
ع 

存
の

ク
Ϫ

ジ
ッ

ト
Ω

ー
ド

会
ऀ

等
と

タ


Π
ッ

プ
し

て
、

ポ


ン
ト


や

Ϋ
ϡ

ッ
シ

ϣ
Ϫ

ス
メ

リ
ッ

ト
、

会
費


फ

ま
で


め

た「
日

医
Ω

ー
ド

」と
い

う


組
み

を
ߑ


す

る
こ

と
は

、
સ

ࠅ
的

な
「

日
医

」
と

い
う

ス
ί

ー
ϩ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

れ
ͻ

交
ম

は
Ն


だ

と
ࢧ

う
の

で
、

੍
ඉ

ݗ
౾

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

̐
 

੪
ਁ

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 勤
務

医
の

入
会

が
ঙ

な
く

、
こ

の
事

が
੪

ਁ
県

医
師

会
の

組
織

率
の

ఁ
Ծ

の
大

き
な

ݬ
Ҿ

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
事

を
深

ࠃ
に

ण
け

ࢯ
め

、
今

ま
で

以
上

に
、

県
医

師
会

、
日

本
医

師
会

へ
入

会
す

る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

を
ब

知
、

బ
ఊ

し
て

い
き

た
い

。
 

・
 

研
修

会
の

案
内

。
 

・
 

ਫ਼
֖

گ
育


度

、
日

医
認

定
ࢊ

業
医

、
ス

ポ
ー

ς
医


度

の
案

内
。

 
・

 
ྡ

জ
研

修
病

院



や

郡
市

区
医

師
会

研
修

医


ܶ
会

へ
出

ੰ
し

た
ࡏ

に
、医

師
会

事
業

等
の

説
明

を
行

い
、

勤
務

医
の

役
に

立
つ

情
報

を


ڛ
す

る
。

 
・

 
日

本
医

師
会

医
師

ഝ
ঊ




ฯ
ݧ

の
案

内
。

 
・

 
医

師
૮

談
૯

口
に

よ
る

、
ฯ

育
૮

談
、

医
師

म
業

૮
談

等
に

対
Ԣ

す
る

。
 

・
 今

ま
で

以
上

に
日

本
医

師
会

が


ಆ
を

き
っ

て
ほ

し
い

。
 

̑
 

آ
手

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 本
県

で
は

組
織

率
推

Ң
は

高
ਭ

६
を

ฯ
っ

て
い

る
の

で
、

今
後

も
継

続
的

な
組

織
活

動
を

行
っ

て
い

け
る

よ
う

に


め
て

い
く

。
 

・
 本

会
の

部
会

お
よ

;
җ

員
会

、
新

医
師

と
の

懇
談

会
の

場
を

活
発

に
維

持
し

て
い

き
、

新
医

師
に

入
会

の
意

義
を

示
し

て
い

け
る

よ
う

に
取

り
組

Ξ
で

い
く

。
 

・
 入

会
率

υ
ー

タ
は

、


道
府

県
͟

と
の

医
師

総
数

か
ら

会
員

の
ർ

率
お

よ
;

સ
ࠅ

医
師

会
と

の
ർ

ֳ
を

行
う

に
は

ي
॑

な
υ

ー
タ

な
の

で
、

今
後

も


示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 
組

織
率

推
Ң

の
ण

け
ࢯ

め
と

組
織

率
の

特


 
ᶆ

 
ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 
ᶆ

を
進

め
る

上
で

の
日

医
へ

の
要


等

 
̒

 
ٸ


県

 
ʤ

$
܊

ʥ
 
・

 平
成

25
、

30
年

と
も

、
郡

市
医

師
会

加
入

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
若

ױ
上

յ
っ

て
お

り
、

平
成

25
年

に
対

し
平

成
30

年
は

若
ױ

の
増

加
が

あ
る

が
、

70
ˍ

に
ୣ

し
て

い
な

い
。

 
・

 日
医

へ
の

入
会

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
や

や
上

յ
っ

て
い

る
が

、
平

成
30

年
に

ർ
べ

若
ױ

ݰ
ঙ

し
た

。
大

学
院

ਫ਼
の

ୂ
会

の
Ӫ

ڻ
か

と
考

え
る

。
 

・
 郡

市
医

師
会

加
入

率
を

70
ˍ

以
上

に
す

る
ච

要
が

あ
る

。
特

に
、

勤
務

医
は

50
ˍ

の
入

会
率

、
研

修
医

は
会

費
無

料
に

も
か

か
わ

ら
ͥ

、
36

�4
ˍ

し
か

入
会

し
て

い
な

い
の

で
ր

વ
の

༪
地

が
あ

る
。

 
・

 日
医

へ
の

加
入

は
10

0ˍ
を


ࢨ

す
べ

き
。

郡
市

医
師

会
員

で
日

医
に

入
会

し
な

い
会

員
に

つ
い

て
は

、
要

Ҿ
を

ॉ


に


ࠬ
し

、
日

医
と


題

఼
の

ڠ
༙

を
は

か
り

、
ր

વ
す

る
ච

要
が

あ
る

。
 

・
 新

規
開

業
時

に
働

き
か

け
の

๏
ࡨ

を
ݗ

౾
す

る
。

 
・

 勤
務

医
の

加
入

の
た

め
に

は
、

؇
理

者
、

病
院

長
の

意
ࣟ

ր
ַ

が
大


。

特
に

医
ഝ


の

理
解

、
地

Ү
医

ྏ
の

中
核

と
し

て
の

病
院

に
は

、
医

師
会

と
の

連
携

が
ච

要
で

あ
る

こ
と

の
Π

ϒ
ー

ϩ
。

 
・

 研
修

医
入

会
は

10
0ˍ

を


ࢨ
す

。
特

に
大

学
医

ۃ
、

研
修

病
院

へ
の

働
き

か
け

が
ච

要
。

 
・

 入
会

し
た

会
員

の
୦

ཚ


ࢯ
ࡨ

の
ݗ

౾
。

 

・
 入

会
の

し
お

り
、

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト

の
作

成
。 

・
 入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

。
Ң

動
時

の
ࣙ

動
継

続
を

ਦ
る

๏
ࡨ

の
ݗ

౾
。

 
・

 特
に

医
ഝ


に

ؖ
す

る
ઑ

ఽ
Ϗ

ン
ϓ

Ϫ
ッ

ト
の

作
成

。
 

・
 医

学
会

や
病

院
ڢ

会
と

連
携

・
連

ཙ
会

を
も

っ
て

、
大

学
の

گ
࣪

や
病

院
長

か
ら

入
会

の
ච

要


を
説

く
๏

向
を


ࢨ

す
こ

と
を

ݗ
౾

し
て

ほ
し

い
。

 
・

 3
0

ࡂ
າ

満
の

医
師

の
会

費
の

ܲ
ݰ

。
 

・
 医

師
会

入
会

が
医

師
の

ऀ
会

的


Ճ
に

つ
な

が
る

よ
う

な
、

一
ൢ

ऀ
会

へ
の

Π
ϒ

ー
ϩ

。
 

̓
 

व
ీ

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

と
平

成
30

年
で

は
組

織
率

に
大

き
な

違
い

は
な

く
、

引
き

続
き

組
織

率
向

上
の

た
め

の
取

り
組

み
が

ච
要

と
考

え
て

い
る

。
 

・
 定


上

、
郡

市
医

師
会

に
入

会
す

る
と

県
医

師
会

、
日

医
に

も
入

会
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

入
会


を

મ
ͻ

ͥ
に

「
医

師
会

に
入

会
し

て
も

ら
う

」
こ

と
を


ࢨ

す
が

、
会

費
が

ࢀ



と

な
っ

て
負

担
が

大
き

く
な

る
た

め
、ͨ

の
఼

に
つ

い
て

の
ݗ

౾
も

ච
要

と
考

え
て

い
る

。
 

・
 入

会
促

進
の

た
め

の
県

医
師

会
়

ղ
Ϗ

ン
ϓ

Ϫ
ッ

ト
の

ߍ
新

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
 勤

務
医

の
入

会
促

進
を

ਦ
る

た
め

、
勤

務
医

部
会

を
中

ৼ
に

勤
務

医
を

対
ে

と
し

た
講

ԍ
会

や
新

医
師

ʤ
初

期
研

修
医

ʥ
を

対
ে

と
し

た


ܶ
Ϫ

セ
プ

シ
ョ

ン
な

ど
を

ة
ժ

し
て

い
る

。
 

・
 日

医
会

費
の

ݰ
ֻ

。
初

期
研

修
期

間
の

श
྅

時
に

ୂ
会

す
る

医
師

が
ଡ

い
の

で
、

後
期

研
修

医
に

対
す

る
ݰ

免
ી


を

ݗ
౾

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
 会

員
向

け
γ

ー
ϑ

ス
の

ր
વ

。
 

 ༑
ଶ

対
ে

ホ
テ

ϩ
は

も
っ

と
リ

ー
θ

ψ
ϔ

ϩ
な

ホ
テ

ϩ
も


め

て
ほ

し
い

。
 

 ਫ਼
֖

گ
育


度

の
ୱ

Ғ
を

֦
学

会
の

ୱ
Ғ

と
し

て
も

認
め

て
ほ

し
い

。
 

 医
師

年
ۜ

は
、

若
い

頃
は

ۜ
ֻ

的
に

ύ
ー

ド
ϩ

が
高

い
の

で
、

若
年

向
け

の
α

ー
ス

を
ݗ

౾
し

て
ほ

し
い

。
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医

師
会

 
ᶅ

 
組

織
率

推
Ң

の
ण

け
ࢯ

め
と

組
織

率
の

特


 
ᶆ

 
ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 
ᶆ

を
進

め
る

上
で

の
日

医
へ

の
要


等

 
̔

 
山

形
県

 
ʤ

$
܊

ʥ
 
・

 勤
務

医
は

郡
市

・
県

医
師

会
へ

の
加

入
数

は
増

加
し

て
い

る
が

、
日

医
へ

の
加

入
は

ݰ
ঙ

ܑ
向

に
あ

っ
た

こ
と

が
課

題
。

ま
た

、
郡

市
・

県
医

師
会

に
加

入
し

た
研

修
医

は
10

0ˍ
日

医
に

加
入

し
て

い
る

が
、

加
入

者
数

の
ঙ

な
さ

が
課

題
で

あ
る

。
 

・
 郡

市
・

県
医

師
会

に
加

入
し

て
い

る
も

の
の

、
日

医
に

加
入

し
て

い
な

い
勤

務
医

は
६

会
員

で
あ

る
の

で
、

医
ഝ


ฯ

ݧ
料

が
ݰ

ֻ
に

な
っ

た
こ

と
を

ब
知

し
ਜ਼

会
員

へ
の

Ң
行

を
働

き
か

け
る

。
 

・
 研

修
医


ܶ

Ϫ
セ

プ
シ

ョ
ン

時
に

医
師

会
加

入
を

よ
り


ۅ

的
に

勧
め

る
。

 

・
 &

会
員

で
あ

る
初

期
研

修
医

に
は

会
費

ݰ
免

ી


が
あ

る
の

で
、

ߊ
医ʤ




研
修

医
ʥ

も
&

会
員

と
し

て
認

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

̕
 

福
島

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 「
総

数
」

ٶ
;

「
研

修
医

」
の

区


で
は

ർ
ֳ

的
、

સ
ࠅ

ॳ
Ғ

は
上

Ғ
に

Ғ


し
て

い
る

が
、「

勤
務

医
」

の
区


で

は
સ

ࠅ
ॳ

Ғ
が

ཚ
ち

て
い

る
。

 

・
 福

島
県

新
ྡ

জ
研

修
医


同

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ʤ

年
1

յ
ʥ、

福
島

県
地

Ү
医

ྏ


例
ݗ

౾
会

ʤ
ڠ

催
・

年
2

յ
ʥ

を
௪

ͣ
医

師
会

加
入

促
進

を
ਦ

る
。

 
・

 福
島

県
医

師
会

若
手

医
師

育
成

支
援

事
業

ʤ
福

島
県

ٶ
;

福
島

県
立

医
Ռ

大
学

等
と

連
携

し
て

ච
要

な
医

師
の

育
成

と
県

内
定


を

促
進

す
る

研
修

会
開

催
等

の
取

組
に

対
す

る
ঁ

成
ʥを

௪
ͣ

加
入

促
進

を
ਦ

る
。 

・
 福

島
県

立
医

Ռ
大

学
ଖ

業
ਫ਼

に
対

し
、「

医
師

会
の

し
お

り
」

を
ଅ

ఆ
し

、
医

師
会

入
会

加
入

促
進

を
ਦ

る
。 

・
 医

師
会

加
入

メ
リ

ッ
ト

ʤ
特

に
勤

務
医

向
け

ʥ
の

ο
ϧ

シ
作

成
。

 
・

 ଠ


道
府

県
医

師
会

の
成

功
例

の
फ

ॄ
と

事
例

়
ղ

。
 

・
 研

修
医

会
員

か
ら

勤
務

医
会

員
へ

継
続

加
入

で
き

る
よ

う
に

会
費

ֻ
の

ݗ
౾

。
 

̖
 

Ἔ


県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 勤
務

医
の

入
会

促
進

が
課

題
。

 
・

ࢀ 


ߑ
ଆ

の
会

費
は

高
ֻ

と
な

り
入

会
の

ཊ
ࢯ

ྙ
と

な
る

。
 

・
 後

期
研

修
医

が
研

修
病

院
を

ҡ
動

し
た

場


、ͨ
の


度

、
郡

市
等

医
師

会
の

入
ୂ

会
手

続
き

が
ච

要
に

な
り

手
間

。
 

・
 勤

務
医

が
郡

市
等

医
師

会
を

Ң
る

場


、
ҡ

動


に
よ

っ
て

は
入

会
ۜ

を


う
ච

要
が

あ
る

。
 

・
 医

師
会

に
入

会
す

る
メ

リ
ッ

ト
が

な
い

。
 

・
 ඉ

会
員

医
師

に
1൬

ۛ
い

郡
市

等
医

師
会

も
Ϝ

ン
Ϗ

ϭ
ー


足

で
、

入
会

促
進

の
Π

プ
ロ

ー
ο

が
困

難
で

あ
る

。
 

・
 病

院
長

に
勤

務
医

の
加

入
ғ

བ
を

す
る

。
 

・
 日

医
າ

入
会

者
に

Π
ン

ί
ー

ト


ࠬ
を

行
い

、
課

題
の

ݡ
え

る
化

を
行

う
。

 
・

 ֦
झ

研
修

会
参

加
費

を
ඉ

会
員

無
料

と
し

て
い

る
が

、
組

織
率

を
高

め
る

た
め

༙
料

と
す

る
等

、
ݗ

౾
す

る
。

 
・

 郡
市

等
医

師
会

を
ま

た
い

だ
ҡ

動
時

に
は

、
֦

ʓ
の

郡
市

等
医

師
会

の
連

携
を

ື
に

行
い

、
引

続
き

会
員

継
続

に
つ

な
げ

る
。

 
・

 勤
務

医
の

入
会

ۜ
に

つ
い

て
、

県
内

一
ཱ

無
ঊ

化
に

向
け

た


ࠬ
研

ڂ
を

行
う

。
 

・
 組

織
率

の
高

い
医

師
会

の
取

組
や

成
功

事
例

を
ま

と
め

た
報

ࠄ
ॽ

等
を

֦


道
府

県
医

師
会

に
情

報


ڛ
し

て
ཋ

し
い

。
 

・
 

道
府

県
医

師
会

・
郡

市
区

等
医

師
会

へ
、

会
費

・
入

会
ۜ

の
一

੬


ࠬ
を

行
い

情
報


ڛ

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
 大

学
医

学
部

、



医

学
会

へ
加

入
の

働
き

か
け

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

 ֦
झ

研
修

会
を

会
員

ݸ
定

と
す

る
等

、
組

織
率

を
高

め
る

取
り

組
み

を
ݗ

౾
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
 

̗
 

ತ


県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 勤
務

医
の

加
入

が
ঙ

な
い

。
 

・
 今

後
、

研
修

医
会

員
に

つ
い

て
、

研
修

期
間

が
श

わ
っ

た
後

に
ど

の
よ

う
に

ϓ
Χ

ロ
ー

し
て

い
く

か
が

課
題

で
あ

る
。

 

・
 郡

市
医

師
会

は
医

師
会

入
会

の
૯

口
な

の
で

、郡
市

・
県

医
師

会
が

ڠ
௪

認
ࣟ

を
持

つ
こ

と
が

॑
要

。
 

・
 医

師
会

に
入

会
す

る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

を
ब

知
で

き
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

 

・
 入

会
者

に
対

す
る

ϓ
Χ

ロ
ー

や
、

入
会

ۜ
な

ど
に

ؖ
し

て
、

ଠ
の


道

府
県

で
の

組
織

強
化

の
た

め
の

取
り

組
み

を
お

ซ
か

せ
い

た
だ

き
た

い
。

 
10

 
܊

ഇ
県

 
ʤ

'
܊

ʥ
 
・

 県
内

医
師

の
郡

市
医

師
会

へ
の

入
会

率
は

6ׄ
で

ほ
·

ԥ
ͻ

い
。

郡
市

医
師

会
か

ら
日

医
へ

の
加

入
率

は
72

�6
ˍ

で
4ˍ

ほ
ど

ݰ
ঙ

し
た

。
 

・
 勤

務
医

の
郡

市
医

師
会

加
入

率
が

5ׄ
を

Ծ
յ

っ
て

い
る

。
ま

た
、

郡
市

医
師

会
に

加
入

し
て

い
る

勤
務

医
の

県
医

師
会

加
入

率
が

7ׄ
に

ཻ
ま

っ
て

お
り

、
さ

ら
に

郡
市

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

も
5

ׄ
を


っ

て
い

る
。

入
会

時
に

日
医

ま
で

加
入

を
促

す
こ

と
と

勤
務

医
へ

の
入

会
促

進
が

課
題

。
 

・
 勤

務
医

へ
入

会
を

促
す

取
り

組
み

が
ච

要
と

ࢧ
わ

れ
る

。
 

・
 郡

市
医

師
会

に
加

入
す

る
時

఼
で

、
日

医
ま

で
入

会
す

る
よ

う
働

き
か

け
が

ච
要

と
考

え
る

。
 

・
 勤

務
医

向
け

の
日

医
入

会
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

を
ま

と
め

た
ο

ϧ
シ

の
作

成
を

お
ب

い
し

た
い

。
 

11
 


ۆ

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

の
組

織
率

推
Ң

を
み

る
と

、
研

修
医

以


は
若

ױ
増

加
ܑ

向
に

あ
る

が
、

平
成

29
年

か
ら

平
成

30
年

に
か

け
、

研
修

医
の

ׄ


が
若

ױ
ݰ

ঙ
し

て
い

る
。

こ
れ

は
Ϝ

ッ
ο

ン
ή

の
数

が
ଡ

く
な

っ
た

こ
と

等
が

ً
Ҿ

し
て

い
る

も
の

と
ࢧ

わ
れ

る
。

 
・

 ま
た

、
今

後
医

師
会

費
の

無
料

期
間

を
գ

͙
た

後
ʤ

後
期

研
修

医
以

降
ʥ、

い
か

に
医

師
会

に
ཻ

ま
っ

て
も

ら
う

か
が

課
題

に
な

っ
て

く
る

と
考

え
る

。
中

ݐ
、

ϗ
テ

ϧ
ン

の
医

師
を

ր
め

て
入

会
さ

せ
る

こ
と

は
困

難
と

考
え

、
や

は
り

若
い


େ

に
、

い
か

に
入

会
し

て
も

ら
う

か
が

、
॑

要
と

考
え

る
。

 

・
 若

い


େ
の

医
師

会
へ

の
入

会
が

॑
要

と
考

え
、

や
は

り
医

学
ਫ਼

や
研

修
医

に
対

し
、医

師
会

の
活

動
や

、
入

会
し

な
い

と
地

Ү
医

ྏ
が

成
り

立
た

な
く

な
る

事
等

を
理

解
し

て
も

ら
う

こ
と

が
ච

要
で

あ
る

と
ࢧ

う
。

今
ま

で
本

会
に

お
い

て
も

、
大

学
の

द
業

に
お

い
て

本
会

役
員

が
講

師
を

務
め

、
地

Ү
医

ྏ
の

॑
要


や

医
師

会
活

動
等

に
つ

い
て

講
義

を
し

て
き

た
が

、
さ

ら
に

こ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

推
進

し
て

い
く

ච
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

 
・

 ま
た

、


ۆ
県

で
は

若
手

医
師

が
ࣙ

主
的

に
医

ྫ
ग़

と
い

う
、

医
師

会
の

組
織

ྙ
強

化
の

た
め

の
ห

強
会

を
開

催
し

て
い

る
。

 

・
 平

成
30

年
度

の
組

織
率

一
ལ

を
ݡ

る
と

、
研

修
医

の
中

で
郡

市
区

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

が
10

0ˍ
າ

満
の


道

府
県

が
み

ら
れ

る
た

め
、研

修
医

の
日

医
入

会
10

0ˍ
を


ࢨ

し
て

ほ
し

い
。

 
・

 勤
務

医
の

入
会

率
が

ఁ
い

の
で

、
勤

務
医

が
入

会
し

や
す

く
な

る
よ

う
に

、
会

費
ݰ

ֻ
や


ڧ


ඍ

を
ݗ

౾
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

 医
師

ࣁ
֪

ৄ
は

、
日

医
会

員
と

ඉ
会

員
と

の
区

พ
を

し
、

日
医

会
員

の
ࣁ

֪
ৄ

へ
の

何
ら

か
の

メ
リ

ッ
ト

を


ඍ
す

る
。

 
・

 


医


度
の

中
で

、
医

師
会

員
の

特
ఱ

を


༫
す

る
。
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医

師
会

 
ᶅ

 
組

織
率

推
Ң

の
ण

け
ࢯ

め
と

組
織

率
の

特


 
ᶆ

 
ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 
ᶆ

を
進

め
る

上
で

の
日

医
へ

の
要


等

 
̔

 
山

形
県

 
ʤ

$
܊

ʥ
 
・

 勤
務

医
は

郡
市

・
県

医
師

会
へ

の
加

入
数

は
増

加
し

て
い

る
が

、
日

医
へ

の
加

入
は

ݰ
ঙ

ܑ
向

に
あ

っ
た

こ
と

が
課

題
。

ま
た

、
郡

市
・

県
医

師
会

に
加

入
し

た
研

修
医

は
10

0ˍ
日

医
に

加
入

し
て

い
る

が
、

加
入

者
数

の
ঙ

な
さ

が
課

題
で

あ
る

。
 

・
 郡

市
・

県
医

師
会

に
加

入
し

て
い

る
も

の
の

、
日

医
に

加
入

し
て

い
な

い
勤

務
医

は
६

会
員

で
あ

る
の

で
、

医
ഝ


ฯ

ݧ
料

が
ݰ

ֻ
に

な
っ

た
こ

と
を

ब
知

し
ਜ਼

会
員

へ
の

Ң
行

を
働

き
か

け
る

。
 

・
 研

修
医


ܶ

Ϫ
セ

プ
シ

ョ
ン

時
に

医
師

会
加

入
を

よ
り


ۅ

的
に

勧
め

る
。

 

・
 &

会
員

で
あ

る
初

期
研

修
医

に
は

会
費

ݰ
免

ી


が
あ

る
の

で
、

ߊ
医ʤ




研
修

医
ʥ

も
&

会
員

と
し

て
認

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

̕
 

福
島

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 「
総

数
」

ٶ
;

「
研

修
医

」
の

区


で
は

ർ
ֳ

的
、

સ
ࠅ

ॳ
Ғ

は
上

Ғ
に

Ғ


し
て

い
る

が
、「

勤
務

医
」

の
区


で

は
સ

ࠅ
ॳ

Ғ
が

ཚ
ち

て
い

る
。

 

・
 福

島
県

新
ྡ

জ
研

修
医


同

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ʤ

年
1

յ
ʥ、

福
島

県
地

Ү
医

ྏ


例
ݗ

౾
会

ʤ
ڠ

催
・

年
2

յ
ʥ

を
௪

ͣ
医

師
会

加
入

促
進

を
ਦ

る
。

 
・

 福
島

県
医

師
会

若
手

医
師

育
成

支
援

事
業

ʤ
福

島
県

ٶ
;

福
島

県
立

医
Ռ

大
学

等
と

連
携

し
て

ච
要

な
医

師
の

育
成

と
県

内
定


を

促
進

す
る

研
修

会
開

催
等

の
取

組
に

対
す

る
ঁ

成
ʥを

௪
ͣ

加
入

促
進

を
ਦ

る
。 

・
 福

島
県

立
医

Ռ
大

学
ଖ

業
ਫ਼

に
対

し
、「

医
師

会
の

し
お

り
」

を
ଅ

ఆ
し

、
医

師
会

入
会

加
入

促
進

を
ਦ

る
。 

・
 医

師
会

加
入

メ
リ

ッ
ト

ʤ
特

に
勤

務
医

向
け

ʥ
の

ο
ϧ

シ
作

成
。

 
・

 ଠ


道
府

県
医

師
会

の
成

功
例

の
फ

ॄ
と

事
例

়
ղ

。
 

・
 研

修
医

会
員

か
ら

勤
務

医
会

員
へ

継
続

加
入

で
き

る
よ

う
に

会
費

ֻ
の

ݗ
౾

。
 

̖
 

Ἔ


県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 勤
務

医
の

入
会

促
進

が
課

題
。

 
・

ࢀ 


ߑ
ଆ

の
会

費
は

高
ֻ

と
な

り
入

会
の

ཊ
ࢯ

ྙ
と

な
る

。
 

・
 後

期
研

修
医

が
研

修
病

院
を

ҡ
動

し
た

場


、ͨ
の


度

、
郡

市
等

医
師

会
の

入
ୂ

会
手

続
き

が
ච

要
に

な
り

手
間

。
 

・
 勤

務
医

が
郡

市
等

医
師

会
を

Ң
る

場


、
ҡ

動


に
よ

っ
て

は
入

会
ۜ

を


う
ච

要
が

あ
る

。
 

・
 医

師
会

に
入

会
す

る
メ

リ
ッ

ト
が

な
い

。
 

・
 ඉ

会
員

医
師

に
1൬

ۛ
い

郡
市

等
医

師
会

も
Ϝ

ン
Ϗ

ϭ
ー


足

で
、

入
会

促
進

の
Π

プ
ロ

ー
ο

が
困

難
で

あ
る

。
 

・
 病

院
長

に
勤

務
医

の
加

入
ғ

བ
を

す
る

。
 

・
 日

医
າ

入
会

者
に

Π
ン

ί
ー

ト


ࠬ
を

行
い

、
課

題
の

ݡ
え

る
化

を
行

う
。

 
・

 ֦
झ

研
修

会
参

加
費

を
ඉ

会
員

無
料

と
し

て
い

る
が

、
組

織
率

を
高

め
る

た
め

༙
料

と
す

る
等

、
ݗ

౾
す

る
。

 
・

 郡
市

等
医

師
会

を
ま

た
い

だ
ҡ

動
時

に
は

、
֦

ʓ
の

郡
市

等
医

師
会

の
連

携
を

ື
に

行
い

、
引

続
き

会
員

継
続

に
つ

な
げ

る
。

 
・

 勤
務

医
の

入
会

ۜ
に

つ
い

て
、

県
内

一
ཱ

無
ঊ

化
に

向
け

た


ࠬ
研

ڂ
を

行
う

。
 

・
 組

織
率

の
高

い
医

師
会

の
取

組
や

成
功

事
例

を
ま

と
め

た
報

ࠄ
ॽ

等
を

֦


道
府

県
医

師
会

に
情

報


ڛ
し

て
ཋ

し
い

。
 

・
 

道
府

県
医

師
会

・
郡

市
区

等
医

師
会

へ
、

会
費

・
入

会
ۜ

の
一

੬


ࠬ
を

行
い

情
報


ڛ

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
 大

学
医

学
部

、



医

学
会

へ
加

入
の

働
き

か
け

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

 ֦
झ

研
修

会
を

会
員

ݸ
定

と
す

る
等

、
組

織
率

を
高

め
る

取
り

組
み

を
ݗ

౾
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
 

̗
 

ತ


県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 勤
務

医
の

加
入

が
ঙ

な
い

。
 

・
 今

後
、

研
修

医
会

員
に

つ
い

て
、

研
修

期
間

が
श

わ
っ

た
後

に
ど

の
よ

う
に

ϓ
Χ

ロ
ー

し
て

い
く

か
が

課
題

で
あ

る
。

 

・
 郡

市
医

師
会

は
医

師
会

入
会

の
૯

口
な

の
で

、郡
市

・
県

医
師

会
が

ڠ
௪

認
ࣟ

を
持

つ
こ

と
が

॑
要

。
 

・
 医

師
会

に
入

会
す

る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

を
ब

知
で

き
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

 

・
 入

会
者

に
対

す
る

ϓ
Χ

ロ
ー

や
、

入
会

ۜ
な

ど
に

ؖ
し

て
、

ଠ
の


道

府
県

で
の

組
織

強
化

の
た

め
の

取
り

組
み

を
お

ซ
か

せ
い

た
だ

き
た

い
。

 
10

 
܊

ഇ
県

 
ʤ

'
܊

ʥ
 
・

 県
内

医
師

の
郡

市
医

師
会

へ
の

入
会

率
は

6ׄ
で

ほ
·

ԥ
ͻ

い
。

郡
市

医
師

会
か

ら
日

医
へ

の
加

入
率

は
72

�6
ˍ

で
4ˍ

ほ
ど

ݰ
ঙ

し
た

。
 

・
 勤

務
医

の
郡

市
医

師
会

加
入

率
が

5ׄ
を

Ծ
յ

っ
て

い
る

。
ま

た
、

郡
市

医
師

会
に

加
入

し
て

い
る

勤
務

医
の

県
医

師
会

加
入

率
が

7ׄ
に

ཻ
ま

っ
て

お
り

、
さ

ら
に

郡
市

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

も
5

ׄ
を


っ

て
い

る
。

入
会

時
に

日
医

ま
で

加
入

を
促

す
こ

と
と

勤
務

医
へ

の
入

会
促

進
が

課
題

。
 

・
 勤

務
医

へ
入

会
を

促
す

取
り

組
み

が
ච

要
と

ࢧ
わ

れ
る

。
 

・
 郡

市
医

師
会

に
加

入
す

る
時

఼
で

、
日

医
ま

で
入

会
す

る
よ

う
働

き
か

け
が

ච
要

と
考

え
る

。
 

・
 勤

務
医

向
け

の
日

医
入

会
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

を
ま

と
め

た
ο

ϧ
シ

の
作

成
を

お
ب

い
し

た
い

。
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ۆ

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

の
組

織
率

推
Ң

を
み

る
と

、
研

修
医

以


は
若

ױ
増

加
ܑ

向
に

あ
る

が
、

平
成

29
年

か
ら

平
成

30
年

に
か

け
、

研
修

医
の

ׄ


が
若

ױ
ݰ

ঙ
し

て
い

る
。

こ
れ

は
Ϝ

ッ
ο

ン
ή

の
数

が
ଡ

く
な

っ
た

こ
と

等
が

ً
Ҿ

し
て

い
る

も
の

と
ࢧ

わ
れ

る
。

 
・

 ま
た

、
今

後
医

師
会

費
の

無
料

期
間

を
գ

͙
た

後
ʤ

後
期

研
修

医
以

降
ʥ、

い
か

に
医

師
会

に
ཻ

ま
っ

て
も

ら
う

か
が

課
題

に
な

っ
て

く
る

と
考

え
る

。
中

ݐ
、

ϗ
テ

ϧ
ン

の
医

師
を

ր
め

て
入

会
さ

せ
る

こ
と

は
困

難
と

考
え

、
や

は
り

若
い


େ

に
、

い
か

に
入

会
し

て
も

ら
う

か
が

、
॑

要
と

考
え

る
。

 

・
 若

い


େ
の

医
師

会
へ

の
入

会
が

॑
要

と
考

え
、

や
は

り
医

学
ਫ਼

や
研

修
医

に
対

し
、医

師
会

の
活

動
や

、
入

会
し

な
い

と
地

Ү
医

ྏ
が

成
り

立
た

な
く

な
る

事
等

を
理

解
し

て
も

ら
う

こ
と

が
ච

要
で

あ
る

と
ࢧ

う
。

今
ま

で
本

会
に

お
い

て
も

、
大

学
の

द
業

に
お

い
て

本
会

役
員

が
講

師
を

務
め

、
地

Ү
医

ྏ
の

॑
要


や

医
師

会
活

動
等

に
つ

い
て

講
義

を
し

て
き

た
が

、
さ

ら
に

こ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

推
進

し
て

い
く

ච
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

 
・

 ま
た

、


ۆ
県

で
は

若
手

医
師

が
ࣙ

主
的

に
医

ྫ
ग़

と
い

う
、

医
師

会
の

組
織

ྙ
強

化
の

た
め

の
ห

強
会

を
開

催
し

て
い

る
。

 

・
 平

成
30

年
度

の
組

織
率

一
ལ

を
ݡ

る
と

、
研

修
医

の
中

で
郡

市
区

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

が
10

0ˍ
າ

満
の


道

府
県

が
み

ら
れ

る
た

め
、研

修
医

の
日

医
入

会
10

0ˍ
を


ࢨ

し
て

ほ
し

い
。

 
・

 勤
務

医
の

入
会

率
が

ఁ
い

の
で

、
勤

務
医

が
入

会
し

や
す

く
な

る
よ

う
に

、
会

費
ݰ

ֻ
や


ڧ


ඍ

を
ݗ

౾
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

 医
師

ࣁ
֪

ৄ
は

、
日

医
会

員
と

ඉ
会

員
と

の
区

พ
を

し
、

日
医

会
員

の
ࣁ

֪
ৄ

へ
の

何
ら

か
の

メ
リ

ッ
ト

を


ඍ
す

る
。

 
・

 


医


度
の

中
で

、
医

師
会

員
の

特
ఱ

を


༫
す

る
。
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医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
 

12
 

એ
ཁ

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 એ
ཁ

県
医

師
会

入
会

促
進

җ
員

会
を

立
ち

上
げ

、
研

修
医

の
会

費
無

料
化

、
研

修
医

・
勤

務
医

の
入

会
促

進
に

つ
い

て
ݗ

౾
し

進
め

て
き

た
。

 
・

 地
区

医
師

会
で

の
研

修
医

の
会

費
無

料
化

に
つ

い
て

も


ࠬ
し

た
。

 

・
 会

員
を

増
や

す
た

め
に

、
医

師
会

入
会

に
よ

る
メ

リ
ッ

ト
を

作
り

、
ब

知
し

て
い

く
。

 
・

 າ
入

会
の

開
業

医
、

若
手

勤
務

医
師

、
研

修
医

、
医

学
ਫ਼

な
ど

、
ど

こ
を

タ
ー

ΰ
ッ

ト
に

し
て

ब
知

し
て

い
く

か
、

組
織

率
を

上
げ

て
い

く
か

ݗ
౾

す
る

。
 

・
 એ

ཁ
県

内
の

医
師

数
、地

区
医

師
会

へ
の

加
入

状
況

、
会

費
ֻ

に
つ

い
て


ࠬ

し
、さ

ら
に

ݗ
౾

を
進

め
る

。 
・

 地
区

医
師

会
長

・
事

務
ۃ

担


な
ど

に
入

会
促

進
に

向
け

て
の


し


い

の
場

を
持

つ
。

 
・

 એ
ཁ

大
学

医
師

会
会

長
、

役
員

と
の

連
携

。
 

・
 એ

ཁ
県

内
の

大
学

病
院

長
と

の
連

携
。

 

・
 入

会
、ҡ

動
の

手
続

き
の

؈
ྲྀ

化
、オ

ン
ϧ


ン

で
の

手
続

き
。

 
・

 日
本

医
師

会
に

加
入

す
る

メ
リ

ッ
ト

の
明

֮
化

、
ඉ

会
員

を


む
医

師
へ

の
ब

知
。

 
・

 日
本

医
師

会
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

、
医

師
や

一
ൢ

ࠅ


へ
の

広
報

の
ै

実
。

 
・

 会
員

へ
の

情
報

ς
ー

ϩ
ʤ

ਟ
速

、
ਜ਼

֮
ʥ

の
ै

実
化

。
 

13
 

౨
ښ


 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

と
平

成
30

年
を

ർ
ֳ

す
る

と
、組

織
率

が
Ծ

が
っ

て
い

る
。

 
・

 会
費

ֻ
に

対
す

る



の

メ
リ

ッ
ト

・
υ

メ
リ

ッ
ト

と
い

っ
た

؏
఼

か
ら

、
入

会
す

る
か

を


இ
す

る
医

師
が

以


に
ർ

べ
増

加
し

て
い

る
よ

う
に

״
ͣ

ら
れ

る
。

 

・
 医

師
会

が
果

た
し

て
い

る
大

き
な

役
ׄ

・
意

義
を

理
解

し
て

、
医

師
は

医
師

会
に

加
入

す
べ

き
と

い
う

こ
と

を
認

ࣟ
し

て
も

ら
う

こ
と

が
॑

要
と

考
え

る
。

 

・
 入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

と
い

っ
た

こ
と

で
は

な
く

、
日

本
医

師
会

、


道
府

県
医

師
会

、
郡

市
区

医
師

会
の

ࢀ


ߑ
ଆ

の
組

織
ߑ

ଆ
の

あ
り

๏
に

つ
い

て
、

ݗ
౾

す
る

ච
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

で
し

Β
う

か
。
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ਈ
奈

川
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 
・

 会
員

数
は

増
加

し
て

い
る

が
、

組
織

率
に

ร
化

は
な

い
。

 
・

 県
内

医
師

の
郡

市
区

医
師

会
入

会
率

が
ൔ

数
以

Ծ
で

あ
る

。
 

・
 地

Ү
医

ྏ
の

ै
実

の
た

め
に

は
、

勤
務

医
の

入
会

促
進

を
ਦ

る
だ

け
で

な
く

、
一

ൢ
開

業
医

へ
の

入
会

促
進

が
ච

要
で

あ
る

。
 

・
 大

学
を


む

勤
務

医
の

入
会

が
ঙ

な
い

。
 

・
 大

学
医

師
会

が
設


さ

れ
て

い
な

い
౨

ք
大

学
、




大
学

に
つ

い
て

、
大

学
と

郡
市

医
師

会
と

の
意

ݡ
交


会

等
を

開
催

す
る

。
 

・
 本

年
8

月
1

日
設

立
の

「


Ϝ
リ

Π
ン

ψ
医

Ռ
大

学
医

師
会

」
に

お
い

て
、

સ
研

修
医

の
入

会
、

3
年


以

降
の

医
師

会
継

続
を


ࢨ

し
て

取
り

組
Ξ

で
い

く
。

 
・

 4
0

ࡂ
以

Ծ
の

勤
務

医
の

会
費

を
無

料
に

し
た

が
、

ච
ͥ

し
も

入
会

促
進

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
た

め
、

大
学

医
師

会
の

設


等
に

よ
り

勤
務

医
に

Π
ϒ

ー
ϩ

し
て

い
く

。
 

・
 ֦

医
師

会
が

行
っ

て
い

る
取

組
、課

題
、成

功
事

例
な

ど
の

情
報


ڛ

。
 

・
 勤

務
医

会
費

の
さ

ら
な

る
ݰ

ֻ
。

 
・

 ഁ
ݥ

等
で


勤

が
ଡ

い
時

期
は

日
医

の
み

入
会

で
き

る
よ

う
に

す
る

ʤ


い
時

期
か

ら
の

医
ഝ


、

医
師

年
ۜ

加
入

と
ਦ

ॽ
ؙ

ཤ
༽

が
Ն


と

な
り

、
開

業
等

で
地

Ү
医

ྏ
に

ؖ
わ

る
こ

と
に

な
っ

た
と

き
に

地
元

医
師

会
に

も
入

会
す

る
ʥ。

 
・

 大
学

等
へ

の
出


講

࠴
に

対
す

る
ึ

ঁ
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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ਈ
奈

川
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 

 
・

 地
Ү

医
ྏ

研
修

を


ۅ
的

に
ण

け
入

れ
、

研
修

期
間

中
は

一
ॻ

に
地

元
医

師
会

の
研

修
会

等
に

参
加

す
る

な
ど

、
研

修
医

に
病

ਏ
連

携
と

地
元

医
師

会
と

の
ؖ

わ
り

の
॑

要


を
ର

״
し

て
も

ら
う

。
 

・
 県

Ծ
4

大
学

に
͟

ڢ
ྙ

い
た

だ
き

、
医

師
会

活
動

と
地

Ү
医

ྏ
に

つ
い

て
の

講
義

を
さ

ら
に

ै
実

さ
せ

る
ʤ

ୱ
Ғ

認
定

さ
れ

る
講

義
ʥ。

 
・

 講
義

༽
ス

ϧ


ド
を

作
成

し
、

ڠ
௪

の
ς

ー
ϩ

と
し

て
役

員
が


担

し
て

出


講
࠴

を
実

施
す

る
。

 
・

 初
期

ྡ
জ

研
修

医
に

定
期

的
ʤ

1
年


、

2
年


に

֦
1

յ
ʥ

に
情

報
交


の

場
を


ڛ

し
、

2
年


に

は
医

師
会

継
続

を
働

き
か

け
る

。
 

・
 郡

市
医

師
会

の
勤

務
医

部
会

を
強

化
す

る
。

 
・

 県
病

院
ڢ

会
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
 

・
 ۛ

ྣ
に

開
業

し
た

医
ྏ

機
ؖ

が
医

師
会

າ
入

会
で

あ
る

場


に
は

、


ં
出

向
い

て
入

会
を

促
す

。
医

師
会

主
催

の
研

修
会

等
の

開
催

の
ब

知
を

ਦ
る

。
 

・
 セ

ϝ
ψ

ー
や

講
ԍ

会
を

き
っ

か
け

と
し

て
、

一
ൢ

県


に
も

医
師

会
や

医
師

会
員

の
活

動
を

知
っ

て
も

ら
い

、
医

師
会

ͨ
の

も
の

の
知

名
度

を
上

げ
る

。
 

・
 ホ

ー
Ϟ

Ϙ
ー

ジ
の

ै
実

を
ਦ

る
。

 
・

 ؖ
連


ର

等
の

ڢ
ྙ

に
よ

り
、

事
業

ট
継

や
開

業
支

援
な

ど
会

員
の


題

解
݀

の
手

ঁ
け

が
で

き
る

ର


を
ߑ


す

る
。

 

・
 医

師
ࣁ

֪
ৄ

の
活

༽


ҕ
の

֨
大

。
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新
׃

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 郡
市

・
県

医
・

日
医

の
組

織
率

は
10

0ˍ
で

あ
る

も
の

の
、

າ
入

会
者

 約
1�

40
0

名
の

加
入

促
進

ࡨ
が

ච
要

か
。

 

・
 

「
研

修
医

ও
ྯ

ৈ
」

を
新

設
し

、
若

手
医

師
へ

学
ढ़

支
援

を
௪

ͣ
て

、医
師

会
活

動
へ

の
意

ࣟ
向

上
を

ਦ
る

取
り

組
み

。
 

・
 研

修
医

を
対

ে
と

し
た

学
ढ़

ৈ
の


設

。
 

－ 24 －



 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
 

12
 

એ
ཁ

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 એ
ཁ

県
医

師
会

入
会

促
進

җ
員

会
を

立
ち

上
げ

、
研

修
医

の
会

費
無

料
化

、
研

修
医

・
勤

務
医

の
入

会
促

進
に

つ
い

て
ݗ

౾
し

進
め

て
き

た
。

 
・

 地
区

医
師

会
で

の
研

修
医

の
会

費
無

料
化

に
つ

い
て

も


ࠬ
し

た
。

 

・
 会

員
を

増
や

す
た

め
に

、
医

師
会

入
会

に
よ

る
メ

リ
ッ

ト
を

作
り

、
ब

知
し

て
い

く
。

 
・

 າ
入

会
の

開
業

医
、

若
手

勤
務

医
師

、
研

修
医

、
医

学
ਫ਼

な
ど

、
ど

こ
を

タ
ー

ΰ
ッ

ト
に

し
て

ब
知

し
て

い
く

か
、

組
織

率
を

上
げ

て
い

く
か

ݗ
౾

す
る

。
 

・
 એ

ཁ
県

内
の

医
師

数
、地

区
医

師
会

へ
の

加
入

状
況

、
会

費
ֻ

に
つ

い
て


ࠬ

し
、さ

ら
に

ݗ
౾

を
進

め
る

。 
・

 地
区

医
師

会
長

・
事

務
ۃ

担


な
ど

に
入

会
促

進
に

向
け

て
の


し


い

の
場

を
持

つ
。

 
・

 એ
ཁ

大
学

医
師

会
会

長
、

役
員

と
の

連
携

。
 

・
 એ

ཁ
県

内
の

大
学

病
院

長
と

の
連

携
。

 

・
 入

会
、ҡ

動
の

手
続

き
の

؈
ྲྀ

化
、オ

ン
ϧ


ン

で
の

手
続

き
。

 
・

 日
本

医
師

会
に

加
入

す
る

メ
リ

ッ
ト

の
明

֮
化

、
ඉ

会
員

を


む
医

師
へ

の
ब

知
。

 
・

 日
本

医
師

会
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

、
医

師
や

一
ൢ

ࠅ


へ
の

広
報

の
ै

実
。

 
・

 会
員

へ
の

情
報

ς
ー

ϩ
ʤ

ਟ
速

、
ਜ਼

֮
ʥ

の
ै

実
化

。
 

13
 

౨
ښ


 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

と
平

成
30

年
を

ർ
ֳ

す
る

と
、組

織
率

が
Ծ

が
っ

て
い

る
。

 
・

 会
費

ֻ
に

対
す

る



の

メ
リ

ッ
ト

・
υ

メ
リ

ッ
ト

と
い

っ
た

؏
఼

か
ら

、
入

会
す

る
か

を


இ
す

る
医

師
が

以


に
ർ

べ
増

加
し

て
い

る
よ

う
に

״
ͣ

ら
れ

る
。

 

・
 医

師
会

が
果

た
し

て
い

る
大

き
な

役
ׄ

・
意

義
を

理
解

し
て

、
医

師
は

医
師

会
に

加
入

す
べ

き
と

い
う

こ
と

を
認

ࣟ
し

て
も

ら
う

こ
と

が
॑

要
と

考
え

る
。

 

・
 入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

と
い

っ
た

こ
と

で
は

な
く

、
日

本
医

師
会

、


道
府

県
医

師
会

、
郡

市
区

医
師

会
の

ࢀ


ߑ
ଆ

の
組

織
ߑ

ଆ
の

あ
り

๏
に

つ
い

て
、

ݗ
౾

す
る

ච
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

で
し

Β
う

か
。

 

14
 

ਈ
奈

川
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 
・

 会
員

数
は

増
加

し
て

い
る

が
、

組
織

率
に

ร
化

は
な

い
。

 
・

 県
内

医
師

の
郡

市
区

医
師

会
入

会
率

が
ൔ

数
以

Ծ
で

あ
る

。
 

・
 地

Ү
医

ྏ
の

ै
実

の
た

め
に

は
、

勤
務

医
の

入
会

促
進

を
ਦ

る
だ

け
で

な
く

、
一

ൢ
開

業
医

へ
の

入
会

促
進

が
ච

要
で

あ
る

。
 

・
 大

学
を


む

勤
務

医
の

入
会

が
ঙ

な
い

。
 

・
 大

学
医

師
会

が
設


さ

れ
て

い
な

い
౨

ք
大

学
、




大
学

に
つ

い
て

、
大

学
と

郡
市

医
師

会
と

の
意

ݡ
交


会

等
を

開
催

す
る

。
 

・
 本

年
8

月
1

日
設

立
の

「


Ϝ
リ

Π
ン

ψ
医

Ռ
大

学
医

師
会

」
に

お
い

て
、

સ
研

修
医

の
入

会
、

3
年


以

降
の

医
師

会
継

続
を


ࢨ

し
て

取
り

組
Ξ

で
い

く
。

 
・

 4
0

ࡂ
以

Ծ
の

勤
務

医
の

会
費

を
無

料
に

し
た

が
、

ච
ͥ

し
も

入
会

促
進

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
た

め
、

大
学

医
師

会
の

設


等
に

よ
り

勤
務

医
に

Π
ϒ

ー
ϩ

し
て

い
く

。
 

・
 ֦

医
師

会
が

行
っ

て
い

る
取

組
、課

題
、成

功
事

例
な

ど
の

情
報


ڛ

。
 

・
 勤

務
医

会
費

の
さ

ら
な

る
ݰ

ֻ
。

 
・

 ഁ
ݥ

等
で


勤

が
ଡ

い
時

期
は

日
医

の
み

入
会

で
き

る
よ

う
に

す
る

ʤ


い
時

期
か

ら
の

医
ഝ


、

医
師

年
ۜ

加
入

と
ਦ

ॽ
ؙ

ཤ
༽

が
Ն


と

な
り

、
開

業
等

で
地

Ү
医

ྏ
に

ؖ
わ

る
こ

と
に

な
っ

た
と

き
に

地
元

医
師

会
に

も
入

会
す

る
ʥ。

 
・

 大
学

等
へ

の
出


講

࠴
に

対
す

る
ึ

ঁ
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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ਈ
奈

川
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 

 
・

 地
Ү

医
ྏ

研
修

を


ۅ
的

に
ण

け
入

れ
、

研
修

期
間

中
は

一
ॻ

に
地

元
医

師
会

の
研

修
会

等
に

参
加

す
る

な
ど

、
研

修
医

に
病

ਏ
連

携
と

地
元

医
師

会
と

の
ؖ

わ
り

の
॑

要


を
ର

״
し

て
も

ら
う

。
 

・
 県

Ծ
4

大
学

に
͟

ڢ
ྙ

い
た

だ
き

、
医

師
会

活
動

と
地

Ү
医

ྏ
に

つ
い

て
の

講
義

を
さ

ら
に

ै
実

さ
せ

る
ʤ

ୱ
Ғ

認
定

さ
れ

る
講

義
ʥ。

 
・

 講
義

༽
ス

ϧ


ド
を

作
成

し
、

ڠ
௪

の
ς

ー
ϩ

と
し

て
役

員
が


担

し
て

出


講
࠴

を
実

施
す

る
。

 
・

 初
期

ྡ
জ

研
修

医
に

定
期

的
ʤ

1
年


、

2
年


に

֦
1

յ
ʥ

に
情

報
交


の

場
を


ڛ

し
、

2
年


に

は
医

師
会

継
続

を
働

き
か

け
る

。
 

・
 郡

市
医

師
会

の
勤

務
医

部
会

を
強

化
す

る
。

 
・

 県
病

院
ڢ

会
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
 

・
 ۛ

ྣ
に

開
業

し
た

医
ྏ

機
ؖ

が
医

師
会

າ
入

会
で

あ
る

場


に
は

、


ં
出

向
い

て
入

会
を

促
す

。
医

師
会

主
催

の
研

修
会

等
の

開
催

の
ब

知
を

ਦ
る

。
 

・
 セ

ϝ
ψ

ー
や

講
ԍ

会
を

き
っ

か
け

と
し

て
、

一
ൢ

県


に
も

医
師

会
や

医
師

会
員

の
活

動
を

知
っ

て
も

ら
い

、
医

師
会

ͨ
の

も
の

の
知

名
度

を
上

げ
る

。
 

・
 ホ

ー
Ϟ

Ϙ
ー

ジ
の

ै
実

を
ਦ

る
。

 
・

 ؖ
連


ର

等
の

ڢ
ྙ

に
よ

り
、

事
業

ট
継

や
開

業
支

援
な

ど
会

員
の


題

解
݀

の
手

ঁ
け

が
で

き
る

ର


を
ߑ


す

る
。

 

・
 医

師
ࣁ

֪
ৄ

の
活

༽


ҕ
の

֨
大

。
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新
׃

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 郡
市

・
県

医
・

日
医

の
組

織
率

は
10

0ˍ
で

あ
る

も
の

の
、

າ
入

会
者

 約
1�

40
0

名
の

加
入

促
進

ࡨ
が

ච
要

か
。

 

・
 

「
研

修
医

ও
ྯ

ৈ
」

を
新

設
し

、
若

手
医

師
へ

学
ढ़

支
援

を
௪

ͣ
て

、医
師

会
活

動
へ

の
意

ࣟ
向

上
を

ਦ
る

取
り

組
み

。
 

・
 研

修
医

を
対

ে
と

し
た

学
ढ़

ৈ
の


設

。
 

－ 25 －



 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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山

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 県
内

医
師

の
郡

市
医

師
会

入
会

率
は

増
加

し
て

い
る

が
、

郡
市

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

は
ఁ

Ծ
し

て
い

る
。

県
内

医
師

の
郡

市
医

師
会

入
会

率
は

સ
ࠅ

平
均

ด
み

で
あ

る
が

、
日

医
ま

で
の

入
会

と
な

る
と

、
会

費
を

સ
て

ʤ
日

医
・

県
医

・
郡

市
医

ʥ


め
る

こ
と

に
な

る
。

こ
の

会
費

の
3


ݒ

て
が

࠹
上

Ғ
の

日
医

ま
で

の
入

会
を


֒

し
て

い
る

。
 

・
 ͨ

れ
以


に

学
会

、
医

ۃ
・

医
会

等
に


め

る
ֻ

も


め
る

と
勤

務
医

に
と

っ
て

は
負

担
が

大
き

い
と

の
意

ݡ
も

あ
る

。ま
た

、ҡ
動

に


う
ୂ

会
・

࠸
入

会
の

ࡏ
に

、
ҡ

動


の
医

ྏ
機

ؖ
で

の
医

師
会

加
入

の
勧

ও
が

な
け

れ
ͻ

新
し

い
地

Ү
で

の
医

師
会

に
入

会
さ

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

。
 

・
 

山
県

医
師

会
で

は
研

修
医

の
会

費
0

ԃ
や

医
師

免
ڒ

取
ಚ

後
8

年
າ

満
の


ਫ਼

の
会

費
は

ఁ
ֻ

と
し

て
い

る
。

医
師

会
の

お
ࢾ

し
期

間
と

い
う

形
で

若
手

医
師

の
入

会
を

ߍ
に

増
や

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 
・

 ༹
ʓ

な
懇

談
ʤ

郡
市

医
師

会
、

勤
務

医
、

若
手

医
師

等
ʥ

を
設

け
、

医
師

会
へ

の
要


や

課
題

を
ซ

き
、

ݗ
౾

・
ր

વ
を

今
後

も
行

い
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 

・
 勤

務
医

部
会

・
若

手
医

師
җ

員
会

ʤ
20

19
�7

ʥに
て

若
手

医
師

か
ら「

オ
ン

ϧ


ン
で

ਅ
請

で
き

れ
ͻ

入
会

し
や

す
い

。
ਅ

ࠒ
ॽ

を
取

り
ر

せ
手

元
に


い

た
と

き
に

は
、

入
会

し
た

い
ـ

持
ち

が
ְ

め
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

」
と

い
っ

た
意

ݡ
が

出
て

い
た

の
で

、
ݗ

౾
し

て
い

た
だ

き
た

い
。 

・
 日

医
医

ഝ


の
免


部


の

ฯ
ݧ

も
お

勧
め

し
な

け
れ

ͻ
な

ら
ͥ

、3


ݒ
て

の
医

師
会

費
に

加
え

て
免


10

0
ຬ

ԃ
部


の

ฯ
ݧ

を


め
4


ݒ

て
と

な
っ

て
た

い
へ

Ξ


か
り

に
く

い
。ͧ

ͽ
、免


部


を

な
く

す
な

ど
ր

વ
を

お
ب

い
し

た
い

。
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੶
川

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 県
医

師
会

સ
ର

の
組

織
率

に
つ

い
て

、
郡

市
医

師
会

へ
の

加
入

率
は

以


か
ら

સ
ࠅ

平
均

ด
み

で
26

Ғ
で

あ
る

。県
医

師
会

ま
で

の
入

会
率

は
や

や
ఁ

Ծ
し

、
さ

ら
に

日
医

ま
で

の
入

会
率

は
સ

ࠅ
で

࠹
も

ఁ
率

で
あ

る
事

が
特


的

で
あ

る
。

勤
務

医
の

ܑ
向

も
同

༹
で

あ
る

。
 

・
 県

内
医

師
数

3�
40

5
名

中
、

勤
務

医
は

2�
69

6
名

79
�2

ˍ
と

ଡ
く

を
ઐ

め
て

い
る

た
め

、
સ

ର
の

組
織

率
は

勤
務

医
の

ܑ
向

が
ൕ

ӫ
さ

れ
て

い
る

。
 

・
 研

修
医

の
入

会
率

は
、

郡
市

ま
で

61
�4

ʤ̱
Ϝ

ッ
ο

者
数




、
સ

ࠅ
6

Ғ
ʥ、

県
ま

で
54

�7
ˍ

、
日

医
ま

で
46

�6
ˍ

で
あ

り
、સ

ࠅ
平

均
を

上
յ

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
郡

市
を




に
し

た
場


の

日
医

加
入

率
は

Ծ
降

す
る

。
 

・
 4

年


よ
り

県
સ

ର
の

研
修

医
に

対
し

、
毎

年
4

月


1


༷
日

に
ۜ

ୖ
市

で


同
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
県

医
師

会
と

੶
川

県
の

主
催

で
行

っ
て

お
り

、
ほ

と
Ξ

ど
の

研
修

医
の

参
加

を
ಚ

て
い

る
。

医
師

会
活

動
、

入
会

メ
リ

ッ
ト

や
医

ഝ


な
ど

の
়

ղ
を

行
っ

て
い

る
。

会
費

無
料

化
も

ญ
せ

て
、

平
成

30
、

31
年

に
は

ᶅ
で

յ


し
た

よ
う

な
入

会
率

を
֭

ಚ
し

て
い

る
が

、研
修

修
྅

後
の

ୂ
会

が
あ

り


題
で

あ
る

。 
・

 会
内

の
医

師
会

ϑ
ジ

ョ
ン

җ
員

会
の

җ
員

が
県

内
の

خ
幹

病
院

を



し

、
医

師
会

の
35

を
継

続
し

て
い

る
。

勤
務

医
の

加
入

増
加

を
ਦ

っ
て

い
る

が
、

効
果

が
出

て
い

る
と

は
ݶ

い
が

た
い

。
 

・
 医

師
会

入
会

時
の

ਅ
ࠒ

ॽ
は

日
医


ڛ

の
も

の
を

༽
い

、
一

ׇ
し

て
郡

市
・

県
・

日
医

と
も

ਅ
し

ࠒ
み

で
 

・
ࢀ 


ߑ

ଆ
に

な
っ

て
い

る
事

は
ྼ

࢛
的

な
も

の
で

、ͨ
れ

ͩ
れ

メ
リ

ッ
ト

・
υ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
根

本
的

に
ݡ


し

の
ݗ

౾
が

ච
要

で
は

な
い

か
と

ࢧ
わ

れ
る

。
 

・
 3

0
ࡂ

以
Ծ

の
$ᶆ

�%
�会

員
の

会
費

は
引

き
Ծ

げ
ら

れ
た

が
、

ଖ
後

10
年

、
35

ࡂ
ま

で
Ԉ

長
に

な
ら

な
い

か
。

 
・

 ド
ク

タ
ϧ

ー
κ

が
学

ਫ਼
の

手
に

ో
っ

て
い

る
か

ٛ


で
あ

る
。

ま
た

学
ਫ਼

に
対

す
る

35
が

足
り

な
い

と
ࢧ

わ
れ

る
。

 
・

 勤
務

医
の

加
入

促
進

の
た

め
の

強
ྙ

な
๏

๑
を


示

し
て

ほ
し

い
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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੶
川

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
 

き
る

よ
う

に
し

た
。

し
か

し
、

郡
市

医
師

会
を

ҡ
動

す
る

場


は
一

୶
ୂ

会


を


出
す

る
た

め
に

、
୦

ཚ
の

一
Ҿ

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

・
 「

勤
務

医
ϓ

Χ
ー

ϧ
Ϟ

」「
病

ਏ
連

携
の

つ
ど

い
」

を
毎

年
開

催
し

継
続

し
て

い
る

。
勤

務
医

に
と

っ
て

ڷ
ັ

あ
る

事
ߴ

を
મ


し

て
開

催
し

て
い

る
が

、
若

い
医

師
の

参
加

が
ঙ

な
く

、
༙

ྙ
な

対
ࡨ

を
ݗ

౾
し

て
い

る
が

効
果

に
݃

;
つ

い
て

い
な

い
。
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福
Ҭ

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
 

・
 研

修
医

の
入

会
ʤ

会
費

免
除

に
よ

る
ʥ。

 
・

 
期

研
修

修
྅

後
は

、
સ

員
ୂ

会
 ˲

 課
題

で
あ

る
。

 

・
 勤

務
医

、
ঃ


医

師
の

役
員

へ
の

ౌ
༽

。
 

・
 研

修
医

Τ
ェ

ϩ
Ω

Ϟ
Ϗ

ー
テ

Ρ
ー

に
お

い
て

医
師

会
へ

の
入

会
促

進
。

 
・

 大
病

院
の

院
長


ਫ਼

に
よ

る
勤

務
医

、
研

修
医

へ
の

医
師

会
入

会
の

ݼ
;

か
け

。
 

・
 若

い
医

師
の

意
ࣟ

ր
ַ

に
つ

い
て

。
 

・
 2

02
8

年
に

は
医

師
の

ऩ
ڇ

ώ
ϧ

ン
ス

が
均

ߩ
す

る
と

い
う

の
認

ࣟ
を

深
め

る
。

 
・

 医
師

ഝ
ঊ




ฯ
ݧ

ʤ
๑

人
か

ら
の

勤
務

医
師

へ
の

ٽ
ঊ

を
明

֮
に

す
る

。ʥ
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山
ཨ

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

の
会

員
数

は
増

加
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

27
年

度
に

初
期

ྡ
জ

研
修

医
の

日
医

会
費

が
免

除
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

研
修

医
の

会
員

数
が

増
加

し
た

た
め

で
あ

り
、

研
修

医
以


の

会
員

は
ݰ

ঙ
ܑ

向
に

あ
る

。
 

・
 勤

務
医

部
会

で
行

っ
て

い
る

医
学

ਫ਼
、

研
修

医
等

を
γ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
の

会
等

で
、

医
師

会
の

支
援

を
়

ղ
し

、
加

入
促

進
を

し
て

い
る

。
ま

た
、

山
ཨ

総


医
学

会
時

、名
ࡵ

の
ཬ

に
医

師
会

の
入

会
を

勧
め

、
病

ਏ
連

携
を

推
進

し
て

い
る

。
 

 
無

յ
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長


県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

と
平

成
30

年
を

ർ
ֳ

し
、

道
府

県
内

医
師

の
郡

市
区

等
医

師
会

入
会

率
は

若
ױ

ఁ
Ծ

し
て

い
る

が
、

郡
市

区
等

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

に
つ

い
て

は
ほ

·
ԥ

ͻ
い

で
あ

る
。

 
・

 郡
市

区
等

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

が
、

સ
ࠅ

平
均

を
約

15
ˍ

Ծ
յ

っ
て

お
り

、日
医

入
会

に
つ

い
て

の
働

き
ֽ

け
が

ච
要

と
ࢧ

わ
れ

る
。

 

・
 勤

務
医

と
の

懇
談

会
や

、
医

学
ਫ਼

研
修

医
を

対
ে

と
し

た
講

ԍ
会

に
お

い
て

、
医

師
会

入
会

の
メ

リ
ッ

ト
や

支
援

ࡨ
を

়
ղ

し
、

加
入

を
ݼ

;
か

け
る

。
 

・
 本

会
会

長
に

よ
る

৶
य

大
学

医
学

部
の

学
ਫ਼

を
対

ে
と

し
た

講
義

の
ࡏ

、
医

師
会

の
活

動
に

つ
い

て
়

ղ
し

理
解

を
ٽ

め
る

。
 

・
 郡

市
医

師
会

長
連

ཙ
ڢ

٠
会

ٶ
;

郡
市

医
師

会
事

務
ʤ

ۃ
ʥ

長
ڢ

٠
会

に
お

い
て

、
現

状
を

情
報


ڛ

し
、

組
織

強
化

の
取

り
組

み
つ

い
て

ڢ
ྙ

要
請

を
す

る
。

 

 
無

յ
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ᶆ
 ᶅ
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Ͱ
く

今
後

の
取
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ᶇ

 ᶆ
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上

で
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山

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 県
内

医
師

の
郡

市
医

師
会

入
会

率
は

増
加

し
て

い
る

が
、

郡
市

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

は
ఁ

Ծ
し

て
い

る
。

県
内

医
師

の
郡

市
医

師
会

入
会

率
は

સ
ࠅ

平
均

ด
み

で
あ

る
が

、
日

医
ま

で
の

入
会

と
な

る
と

、
会

費
を

સ
て

ʤ
日

医
・

県
医

・
郡

市
医

ʥ


め
る

こ
と

に
な

る
。

こ
の

会
費

の
3


ݒ

て
が

࠹
上

Ғ
の

日
医

ま
で

の
入

会
を


֒

し
て

い
る

。
 

・
 ͨ

れ
以


に

学
会

、
医

ۃ
・

医
会

等
に


め

る
ֻ

も


め
る

と
勤

務
医

に
と

っ
て

は
負

担
が

大
き

い
と

の
意

ݡ
も

あ
る

。ま
た

、ҡ
動

に


う
ୂ

会
・

࠸
入

会
の

ࡏ
に

、
ҡ

動


の
医

ྏ
機

ؖ
で

の
医

師
会

加
入

の
勧

ও
が

な
け

れ
ͻ

新
し

い
地

Ү
で

の
医

師
会

に
入

会
さ

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

。
 

・
 

山
県

医
師

会
で

は
研

修
医

の
会

費
0

ԃ
や

医
師

免
ڒ

取
ಚ

後
8

年
າ

満
の


ਫ਼

の
会

費
は

ఁ
ֻ

と
し

て
い

る
。

医
師

会
の

お
ࢾ

し
期

間
と

い
う

形
で

若
手

医
師

の
入

会
を

ߍ
に

増
や

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 
・

 ༹
ʓ

な
懇

談
ʤ

郡
市

医
師

会
、

勤
務

医
、

若
手

医
師

等
ʥ

を
設

け
、

医
師

会
へ

の
要


や

課
題

を
ซ

き
、

ݗ
౾

・
ր

વ
を

今
後

も
行

い
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 

・
 勤

務
医

部
会

・
若

手
医

師
җ

員
会

ʤ
20

19
�7

ʥに
て

若
手

医
師

か
ら「

オ
ン

ϧ


ン
で

ਅ
請

で
き

れ
ͻ

入
会

し
や

す
い

。
ਅ

ࠒ
ॽ

を
取

り
ر

せ
手

元
に


い

た
と

き
に

は
、

入
会

し
た

い
ـ

持
ち

が
ְ

め
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

」
と

い
っ

た
意

ݡ
が

出
て

い
た

の
で

、
ݗ

౾
し

て
い

た
だ

き
た

い
。 

・
 日

医
医

ഝ


の
免


部


の

ฯ
ݧ

も
お

勧
め

し
な

け
れ

ͻ
な

ら
ͥ

、3


ݒ
て

の
医

師
会

費
に

加
え

て
免


10

0
ຬ

ԃ
部


の

ฯ
ݧ

を


め
4


ݒ

て
と

な
っ

て
た

い
へ

Ξ


か
り

に
く

い
。ͧ

ͽ
、免


部


を

な
く

す
な

ど
ր

વ
を

お
ب

い
し

た
い

。
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੶
川

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 県
医

師
会

સ
ର

の
組

織
率

に
つ

い
て

、
郡

市
医

師
会

へ
の

加
入

率
は

以


か
ら

સ
ࠅ

平
均

ด
み

で
26

Ғ
で

あ
る

。県
医

師
会

ま
で

の
入

会
率

は
や

や
ఁ

Ծ
し

、
さ

ら
に

日
医

ま
で

の
入

会
率

は
સ

ࠅ
で

࠹
も

ఁ
率

で
あ

る
事

が
特


的

で
あ

る
。

勤
務

医
の

ܑ
向

も
同

༹
で

あ
る

。
 

・
 県

内
医

師
数

3�
40

5
名

中
、

勤
務

医
は

2�
69

6
名

79
�2

ˍ
と

ଡ
く

を
ઐ

め
て

い
る

た
め

、
સ

ର
の

組
織

率
は

勤
務

医
の

ܑ
向

が
ൕ

ӫ
さ

れ
て

い
る

。
 

・
 研

修
医

の
入

会
率

は
、

郡
市

ま
で

61
�4

ʤ̱
Ϝ

ッ
ο

者
数




、
સ

ࠅ
6

Ғ
ʥ、

県
ま

で
54

�7
ˍ

、
日

医
ま

で
46

�6
ˍ

で
あ

り
、સ

ࠅ
平

均
を

上
յ

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
郡

市
を




に
し

た
場


の

日
医

加
入

率
は

Ծ
降

す
る

。
 

・
 4

年


よ
り

県
સ

ର
の

研
修

医
に

対
し

、
毎

年
4

月


1


༷
日

に
ۜ

ୖ
市

で


同
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
県

医
師

会
と

੶
川

県
の

主
催

で
行

っ
て

お
り

、
ほ

と
Ξ

ど
の

研
修

医
の

参
加

を
ಚ

て
い

る
。

医
師

会
活

動
、

入
会

メ
リ

ッ
ト

や
医

ഝ


な
ど

の
়

ղ
を

行
っ

て
い

る
。

会
費

無
料

化
も

ญ
せ

て
、

平
成

30
、

31
年

に
は

ᶅ
で

յ


し
た

よ
う

な
入

会
率

を
֭

ಚ
し

て
い

る
が

、研
修

修
྅

後
の

ୂ
会

が
あ

り


題
で

あ
る

。 
・

 会
内

の
医

師
会

ϑ
ジ

ョ
ン

җ
員

会
の

җ
員

が
県

内
の

خ
幹

病
院

を



し

、
医

師
会

の
35

を
継

続
し

て
い

る
。

勤
務

医
の

加
入

増
加

を
ਦ

っ
て

い
る

が
、

効
果

が
出

て
い

る
と

は
ݶ

い
が

た
い

。
 

・
 医

師
会

入
会

時
の

ਅ
ࠒ

ॽ
は

日
医


ڛ

の
も

の
を

༽
い

、
一

ׇ
し

て
郡

市
・

県
・

日
医

と
も

ਅ
し

ࠒ
み

で
 

・
ࢀ 


ߑ

ଆ
に

な
っ

て
い

る
事

は
ྼ

࢛
的

な
も

の
で

、ͨ
れ

ͩ
れ

メ
リ

ッ
ト

・
υ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
根

本
的

に
ݡ


し

の
ݗ

౾
が

ච
要

で
は

な
い

か
と

ࢧ
わ

れ
る

。
 

・
 3

0
ࡂ

以
Ծ

の
$ᶆ

�%
�会

員
の

会
費

は
引

き
Ծ

げ
ら

れ
た

が
、

ଖ
後

10
年

、
35

ࡂ
ま

で
Ԉ

長
に

な
ら

な
い

か
。

 
・

 ド
ク

タ
ϧ

ー
κ

が
学

ਫ਼
の

手
に

ో
っ

て
い

る
か

ٛ


で
あ

る
。

ま
た

学
ਫ਼

に
対

す
る

35
が

足
り

な
い

と
ࢧ

わ
れ

る
。

 
・

 勤
務

医
の

加
入

促
進

の
た

め
の

強
ྙ

な
๏

๑
を


示

し
て

ほ
し

い
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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੶
川

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
 

き
る

よ
う

に
し

た
。

し
か

し
、

郡
市

医
師

会
を

ҡ
動

す
る

場


は
一

୶
ୂ

会


を


出
す

る
た

め
に

、
୦

ཚ
の

一
Ҿ

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

・
 「

勤
務

医
ϓ

Χ
ー

ϧ
Ϟ

」「
病

ਏ
連

携
の

つ
ど

い
」

を
毎

年
開

催
し

継
続

し
て

い
る

。
勤

務
医

に
と

っ
て

ڷ
ັ

あ
る

事
ߴ

を
મ


し

て
開

催
し

て
い

る
が

、
若

い
医

師
の

参
加

が
ঙ

な
く

、
༙

ྙ
な

対
ࡨ

を
ݗ

౾
し

て
い

る
が

効
果

に
݃

;
つ

い
て

い
な

い
。

 

 

18
 

福
Ҭ

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
 

・
 研

修
医

の
入

会
ʤ

会
費

免
除

に
よ

る
ʥ。

 
・

 
期

研
修

修
྅

後
は

、
સ

員
ୂ

会
 ˲

 課
題

で
あ

る
。

 

・
 勤

務
医

、
ঃ


医

師
の

役
員

へ
の

ౌ
༽

。
 

・
 研

修
医

Τ
ェ

ϩ
Ω

Ϟ
Ϗ

ー
テ

Ρ
ー

に
お

い
て

医
師

会
へ

の
入

会
促

進
。

 
・

 大
病

院
の

院
長


ਫ਼

に
よ

る
勤

務
医

、
研

修
医

へ
の

医
師

会
入

会
の

ݼ
;

か
け

。
 

・
 若

い
医

師
の

意
ࣟ

ր
ַ

に
つ

い
て

。
 

・
 2

02
8

年
に

は
医

師
の

ऩ
ڇ

ώ
ϧ

ン
ス

が
均

ߩ
す

る
と

い
う

の
認

ࣟ
を

深
め

る
。

 
・

 医
師

ഝ
ঊ




ฯ
ݧ

ʤ
๑

人
か

ら
の

勤
務

医
師

へ
の

ٽ
ঊ

を
明

֮
に

す
る

。ʥ
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山
ཨ

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

の
会

員
数

は
増

加
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

27
年

度
に

初
期

ྡ
জ

研
修

医
の

日
医

会
費

が
免

除
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

研
修

医
の

会
員

数
が

増
加

し
た

た
め

で
あ

り
、

研
修

医
以


の

会
員

は
ݰ

ঙ
ܑ

向
に

あ
る

。
 

・
 勤

務
医

部
会

で
行

っ
て

い
る

医
学

ਫ਼
、

研
修

医
等

を
γ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
の

会
等

で
、

医
師

会
の

支
援

を
়

ղ
し

、
加

入
促

進
を

し
て

い
る

。
ま

た
、

山
ཨ

総


医
学

会
時

、名
ࡵ

の
ཬ

に
医

師
会

の
入

会
を

勧
め

、
病

ਏ
連

携
を

推
進

し
て

い
る

。
 

 
無

յ
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長


県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

と
平

成
30

年
を

ർ
ֳ

し
、

道
府

県
内

医
師

の
郡

市
区

等
医

師
会

入
会

率
は

若
ױ

ఁ
Ծ

し
て

い
る

が
、

郡
市

区
等

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

に
つ

い
て

は
ほ

·
ԥ

ͻ
い

で
あ

る
。

 
・

 郡
市

区
等

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

が
、

સ
ࠅ

平
均

を
約

15
ˍ

Ծ
յ

っ
て

お
り

、日
医

入
会

に
つ

い
て

の
働

き
ֽ

け
が

ච
要

と
ࢧ

わ
れ

る
。

 

・
 勤

務
医

と
の

懇
談

会
や

、
医

学
ਫ਼

研
修

医
を

対
ে

と
し

た
講

ԍ
会

に
お

い
て

、
医

師
会

入
会

の
メ

リ
ッ

ト
や

支
援

ࡨ
を

়
ղ

し
、

加
入

を
ݼ

;
か

け
る

。
 

・
 本

会
会

長
に

よ
る

৶
य

大
学

医
学

部
の

学
ਫ਼

を
対

ে
と

し
た

講
義

の
ࡏ

、
医

師
会

の
活

動
に

つ
い

て
়

ղ
し

理
解

を
ٽ

め
る

。
 

・
 郡

市
医

師
会

長
連

ཙ
ڢ

٠
会

ٶ
;

郡
市

医
師

会
事

務
ʤ

ۃ
ʥ

長
ڢ

٠
会

に
お

い
て

、
現

状
を

情
報


ڛ

し
、

組
織

強
化

の
取

り
組

み
つ

い
て

ڢ
ྙ

要
請

を
す

る
。

 

 
無

յ
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ᶆ
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今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要
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ز


県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 県
内

医
師

の
地

Ү
医

師
会

入
会

率
ด

;
に

地
Ү

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

も
સ

ࠅ
平

均
以

上
で

あ
る

が
、

こ
れ

を
さ

ら
に

向
上

す
る

ච
要

が
あ

る
。

 
・

 こ
こ

10
年

で
会

員
の

平
均

年
ྺ

も
上

が
っ

て
お

り
、

若
手

医
師

に
対

す
る

入
会

促
進

は
٦

ە
の

課
題

で
あ

る
。

 

・
 ඉ

会
員

ʤ
医

学
ਫ਼

、
研

修
医

等
を


む

ʥ
に

対
し

、
医

師
会

活
動

の
॑

要


お
よ

;
入

会
す

る
メ

リ
ッ

ト
を

ब
知

す
る

取
り

組
み

の
推

進
。

 

・
 会

員
と

ඉ
会

員
を

明
֮

に
区

พ
し

て
ほ

し
い

。
研

修
会

の
参

加
ࣁ

֪
な

ど
公

ӻ
๑

人
と

い
う

理
༟

で
ඉ

会
員

と
区

พ
で

き
な

け
れ

ͻ
入

会
す

る
意

ັ
が

മ
れ

て
し

ま
う

。
 

・
ࣁ 

֪
取

ಚ
時

に
医

師
ࣁ

֪
ৄ

が
ࣙ

動
で

発
行

さ
れ

る
よ

う
に

す
る

な
ど


ٶ

ࡨ
が

ච
要

。
ク

Ϫ
ジ

ッ
ト

機


等
を

持
た

せ
る

こ
と

が
出

来
れ

ͻ
メ

リ
ッ

ト
に

も
な

る
。

 
22

 
੫

岡
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 
・

 ほ
と

Ξ
ど

の
郡

市
医

師
会

が
、

入
会

と
同

時
に

県
医

師
会

、
日

医
へ

入
会

す
る


組

み
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

郡
市

医
師

会
の

日
医

入
会

率
は

、
若

ױ
ݰ

っ
て

は
い

る
も

の
の

平
均

以
上

。
 

・
 一

๏
、

県
内

医
師

の
郡

市
医

師
会

入
会

率
は

ғ
ષ

と
し

て
ఁ

い
た

め
、

病
院

勤
務

医
や

研
修

医
へ

の
Π

プ
ロ

ー
ο

が
ච

要
と

ࢧ
わ

れ
る

。
 

・
 病

院
勤

務
医

や
研

修
医

向
け

の
入

会
案

内
ʤ

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト

ʥ
を

作
成

し
て

、
医

師
会

が
取

り
組

む
事

業
ʤ

医
師

の
֦

झ
ࣁ

֪
の

取
ಚ

や
Ϋ

ϡ
リ

Π
支

援
、

医
師

ڢ
同

組


や
医

師
৶

༽
組


、

医
師

ࠅ
ฯ

組


の
日

常
ਫ਼

活
支

援
ʥ

な
ど

を
়

ղ
し

、
֦

病
院

の
ڢ

ྙ
を

ಚ
な

が
ら

入
会

メ
リ

ッ
ト

を
広

報
し

て
い

く
。

 

・
 入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

ʤ
ు

子
化

ʥ。
 

・
 入

会
手

続
き

が
ඉ

常
に

ࡸ
ଡ

で
あ

り
、

ਅ
ࠒ

ॽ
の

υ
ー

タ
化

が
ච

要
と

考
え

る
。

 
・

 後
期

研
修

医
の

会
費

無
料

化
。
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愛
知

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 愛
知

県
は

郡
市

区
・


道

府
県

・
日

医
ͨ

れ
ͩ

れ
に

入
会

す
る

た
め

、
郡

市
区

等
医

師
会

員
の

日
医

入
会

率
は

高
い

が
、勤

務
医

入
会

率
は

40
ˍ

で
あ

り
、

າ
入

会
勤

務
医

へ
の

Π
プ

ロ
ー

ο
が

ච
要

。
 

・
 平

成
29

年
度

に
開

࢟
し

た
研

修
医

の
入

会
促

進
の

݃
果

、
&

会
員

ʤ
29

年
度


ʥ

は
28

年
度


の

約
2

ഔ
に

増
加

。
今

後
、

研
修

医
が

入
会

し
て

い
な

い
ྡ

জ
研

修
ࢨ

定
病

院
へ

の
Π

プ
ロ

ー
ο

が
ච

要
。

研
修

医
会

員
は

ݰ
免

期
間

で
あ

る
研

修
2

年


を
श

྅
す

る
と

、
%

会
員

へ
ほ

と
Ξ

ど
Ң

行
せ

ͥ
ୂ

会
し

て
し

ま
う

の
で

、
研

修
修

྅
後

の
入

会
継

続
に

つ
い

て
の

Π
プ

ロ
ー

ο
も

ච
要

。
 

・
 勤

務
医

が
入

会
し

や
す

い
よ

う
な


ڧ

の


ඍ
ʤ

入
会

ۜ
免

除
や

会
費

の
ݰ

ֻ
等

を
行

う
た

め
の

規
ఖ

の


ඍ
や

医
師

会
入

会
の

メ
リ

ッ
ト

の
ݡ


し

ʥ
を

郡
市

区
医

師
会

等
と

ڢ
٠

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
こ

と
が

ච
要

。
 

・
 日

本
医

師
会

の
規

ఖ
に

あ
る

&
会

員
の

定
義

の
ݡ


し

を
し

て
は

い
か

が
か

ʤ
現

行
の

&
会

員
は

医
師

๑
に

خ
Ͱ

く
研

修
医

の
2

年
間

ݸ
定

で
あ

る
が

、
例

え
ͻ

平
成

30
年

度
か

ら
の

医
ഝ


ฯ

ݧ
料

の
ݡ


し

に


わ
せ

、
30

ࡂ
ま

で
を

&
会

員
と

す
る

等
ʥ

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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ࢀ
॑

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

平
成

30
年

に
か

け
て

ࢀ、
॑

県
で

の
組

織
率

の
推

Ң
を

み
る

と
県

医
師

会
加

入
者

が
約

42
0

名
増

加
、日

本
医

師
会

加
入

者
が

約
17

0
名

増
加

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

増
加

の
う

ち
20

0
名

ۛ
く

は
会

費
無

料
の

研
修

医
で

あ
り

、
研

修
医

を
除

く
日

本
医

師
会

加
入

者
数

は
ほ

と
Ξ

ど
ร

化
し

て
い

な
い

。
 

・
 県

医
師

会
の

組
織

率
を

み
る

と
研

修
医

を
除

い
た

場


、
5

年
間

で
約

20
0

名
の

会
員

増
と

な
っ

て
い

る
が

、
ͨ

の
間

で
、

本
会

役
員

が
郡

市
区

等
医

師
会

に
出

向
き

理
事

会
や

総
会

の
場

で
組

織
率

の
॑

要


、
加

入
促

進
に

つ
い

て
説

明
を

行
っ

た
り

、
病

院
長

等
に

医
師

会
の

॑
要


に

つ
い

て
फ़

べ
た

り
、

大
学

ॶ


の
医

師
が

加
入

し
や

す
い

よ
う

、
大

学
医

師
会

設
立

に
向

け
ڢ

ྙ
を

行
っ

た
。

 
・

 ま
た

、
研

修
医

の
加

入
に

つ
い

て
も

、
会

費
を

無
料

に
し

、
郡

市
区

医
師

会
や

病
院

を



し

加
入

促
進

に
つ

い
て

根
ـ

よ
く

説
明

し
た

݃
果

、
現

在
約

93
ˍ

の
加

入
率

と
な

っ
て

い
る

。
た

だ
し

、
研

修
を

修
྅

す
る

と
会

費
の

負
担

や
勤

務


の
ҡ

動
が

あ
る

こ
と

か
ら

継
続

し
て

加
入

す
る

会
員

は
15

ˍ


後
で

あ
り

、日
本

医
師

会
ま

で
加

入
す

る
会

員
に

い
た

っ
て

は
2ˍ

に
ཻ

ま
っ

て
い

る
。

 
・

 勤
務

医
が

日
本

医
師

会
ま

で
加

入
す

る
こ

と
と

研
修

期
間

が
श

わ
っ

た
医

師
の

医
師

会
へ

の
継

続
加

入
が

今
後

の
課

題
と

考
え

て
い

る
。

 

・
 日

本
医

師
会

ま
で

加
入

し
て

い
る

医
師

は
県

内
医

師
数

の
57

ˍ
と

ൔ


ఖ
度

で
、

県
医

師
会

ま
で

で
日

本
医

師
会

に
加

入
し

て
い

な
い

会
員

が
60

0
名

を


え
る

た
め

こ
の

ࠫ
を

な
く

し
て

い
く

と
と

も
に

、
本

会
の

加
入

率
も

県
内

医
師

数
で

ݡ
る

と
73

ˍ
で

あ
り

4
人

に
1

人
は

ま
だ

医
師

会
に

加
入

し
て

い
な

い
た

め
ߍ

な
る

組
織

強
化

を
ਦ

っ
て

い
く

。
 

・
 現

在
の

主
な

取
り

組
み

は
࣏

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 勤

務
医

ʤ
研

修
医

ʥ
向

け
の

加
入

促
進

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト

の
作

成
。

 
 勤

務
医

対
ে

に
༙

ӻ
な

講
ԍ

会
・

研
修

会
を

毎
年

開
催

。
 

 研
修

医
の

交
流

会
ʤ

ࢀ
॑

県
内

の
研

修
医

と
研

修
医

が
ॶ


す

る
病

院
長

対
ে

ʥ
を

開
催

ʤ
今

年
度

で
3

յ


。
2

յ


か
ら

は
ࢀ

॑
大

学
0

0
&

と
ڠ

催
ʥ

し
て

、
ࢀ

॑
県

知
事

か
ら

研
修

医
へ

の
特

พ
講

ԍ
、

ࢀ
॑

県
医

師
会

の
取

り
組

み
説

明
等

を
行

い
、

勤
務

医
の

入
会

を
促

し
て

い
る

。
 

・
 こ

れ
ら

の
取

り
組

み
を

継
続

さ
せ

新
規

医
師

会
加

入
会

員
の

֭
ಚ

に


め
て

い
き

た
い

。
 

・
 以


、

県
医

師
会

ま
で

の
加

入
で

あ
っ

た
会

員
が

、
日

本
医

師
会

役
員

の
講

ԍ
を

ซ
き

大
ร

״
໑

を
ण

け
日

本
医

師
会

ま
で

加
入

し
た

と
い

う
者

が
い

た
。

 
・

 日
医

役
員

の
և

༹
は

͟
ଡ


を

ۅ
め

て
お

ら
れ

る
が

、


道
府

県
医

師
会

で
研

修
医

や
勤

務
医

向
け

の
会

や
ॄ

ま
り

が
あ

れ
ͻ

、
講

ԍ
ま

で
い

か
な

く
て

も
、

若
手

医
師

・
勤

務
医

の
ਫ਼

の


を


い
た

り
、ܻ

ྯ
し

た
り

し
て

ほ
し

い
。

 
・

 一
ൢ

の
会

員
に

と
っ

て
も

日
本

医
師

会
は

ਐ
ۛ

な
存

在
で

あ
る

と
い

う
こ

と
、

医
師

一
人

ͽ
と

り
の

意
ݡ

が
ൕ

ӫ
さ

れ
る

医
師

会
で

あ
る

こ
と

を
認

ࣟ
し

て
も

ら
え

れ
ͻ

さ
ら

に
組

織
率

が
向

上
す

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 

－ 28 －



 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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ز


県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 県
内

医
師

の
地

Ү
医

師
会

入
会

率
ด

;
に

地
Ү

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

も
સ

ࠅ
平

均
以

上
で

あ
る

が
、

こ
れ

を
さ

ら
に

向
上

す
る

ච
要

が
あ

る
。

 
・

 こ
こ

10
年

で
会

員
の

平
均

年
ྺ

も
上

が
っ

て
お

り
、

若
手

医
師

に
対

す
る

入
会

促
進

は
٦

ە
の

課
題

で
あ

る
。

 

・
 ඉ

会
員

ʤ
医

学
ਫ਼

、
研

修
医

等
を


む

ʥ
に

対
し

、
医

師
会

活
動

の
॑

要


お
よ

;
入

会
す

る
メ

リ
ッ

ト
を

ब
知

す
る

取
り

組
み

の
推

進
。

 

・
 会

員
と

ඉ
会

員
を

明
֮

に
区

พ
し

て
ほ

し
い

。
研

修
会

の
参

加
ࣁ

֪
な

ど
公

ӻ
๑

人
と

い
う

理
༟

で
ඉ

会
員

と
区

พ
で

き
な

け
れ

ͻ
入

会
す

る
意

ັ
が

മ
れ

て
し

ま
う

。
 

・
ࣁ 

֪
取

ಚ
時

に
医

師
ࣁ

֪
ৄ

が
ࣙ

動
で

発
行

さ
れ

る
よ

う
に

す
る

な
ど


ٶ

ࡨ
が

ච
要

。
ク

Ϫ
ジ

ッ
ト

機


等
を

持
た

せ
る

こ
と

が
出

来
れ

ͻ
メ

リ
ッ

ト
に

も
な

る
。
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੫

岡
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 
・

 ほ
と

Ξ
ど

の
郡

市
医

師
会

が
、

入
会

と
同

時
に

県
医

師
会

、
日

医
へ

入
会

す
る


組

み
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

郡
市

医
師

会
の

日
医

入
会

率
は

、
若

ױ
ݰ

っ
て

は
い

る
も

の
の

平
均

以
上

。
 

・
 一

๏
、

県
内

医
師

の
郡

市
医

師
会

入
会

率
は

ғ
ષ

と
し

て
ఁ

い
た

め
、

病
院

勤
務

医
や

研
修

医
へ

の
Π

プ
ロ

ー
ο

が
ච

要
と

ࢧ
わ

れ
る

。
 

・
 病

院
勤

務
医

や
研

修
医

向
け

の
入

会
案

内
ʤ

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト

ʥ
を

作
成

し
て

、
医

師
会

が
取

り
組

む
事

業
ʤ

医
師

の
֦

झ
ࣁ

֪
の

取
ಚ

や
Ϋ

ϡ
リ

Π
支

援
、

医
師

ڢ
同

組


や
医

師
৶

༽
組


、

医
師

ࠅ
ฯ

組


の
日

常
ਫ਼

活
支

援
ʥ

な
ど

を
়

ղ
し

、
֦

病
院

の
ڢ

ྙ
を

ಚ
な

が
ら

入
会

メ
リ

ッ
ト

を
広

報
し

て
い

く
。

 

・
 入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

ʤ
ు

子
化

ʥ。
 

・
 入

会
手

続
き

が
ඉ

常
に

ࡸ
ଡ

で
あ

り
、

ਅ
ࠒ

ॽ
の

υ
ー

タ
化

が
ච

要
と

考
え

る
。

 
・

 後
期

研
修

医
の

会
費

無
料

化
。
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愛
知

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 愛
知

県
は

郡
市

区
・


道

府
県

・
日

医
ͨ

れ
ͩ

れ
に

入
会

す
る

た
め

、
郡

市
区

等
医

師
会

員
の

日
医

入
会

率
は

高
い

が
、勤

務
医

入
会

率
は

40
ˍ

で
あ

り
、

າ
入

会
勤

務
医

へ
の

Π
プ

ロ
ー

ο
が

ච
要

。
 

・
 平

成
29

年
度

に
開

࢟
し

た
研

修
医

の
入

会
促

進
の

݃
果

、
&

会
員

ʤ
29

年
度


ʥ

は
28

年
度


の

約
2

ഔ
に

増
加

。
今

後
、

研
修

医
が

入
会

し
て

い
な

い
ྡ

জ
研

修
ࢨ

定
病

院
へ

の
Π

プ
ロ

ー
ο

が
ච

要
。

研
修

医
会

員
は

ݰ
免

期
間

で
あ

る
研

修
2

年


を
श

྅
す

る
と

、
%

会
員

へ
ほ

と
Ξ

ど
Ң

行
せ

ͥ
ୂ

会
し

て
し

ま
う

の
で

、
研

修
修

྅
後

の
入

会
継

続
に

つ
い

て
の

Π
プ

ロ
ー

ο
も

ච
要

。
 

・
 勤

務
医

が
入

会
し

や
す

い
よ

う
な


ڧ

の


ඍ
ʤ

入
会

ۜ
免

除
や

会
費

の
ݰ

ֻ
等

を
行

う
た

め
の

規
ఖ

の


ඍ
や

医
師

会
入

会
の

メ
リ

ッ
ト

の
ݡ


し

ʥ
を

郡
市

区
医

師
会

等
と

ڢ
٠

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
こ

と
が

ච
要

。
 

・
 日

本
医

師
会

の
規

ఖ
に

あ
る

&
会

員
の

定
義

の
ݡ


し

を
し

て
は

い
か

が
か

ʤ
現

行
の

&
会

員
は

医
師

๑
に

خ
Ͱ

く
研

修
医

の
2

年
間

ݸ
定

で
あ

る
が

、
例

え
ͻ

平
成

30
年

度
か

ら
の

医
ഝ


ฯ

ݧ
料

の
ݡ


し

に


わ
せ

、
30

ࡂ
ま

で
を

&
会

員
と

す
る

等
ʥ

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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ࢀ
॑

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

平
成

30
年

に
か

け
て

ࢀ、
॑

県
で

の
組

織
率

の
推

Ң
を

み
る

と
県

医
師

会
加

入
者

が
約

42
0

名
増

加
、日

本
医

師
会

加
入

者
が

約
17

0
名

増
加

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

増
加

の
う

ち
20

0
名

ۛ
く

は
会

費
無

料
の

研
修

医
で

あ
り

、
研

修
医

を
除

く
日

本
医

師
会

加
入

者
数

は
ほ

と
Ξ

ど
ร

化
し

て
い

な
い

。
 

・
 県

医
師

会
の

組
織

率
を

み
る

と
研

修
医

を
除

い
た

場


、
5

年
間

で
約

20
0

名
の

会
員

増
と

な
っ

て
い

る
が

、
ͨ

の
間

で
、

本
会

役
員

が
郡

市
区

等
医

師
会

に
出

向
き

理
事

会
や

総
会

の
場

で
組

織
率

の
॑

要


、
加

入
促

進
に

つ
い

て
説

明
を

行
っ

た
り

、
病

院
長

等
に

医
師

会
の

॑
要


に

つ
い

て
फ़

べ
た

り
、

大
学

ॶ


の
医

師
が

加
入

し
や

す
い

よ
う

、
大

学
医

師
会

設
立

に
向

け
ڢ

ྙ
を

行
っ

た
。

 
・

 ま
た

、
研

修
医

の
加

入
に

つ
い

て
も

、
会

費
を

無
料

に
し

、
郡

市
区

医
師

会
や

病
院

を



し

加
入

促
進

に
つ

い
て

根
ـ

よ
く

説
明

し
た

݃
果

、
現

在
約

93
ˍ

の
加

入
率

と
な

っ
て

い
る

。
た

だ
し

、
研

修
を

修
྅

す
る

と
会

費
の

負
担

や
勤

務


の
ҡ

動
が

あ
る

こ
と

か
ら

継
続

し
て

加
入

す
る

会
員

は
15

ˍ


後
で

あ
り

、日
本

医
師

会
ま

で
加

入
す

る
会

員
に

い
た

っ
て

は
2ˍ

に
ཻ

ま
っ

て
い

る
。

 
・

 勤
務

医
が

日
本

医
師

会
ま

で
加

入
す

る
こ

と
と

研
修

期
間

が
श

わ
っ

た
医

師
の

医
師

会
へ

の
継

続
加

入
が

今
後

の
課

題
と

考
え

て
い

る
。

 

・
 日

本
医

師
会

ま
で

加
入

し
て

い
る

医
師

は
県

内
医

師
数

の
57

ˍ
と

ൔ


ఖ
度

で
、

県
医

師
会

ま
で

で
日

本
医

師
会

に
加

入
し

て
い

な
い

会
員

が
60

0
名

を


え
る

た
め

こ
の

ࠫ
を

な
く

し
て

い
く

と
と

も
に

、
本

会
の

加
入

率
も

県
内

医
師

数
で

ݡ
る

と
73

ˍ
で

あ
り

4
人

に
1

人
は

ま
だ

医
師

会
に

加
入

し
て

い
な

い
た

め
ߍ

な
る

組
織

強
化

を
ਦ

っ
て

い
く

。
 

・
 現

在
の

主
な

取
り

組
み

は
࣏

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 勤

務
医

ʤ
研

修
医

ʥ
向

け
の

加
入

促
進

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト

の
作

成
。

 
 勤

務
医

対
ে

に
༙

ӻ
な

講
ԍ

会
・

研
修

会
を

毎
年

開
催

。
 

 研
修

医
の

交
流

会
ʤ

ࢀ
॑

県
内

の
研

修
医

と
研

修
医

が
ॶ


す

る
病

院
長

対
ে

ʥ
を

開
催

ʤ
今

年
度

で
3

յ


。
2

յ


か
ら

は
ࢀ

॑
大

学
0

0
&

と
ڠ

催
ʥ

し
て

、
ࢀ

॑
県

知
事

か
ら

研
修

医
へ

の
特

พ
講

ԍ
、

ࢀ
॑

県
医

師
会

の
取

り
組

み
説

明
等

を
行

い
、

勤
務

医
の

入
会

を
促

し
て

い
る

。
 

・
 こ

れ
ら

の
取

り
組

み
を

継
続

さ
せ

新
規

医
師

会
加

入
会

員
の

֭
ಚ

に


め
て

い
き

た
い

。
 

・
 以


、

県
医

師
会

ま
で

の
加

入
で

あ
っ

た
会

員
が

、
日

本
医

師
会

役
員

の
講

ԍ
を

ซ
き

大
ร

״
໑

を
ण

け
日

本
医

師
会

ま
で

加
入

し
た

と
い

う
者

が
い

た
。

 
・

 日
医

役
員

の
և

༹
は

͟
ଡ


を

ۅ
め

て
お

ら
れ

る
が

、


道
府

県
医

師
会

で
研

修
医

や
勤

務
医

向
け

の
会

や
ॄ

ま
り

が
あ

れ
ͻ

、
講

ԍ
ま

で
い

か
な

く
て

も
、

若
手

医
師

・
勤

務
医

の
ਫ਼

の


を


い
た

り
、ܻ

ྯ
し

た
り

し
て

ほ
し

い
。

 
・

 一
ൢ

の
会

員
に

と
っ

て
も

日
本

医
師

会
は

ਐ
ۛ

な
存

在
で

あ
る

と
い

う
こ

と
、

医
師

一
人

ͽ
と

り
の

意
ݡ

が
ൕ

ӫ
さ

れ
る

医
師

会
で

あ
る

こ
と

を
認

ࣟ
し

て
も

ら
え

れ
ͻ

さ
ら

に
組

織
率

が
向

上
す

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 

－ 29 －



 
医

師
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 組
織

率
推

Ң
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ण
け

ࢯ
め
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組

織
率
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特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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࣐
ծ

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 組
織

率
の

ఁ
Ծ

を
深

ࠃ
に

ण
け

ࢯ
め

て
い

る
。

 
・

 勤
務

医
、

研
修

医
と

も
組

織
率

が
ѳ

化
し

て
い

る
が

、
ま

だ
ま

だ
会

の
ຳ

ྙ
や

ච
要


を

理
解

し
て

も
ら

え
て

い
な

い
と

考
え

る
。

今
後

も
理

解
を

深
め

て


く


ྙ
を

続
け

る
。

 

・
 新

ྡ
জ

研
修

医
を


ܶ

す
る

会
を

継
続

し
て

開
催

。
 

以
Ծ

、
ݗ

౾
中

。
 

 県
内

出
ਐ

の
医

学
ਫ਼

を
組

織
化

す
る

。ʤ
組

織
化

し
て

お
け

ͻ
ϋ

ッ
ト

ϭ
ー

ク
が

で
き

情
報

発
৶

・
ڠ

༙
が

で
き

る
。ʥ

 
 勤

務
医

に
と

っ
て

൧
ࡸ

な
入

ୂ
会

等
の

手
続

き
を

,7
を

ཤ
༽

す
る

な
ど

の
؈

ો
化

。
 

・
 医

師
会

活
動

に
よ

っ
て

医
師

の
ਫ਼

活
が

ど
う

ร
わ

っ
て

い
る

の
か

が
ඉ

常
に

わ
か

り
に

く
い

と
״

ͣ
て

い
る

。
ಚ

た
も

の
や

ࣨ
っ

た
も

の
は

何
か

、
組

織
率

が
ఁ

Ծ
す

る
と

医
師

の
ॴ

۲
が

྾
ѳ

に
な

る
こ

と
を

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

現
状

で
は

医
師

会
が

勤
務

医
の

࿓
働


ڧ

を
ѳ

化
さ

せ
て

い
る

と
考

え
る

勤
務

医
や

研
修

医
が

ଡ
い

と
״

ͣ
て

い
る

。
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ښ


府
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 組
織

率
推

Ң
の

増
ݰ

は
ほ

·
な

い
が

、
勤

務
医

・
研

修
医

の
入

会
率

の
ఁ

さ
が

組
織

率
の

ఁ
率

に


݃
し

て
い

る
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
る

。
 

・
 勤

務
医

・
研

修
医

の
入

会
率

向
上

が
課

題
で

あ
り

、
日

医
会

費
無

料
な

ど
研

修
医

に
対

す
る

ब
知

బ
ఊ

が
ॉ


に

行
え

て
お

ら
ͥ

、
ब

知
の

๏
๑

な
ど

も
課

題
で

あ
る

。
 

・
 初

期
研

修
医

の
入

会
率

を
上

げ
、

ୂ
会

す
る

こ
と

な
く

継
続

入
会

す
る

こ
と

に
よ

り
、

勤
務

医
の

入
会

率
向

上
を


ࢨ

す
。

ͨ
の

た
め

に
、

会
費

の
ݡ


し

や
ҡ

動
の

ࡏ
の

手
続

き
の

؈
ો

化
を

ݗ
౾

し
て

い
く

。
 

・
 4

月
開

催
の

新
研

修
医

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

日
医

会
費

無
料

な
ど

ब
知

బ
ఊ

し
、

ͨ
の

場
で

入
会

し
て

も
ら

う
๏

๑
を

ݗ
౾

し
て

い
く

。
 

・
 入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

を
ਦ

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

に
よ

り
、

入
会

し
や

す
い


ڧ

を
作

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
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大
阪

府
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

の
推

Ң
に

つ
い

て
ࢀ、

師


ࠬ
に

よ
る

医
師

数
は

23
�8

78
名

か
ら

25
�0

03
名

に
増

加
し

て
い

る
に

も
ؖ

わ
ら

ͥ
、

組
織

率
は

77
�0

ˍ
ʤ

સ
ࠅ

7
Ғ

ʥ
か

ら
73

�9
ˍ

ʤ
同

9
Ғ

ʥ
と

ඏ
ݰ

し
て

い
る

が
、

સ
ࠅ

的
に

み
る

と
高

ਭ
६

で
あ

る
。

一
๏

で
、

勤
務

医
、

研
修

医
に

つ
い

て
は

、ͨ
れ

ͩ
れ

組
織

率
58

�2
ˍ

、4
8�

4ˍ
で

あ
り

、
勤

務
医

に
対

す
る

ߍ
な

る
医

師
会

入
会

促
進

ࡨ
が

ච
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

 

・
 平

成
25

年
度

よ
り「

新
研

修
医

Τ
ェ

ϩ
Ω

Ϟ
Ϗ

ー
テ

Ρ
ー

」
を

開
催

し
、

医
師

会
入

会
を

ݼ
;

か
け

て
い

る
ほ

か
、平

成
30

年
度

か
ら

は
研

修
修

྅
を

߉
え

る
2

年


の
研

修
医

を
対

ে
に

「
Τ

ェ
ϩ

Ω
Ϟ

Ϗ
ー

テ
Ρ

ー
3D

UW
ᶚ

」を
開

催
し

、研
修

を
श

え
て

も
医

師
会

入
会

を
継

続
す

る
॑

要


を


え
る

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

継
続

し
て

い
く

。
ま

た
、

本
会

勤
務

医
部

会
で

は
、

若
手

医
師

の
意

ݡ
を

ซ
く

機
会

を
設

け
る

ほ
か

、「
医

学
ਫ਼

と
ޢ

る
会

」を
開

催
す

る
な

ど
、

医
学

ਫ਼
の

う
ち

か
ら

医
師

会
を

知
っ

て
い

た
だ

く
活

動
を

展
開

し
て

お
り

ߍ、
な

る
ै

実
を

ਦ
っ

て
い

く
。  

・
ࢀ 


ߑ

ଆ
で

あ
る

఼
を

ր
め

て
考

え
た

場


、
入

会
の

ݬ
఼

は
郡

市
区

等
医

師
会

で
あ

る
こ

と
を

認
ࣟ

す
る

ච
要

が
あ

る
。

若
手

医
師

に
入

会
を

働
き

か
け

る
に

は
、


ン

タ
ー

ϋ
ッ

ト
ʤ

特
に

ス
Ϝ

ー
ト

ϓ
Χ

ン
ʥ

を
活

༽
す

る
こ

と
な

し
に

引
き


け

る
こ

と
は

困
難

と
考

え
る

。
日

本
医

師
会

が
主

導
し

、


ン
タ

ー
ϋ

ッ
ト

上
に

、
郡

市
区

・


道
府

県
・

日
医

が
連

動
し

て
活

༽
で

き
る


組

み
を

ߑ


す
る

こ
と

も
一

案
で

は
な

い
か

。
 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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兵
庫

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

と
平

成
30

年
を

ർ
べ

る
と

郡
市

区
等

医
師

会
入

会
率

は
1�

4ˍ
、

日
医

入
会

率
は

3�
3ˍ

ݰ
ঙ

し
て

い
る

が
、

સ
ࠅ

平
均

よ
り

高
い

組
織

率
を

示
し

て
い

る
。

兵
庫

県
内

に
は

2
つ

の
大

学
医

学
部

が
存

在
し

、
ۛ

ྣ
の

大
阪

府
、

ښ


府
を


め

る
と

ଡ
数

の
大

学
医

学
部

が
あ

り
、

༹
ʓ

な
大

学
出

ਐ
医

師
が

兵
庫

県
内

で
働

き
、


市

ܗ
の

医
師

ߑ
成

に
な

っ
て

い
る

と
ࢧ

わ
れ

る
。

大
阪

の
後

ਘ
は

ഊ
し

て
い

る
が

、
ښ


、

愛
知

、


ۆ
、

એ
ཁ

、
౨

ښ
、

ਈ
奈

川
等

の


市
と

ർ
ֳ

す
る

と
ർ

ֳ
的

良


な
入

会
率

と
ݶ

え
る

の
で

は
な

い
か

。
大

阪
府

医
師

会
の

入
会

率
向

上
の

た
め

の
取

り
組

み
を

参
考

に
し

た
い

。
 

・
 研

修
医

入
会

率
は

17
�3

ˍ
と

ఁ
く

、
こ

れ
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
で

勤
務

医
の

入
会

率
を

向
上

さ
せ

ಚ
る

。
 

・
 医

師
会

主
催

の
研

修
医

Τ
ェ

ϩ
Ω

Ϟ
Ϗ

ー
テ

Ρ
ー

や
講

ԍ
会

を
ة

ժ
、

開
催

し
て

い
る

が
、

研
修

医
の

み
へ

の
働

き
か

け
で

は


ॉ


で
、

同
ͣ

৮
場

の


ഒ
医

師
か

ら
の

医
師

会
入

会
推

પ
が

入
会

動
機

と
な

る
た

め
、

ഒ
医

師
の

医
師

会
入

会
が

ච
要

と
考

え
る

。 
・

 勤
務

医
の

入
会

率
は

સ
ࠅ

20
Ғ

な
の

で
、郡

市
区

医
師

会
が

主
導

し
て

勤
務

医
の

入
会

を
促

す
こ

と
で

ր
વ

の
༪

地
が

あ
る

。
 

・
 ॶ


学

会
Ѽ

ડ
の

ഝ
ঊ




ฯ
ݧ

に
対

す
る

日
医

医
師

ഝ
ঊ




ฯ
ݧ

の
༑

Ғ


を


ٽ
す

れ
ͻ

勤
務

医
の

入
会

率
の

向
上

に
݃

;
つ

く
と

考
え

、
日

医
医

ഝ


の
༑

Ғ


を
現

在


ࠬ
中

で
あ

る
。

 

・
 ᶆ

で
फ़

べ
た

日
医

医
ഝ


の

学
会

Ѽ
ડ

の
ฯ

ݧ
に

対
す

る
༑

Ғ


の
ݗ

౾
は

本
来

日
医

が


理
す

る
べ

き
課

題
。

研
修

医
期

間
が

श
྅

し
、

会
費

が
༙

料
に

な
る

ࡏ
に

ୂ
会

し
て

し
ま

う
の

が
現

状
。

例
え

ͻ
ଖ

後
10

年
間

は
会

費
無

料
に

し
、

ͨ
の

େ
わ

り
౦

ධ
ݘ

等
の

ݘ
ཤ

や
会

員
γ

ー
ϑ

ス
が


ݸ

さ
れ

た
%2

会
員

を


設
す

る
等

の



に

よ
り

ୂ
会

を
ݰ

ら
す

こ
と

が
Ն


に

な
る

と
考

え
る

。
 

・
 医

師
会

で
活

༄
さ

れ
て

い
る

勤
務

医
は

病
院

長
や

大
学

گ
द

が
ଡ

い
た

め
、

中
ݐ

勤
務

医
の

活
༄

の
場

を
日

医
・


道

府
県

医
師

会
内

に
設

け
る

こ
と

が
ච

要
。
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奈

良
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 
・

 郡
市

区
等

医
師

会
の

会
員

数
は

、
新

規
開

業
な

ど
に

よ
る

ඏ
増

は
あ

る
も

の
の

、
高

ྺ
化

に
よ

る
ഉ

業
の

๏
が

ଡ
く

、
સ

ର
で

会
員

数
の

ݰ
ঙ

が
み

ら
れ

る
が

、
組

織
率

に
大

き
な

ร
化

は
な

い
。

 

・
 勤

務
医

を
中

ৼ
に

入
会

促
進

を
行

う
。

 
 若

手
医

師
・

勤
務

医ʤ
特

に
大

学
病

院
を

中
ৼ

に
ʥ

へ
の

ब
知

活
動

の
強

化
。

 
 勤

務
医

対
ে

の
講

ԍ
会

・
研

修
会

の
開

催
。

 
 勤

務
医

の
実

ସ


Ѵ
の

た
め

、
Π

ン
ί

ー
ト


ࠬ

の
実

施
。

 

・
 若

手
医

師
・

勤
務

医
に

向
け

た
日

医
の

35
を

よ
り

一


強
化

し
て

ほ
し

い
。特

に
、若

手
医

師
や

医
学

ਫ਼
向

け
に

ϋ
ッ

ト
で

の
広

ࠄ
や

ब
知

等
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

 ま
た

、
医

師
会

の
入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
30

 
和

歌
山

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 県
Ծ

開
業

医
の

高
ྺ

化
に


う

ୂ
会

に
よ

り
会

員
数

が
ݰ

ঙ
す

る
一

๏
で

、
勤

務
医

の
加

入
が

増
加

し
て

い
る

た
め

、
ト

ー
タ

ϩ
で

の
会

員
数

の
増

ݰ
は

な
い

が
、

સ
ର

の
医

師
数

が
増

加
し

て
い

る
た

め
組

織
率

が
ݰ

ঙ
し

て
い

る
。

 

・
 今

後
県

Ծ
の

人
口

ݰ
ঙ

に
よ

り
医

ྏ
ऩ

要
が

ݡ
ࠒ

め
な

い
状

況
で

、
開

業
医

の
増

加
も

ݡ
ࠒ

め
な

い
。

勤
務

医
へ

の
入

会
働

き
か

け
を

す
る

に
あ

た
り

、
メ

リ
ッ

ト
を

Π
ϒ

ー
ϩ

し
て

い
く

ච
要

が
あ

る
。

研
修

医
に

Τ
エ

ϩ
Ω

Ϟ
Ϗ

ー
テ

Ρ
ー

を
行

っ
て

い
る

が
、

勤
務

医
に

対
し

て
働

き
か

け
て

い
く

ච
要

が
あ

る
。

 

・
 開

業
医


ର

と
い

う


メ
ー

ジ
か

ら
、

す
べ

て
の

医
師

の


ର
と

い
う


メ

ー
ジ

Ͱ
く

り
。医

師
ย

在
対

ࡨ
、働

き
๏

ր
ַ

で
日

医
の

リ
ー

ξ
ー

シ
ッ

プ
を

発
ض

し
、

勤
務

医
に

も
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る


ର

と
認

ࣟ
し

て
い

た
だ

く
。入

会
に

あ
た

り
؈、

ો
化

し
た

シ
ス

テ
Ϟ

を
導

入
し

て
い

く
。

 

－ 30 －



 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
 

25
 

࣐
ծ

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 組
織

率
の

ఁ
Ծ

を
深

ࠃ
に

ण
け

ࢯ
め

て
い

る
。

 
・

 勤
務

医
、

研
修

医
と

も
組

織
率

が
ѳ

化
し

て
い

る
が

、
ま

だ
ま

だ
会

の
ຳ

ྙ
や

ච
要


を

理
解

し
て

も
ら

え
て

い
な

い
と

考
え

る
。

今
後

も
理

解
を

深
め

て


く


ྙ
を

続
け

る
。

 

・
 新

ྡ
জ

研
修

医
を


ܶ

す
る

会
を

継
続

し
て

開
催

。
 

以
Ծ

、
ݗ

౾
中

。
 

 県
内

出
ਐ

の
医

学
ਫ਼

を
組

織
化

す
る

。ʤ
組

織
化

し
て

お
け

ͻ
ϋ

ッ
ト

ϭ
ー

ク
が

で
き

情
報

発
৶

・
ڠ

༙
が

で
き

る
。ʥ

 
 勤

務
医

に
と

っ
て

൧
ࡸ

な
入

ୂ
会

等
の

手
続

き
を

,7
を

ཤ
༽

す
る

な
ど

の
؈

ો
化

。
 

・
 医

師
会

活
動

に
よ

っ
て

医
師

の
ਫ਼

活
が

ど
う

ร
わ

っ
て

い
る

の
か

が
ඉ

常
に

わ
か

り
に

く
い

と
״

ͣ
て

い
る

。
ಚ

た
も

の
や

ࣨ
っ

た
も

の
は

何
か

、
組

織
率

が
ఁ

Ծ
す

る
と

医
師

の
ॴ

۲
が

྾
ѳ

に
な

る
こ

と
を

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

現
状

で
は

医
師

会
が

勤
務

医
の

࿓
働


ڧ

を
ѳ

化
さ

せ
て

い
る

と
考

え
る

勤
務

医
や

研
修

医
が

ଡ
い

と
״

ͣ
て

い
る

。
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ښ


府
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 組
織

率
推

Ң
の

増
ݰ

は
ほ

·
な

い
が

、
勤

務
医

・
研

修
医

の
入

会
率

の
ఁ

さ
が

組
織

率
の

ఁ
率

に


݃
し

て
い

る
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
る

。
 

・
 勤

務
医

・
研

修
医

の
入

会
率

向
上

が
課

題
で

あ
り

、
日

医
会

費
無

料
な

ど
研

修
医

に
対

す
る

ब
知

బ
ఊ

が
ॉ


に

行
え

て
お

ら
ͥ

、
ब

知
の

๏
๑

な
ど

も
課

題
で

あ
る

。
 

・
 初

期
研

修
医

の
入

会
率

を
上

げ
、

ୂ
会

す
る

こ
と

な
く

継
続

入
会

す
る

こ
と

に
よ

り
、

勤
務

医
の

入
会

率
向

上
を


ࢨ

す
。

ͨ
の

た
め

に
、

会
費

の
ݡ


し

や
ҡ

動
の

ࡏ
の

手
続

き
の

؈
ો

化
を

ݗ
౾

し
て

い
く

。
 

・
 4

月
開

催
の

新
研

修
医

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

日
医

会
費

無
料

な
ど

ब
知

బ
ఊ

し
、

ͨ
の

場
で

入
会

し
て

も
ら

う
๏

๑
を

ݗ
౾

し
て

い
く

。
 

・
 入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

を
ਦ

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

に
よ

り
、

入
会

し
や

す
い


ڧ

を
作

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
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大
阪

府
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

の
推

Ң
に

つ
い

て
ࢀ、

師


ࠬ
に

よ
る

医
師

数
は

23
�8

78
名

か
ら

25
�0

03
名

に
増

加
し

て
い

る
に

も
ؖ

わ
ら

ͥ
、

組
織

率
は

77
�0

ˍ
ʤ

સ
ࠅ

7
Ғ

ʥ
か

ら
73

�9
ˍ

ʤ
同

9
Ғ

ʥ
と

ඏ
ݰ

し
て

い
る

が
、

સ
ࠅ

的
に

み
る

と
高

ਭ
६

で
あ

る
。

一
๏

で
、

勤
務

医
、

研
修

医
に

つ
い

て
は

、ͨ
れ

ͩ
れ

組
織

率
58

�2
ˍ

、4
8�

4ˍ
で

あ
り

、
勤

務
医

に
対

す
る

ߍ
な

る
医

師
会

入
会

促
進

ࡨ
が

ච
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

 

・
 平

成
25

年
度

よ
り「

新
研

修
医

Τ
ェ

ϩ
Ω

Ϟ
Ϗ

ー
テ

Ρ
ー

」
を

開
催

し
、

医
師

会
入

会
を

ݼ
;

か
け

て
い

る
ほ

か
、平

成
30

年
度

か
ら

は
研

修
修

྅
を

߉
え

る
2

年


の
研

修
医

を
対

ে
に

「
Τ

ェ
ϩ

Ω
Ϟ

Ϗ
ー

テ
Ρ

ー
3D

UW
ᶚ

」を
開

催
し

、研
修

を
श

え
て

も
医

師
会

入
会

を
継

続
す

る
॑

要


を


え
る

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

継
続

し
て

い
く

。
ま

た
、

本
会

勤
務

医
部

会
で

は
、

若
手

医
師

の
意

ݡ
を

ซ
く

機
会

を
設

け
る

ほ
か

、「
医

学
ਫ਼

と
ޢ

る
会

」を
開

催
す

る
な

ど
、

医
学

ਫ਼
の

う
ち

か
ら

医
師

会
を

知
っ

て
い

た
だ

く
活

動
を

展
開

し
て

お
り

ߍ、
な

る
ै

実
を

ਦ
っ

て
い

く
。  

・
ࢀ 


ߑ

ଆ
で

あ
る

఼
を

ր
め

て
考

え
た

場


、
入

会
の

ݬ
఼

は
郡

市
区

等
医

師
会

で
あ

る
こ

と
を

認
ࣟ

す
る

ච
要

が
あ

る
。

若
手

医
師

に
入

会
を

働
き

か
け

る
に

は
、


ン

タ
ー

ϋ
ッ

ト
ʤ

特
に

ス
Ϝ

ー
ト

ϓ
Χ

ン
ʥ

を
活

༽
す

る
こ

と
な

し
に

引
き


け

る
こ

と
は

困
難

と
考

え
る

。
日

本
医

師
会

が
主

導
し

、


ン
タ

ー
ϋ

ッ
ト

上
に

、
郡

市
区

・


道
府

県
・

日
医

が
連

動
し

て
活

༽
で

き
る


組

み
を

ߑ


す
る

こ
と

も
一

案
で

は
な

い
か

。
 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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兵
庫

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

と
平

成
30

年
を

ർ
べ

る
と

郡
市

区
等

医
師

会
入

会
率

は
1�

4ˍ
、

日
医

入
会

率
は

3�
3ˍ

ݰ
ঙ

し
て

い
る

が
、

સ
ࠅ

平
均

よ
り

高
い

組
織

率
を

示
し

て
い

る
。

兵
庫

県
内

に
は

2
つ

の
大

学
医

学
部

が
存

在
し

、
ۛ

ྣ
の

大
阪

府
、

ښ


府
を


め

る
と

ଡ
数

の
大

学
医

学
部

が
あ

り
、

༹
ʓ

な
大

学
出

ਐ
医

師
が

兵
庫

県
内

で
働

き
、


市

ܗ
の

医
師

ߑ
成

に
な

っ
て

い
る

と
ࢧ

わ
れ

る
。

大
阪

の
後

ਘ
は

ഊ
し

て
い

る
が

、
ښ


、

愛
知

、


ۆ
、

એ
ཁ

、
౨

ښ
、

ਈ
奈

川
等

の


市
と

ർ
ֳ

す
る

と
ർ

ֳ
的

良


な
入

会
率

と
ݶ

え
る

の
で

は
な

い
か

。
大

阪
府

医
師

会
の

入
会

率
向

上
の

た
め

の
取

り
組

み
を

参
考

に
し

た
い

。
 

・
 研

修
医

入
会

率
は

17
�3

ˍ
と

ఁ
く

、
こ

れ
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
で

勤
務

医
の

入
会

率
を

向
上

さ
せ

ಚ
る

。
 

・
 医

師
会

主
催

の
研

修
医

Τ
ェ

ϩ
Ω

Ϟ
Ϗ

ー
テ

Ρ
ー

や
講

ԍ
会

を
ة

ժ
、

開
催

し
て

い
る

が
、

研
修

医
の

み
へ

の
働

き
か

け
で

は


ॉ


で
、

同
ͣ

৮
場

の


ഒ
医

師
か

ら
の

医
師

会
入

会
推

પ
が

入
会

動
機

と
な

る
た

め
、

ഒ
医

師
の

医
師

会
入

会
が

ච
要

と
考

え
る

。 
・

 勤
務

医
の

入
会

率
は

સ
ࠅ

20
Ғ

な
の

で
、郡

市
区

医
師

会
が

主
導

し
て

勤
務

医
の

入
会

を
促

す
こ

と
で

ր
વ

の
༪

地
が

あ
る

。
 

・
 ॶ


学

会
Ѽ

ડ
の

ഝ
ঊ




ฯ
ݧ

に
対

す
る

日
医

医
師

ഝ
ঊ




ฯ
ݧ

の
༑

Ғ


を


ٽ
す

れ
ͻ

勤
務

医
の

入
会

率
の

向
上

に
݃

;
つ

く
と

考
え

、
日

医
医

ഝ


の
༑

Ғ


を
現

在


ࠬ
中

で
あ

る
。

 

・
 ᶆ

で
फ़

べ
た

日
医

医
ഝ


の

学
会

Ѽ
ડ

の
ฯ

ݧ
に

対
す

る
༑

Ғ


の
ݗ

౾
は

本
来

日
医

が


理
す

る
べ

き
課

題
。

研
修

医
期

間
が

श
྅

し
、

会
費

が
༙

料
に

な
る

ࡏ
に

ୂ
会

し
て

し
ま

う
の

が
現

状
。

例
え

ͻ
ଖ

後
10

年
間

は
会

費
無

料
に

し
、

ͨ
の

େ
わ

り
౦

ධ
ݘ

等
の

ݘ
ཤ

や
会

員
γ

ー
ϑ

ス
が


ݸ

さ
れ

た
%2

会
員

を


設
す

る
等

の



に

よ
り

ୂ
会

を
ݰ

ら
す

こ
と

が
Ն


に

な
る

と
考

え
る

。
 

・
 医

師
会

で
活

༄
さ

れ
て

い
る

勤
務

医
は

病
院

長
や

大
学

گ
द

が
ଡ

い
た

め
、

中
ݐ

勤
務

医
の

活
༄

の
場

を
日

医
・


道

府
県

医
師

会
内

に
設

け
る

こ
と

が
ච

要
。
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奈

良
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 
・

 郡
市

区
等

医
師

会
の

会
員

数
は

、
新

規
開

業
な

ど
に

よ
る

ඏ
増

は
あ

る
も

の
の

、
高

ྺ
化

に
よ

る
ഉ

業
の

๏
が

ଡ
く

、
સ

ର
で

会
員

数
の

ݰ
ঙ

が
み

ら
れ

る
が

、
組

織
率

に
大

き
な

ร
化

は
な

い
。

 

・
 勤

務
医

を
中

ৼ
に

入
会

促
進

を
行

う
。

 
 若

手
医

師
・

勤
務

医ʤ
特

に
大

学
病

院
を

中
ৼ

に
ʥ

へ
の

ब
知

活
動

の
強

化
。

 
 勤

務
医

対
ে

の
講

ԍ
会

・
研

修
会

の
開

催
。

 
 勤

務
医

の
実

ସ


Ѵ
の

た
め

、
Π

ン
ί

ー
ト


ࠬ

の
実

施
。

 

・
 若

手
医

師
・

勤
務

医
に

向
け

た
日

医
の

35
を

よ
り

一


強
化

し
て

ほ
し

い
。特

に
、若

手
医

師
や

医
学

ਫ਼
向

け
に

ϋ
ッ

ト
で

の
広

ࠄ
や

ब
知

等
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

 ま
た

、
医

師
会

の
入

会
手

続
き

の
؈

ો
化

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
30

 
和

歌
山

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 県
Ծ

開
業

医
の

高
ྺ

化
に


う

ୂ
会

に
よ

り
会

員
数

が
ݰ

ঙ
す

る
一

๏
で

、
勤

務
医

の
加

入
が

増
加

し
て

い
る

た
め

、
ト

ー
タ

ϩ
で

の
会

員
数

の
増

ݰ
は

な
い

が
、

સ
ର

の
医

師
数

が
増

加
し

て
い

る
た

め
組

織
率

が
ݰ

ঙ
し

て
い

る
。

 

・
 今

後
県

Ծ
の

人
口

ݰ
ঙ

に
よ

り
医

ྏ
ऩ

要
が

ݡ
ࠒ

め
な

い
状

況
で

、
開

業
医

の
増

加
も

ݡ
ࠒ

め
な

い
。

勤
務

医
へ

の
入

会
働

き
か

け
を

す
る

に
あ

た
り

、
メ

リ
ッ

ト
を

Π
ϒ

ー
ϩ

し
て

い
く

ච
要

が
あ

る
。

研
修

医
に

Τ
エ

ϩ
Ω

Ϟ
Ϗ

ー
テ

Ρ
ー

を
行

っ
て

い
る

が
、

勤
務

医
に

対
し

て
働

き
か

け
て

い
く

ච
要

が
あ

る
。

 

・
 開

業
医


ର

と
い

う


メ
ー

ジ
か

ら
、

す
べ

て
の

医
師

の


ର
と

い
う


メ

ー
ジ

Ͱ
く

り
。医

師
ย

在
対

ࡨ
、働

き
๏

ր
ַ

で
日

医
の

リ
ー

ξ
ー

シ
ッ

プ
を

発
ض

し
、

勤
務

医
に

も
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る


ର

と
認

ࣟ
し

て
い

た
だ

く
。入

会
に

あ
た

り
؈、

ો
化

し
た

シ
ス

テ
Ϟ

を
導

入
し

て
い

く
。
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鳥
取

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 県
・

地
区

ʤ
郡

市
区

ʥ
医

師
会

ま
で

の
入

会
率

は
ർ

ֳ
的

高
い

が
、日

医
へ

の
入

会
率

は
50

ˍ
強

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
こ

の
要

Ҿ
と

し
て

勤
務

医
の

日
医

へ
の

入
会

が
ঙ

な
い

こ
と

が
ڏ

げ
ら

れ
る

。
 

・
 ま

た
、

鳥
取

大
学

医
学

部
ॶ


の

勤
務

医
は

、
県

医
師

会
の

み
な

ら
ͥ

地
区

医
師

会
に

૮


す
る

大
学

医
師

会
へ

の
入

会
者

が
ঙ

な
い

。
す

な
わ

ち
、

開
業

ʤ
$1

ʥ
会

員
は

ほ
·

10
0ˍ

日
医

ま
で

入
会

し
て

い
る

が
、

大
学

病
院

以


の
勤

務
医

は
県

医
師

会
ま

で
に

と
ど

ま
る

者
が

ଡ
く

、
大

学
病

院
の

勤
務

医
は

医
師

会
າ

入
会

が
き

わ
め

て
ଡ

い
こ

と
が

、
こ

こ
5

年
を


め

長
年

の
ร

わ
ら

ͷ
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
ᶅ

の
յ


の

と
お

り
、医

師
会

の
組

織
強

化
の




と
な

る
入

会
率

の
向

上
の

た
め

に
は

、勤
務

医
の

入
会

促
進

が
伶

と
な

る
が

、
༲

ҝ
で

は
な

い
。

医
師

会
活

動
の

病
院

勤
務

医
へ

の
広

報
な

ら
;

に
医

師
会

活
動

へ
の

参
ժ

の
ݼ

;
か

け
を

一


推
進

し
て

い
き

た
い

。
 

・
ま

た
、

初
期

ྡ
জ

研
修

医
に

つ
い

て
、

毎
年

ॡ
に

県
お

よ
;

県
医

師
会

主
催

の


ܶ
会

を
開

催
し

て
ほ

と
Ξ

ど
の

研
修

医
が

参
加

し
て

い
る

が
、医

師
会

へ
の

入
会

を
一


強

ྙ
に

ݼ
;

か
け

て
行

き
た

い
。

च
に

、
研

修
医

に
つ

い
て

は
、地

区
医

師
会

か
ら

日
本

医
師

会
ま

で
会

費
が

免
除

さ
れ

て
お

り
、入

会
ਅ

ࠒ
ॽ

の
ى

入
を

؈
ྲྀ

化
し

、
今

年
度

ʤ
ྫ

和
元

年
度

ʥ
か

ら
日

本
医

師
会

の
入

会
ਅ

ࠒ
ॽ

を
も

っ
て

、
地

区
医

師
会

、
県

医
師

会
の

入
会

ਅ
ࠒ

ॽ
と

し
て

取
り

ѽ
う

こ
と

と
し

た
。

 

・
 2

年
間

の
初

期
ྡ

জ
研

修
を

修
྅

し
た

研
修

医
に

つ
い

て
、3

年


か
ら

医
師

会
費

が
発

ਫ਼
す

る
ࡏ

、
ҡ

動
や

会
費

負
担

の
理

༟
か

ら
ଡ

く
が

ୂ
会

し
て

し
ま

う
現

状
が

あ
る

。
こ

の
఼

は
長

年
の

ݔ
案

で
は

あ
る

が
、

%
会

員
の

会
費

を
新




医


度
の


ߊ

医
の

期
間

等
に

、
一

定
の

ݰ
ֻ

が
で

き
な

い
も

の
か

ݗ
౾

い
た

だ
き

た
い

。
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島
根

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 本
県

で
は

平
成

25
年

、
30

年
と

も
に

「


道
府

県
内

医
師

の
郡

市
区

等
医

師
会

入
会

率
」

お
よ

;
「

郡
市

区
等

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

」
の

ど
ち

ら
も

સ
ࠅ

平
均

を
Ծ

յ
っ

て
い

る
。

 
・

 な
お

、
平

成
25

年
に

ർ
べ

平
成

30
年

は
「


道

府
県

内
医

師
の

郡
市

区
等

医
師

会
入

会
率

」
が

若
ױ

上
が

っ
て

い
る

が
、「

郡
市

区
等

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

」
は

ൕ
対

に
Ծ

が
っ

て
い

る
。

 
・

 本
県

で
は

、
ま

ͥ
は

સ
く

医
師

会
に

加
入

し
て

い
な

い
医

師
に

医
師

会
に

入
会

し
て

も
ら

い
、ͨ

れ
に

よ
っ

て
日

医
入

会
者

数
も

増
や

す
こ

と
が

課
題

と
認

ࣟ
し

て
い

る
。

 
 

・
 医

師
会

າ
入

会
の

医
師

が
ॄ

ま
る

機
会

に
入

会
勧

ও
を

行
う

。
 

・
 入

会
手

続
き

等
の

؈
ો

化
ʤ

本
県

で
は

ྫ
和

元
年

6
月

か
ら

、
一

部
入

会
手

続
き

༽
ࢶ

の
؈

ો
化

を
行

っ
た

ʥ。
 

 
無

յ


 

 
医

師
会
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ᶆ
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Ͱ
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岡
山

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 勤
務

医
、

特
に

大
病

院
の

入
会

率
が

ఁ
い

。
医

師
会

へ
の

入
会

は
ݺ

人
の

意
ࢧ

に
よ

る
も

の
で

、
組

織
と

し
て

強


す
る

も
の

で
は

な
い

と
い

う
෫

ொ
が

強
く

、
ト

ッ
プ

ξ
Τ

ン
で

入
会

を
勧

め
る

こ
と

が
難

し
い

。
 

・
 ま

た
、

病
院

が
県

医
師

会
ま

で
の

会
費

を
ึ

ঁ
し

て
い

る
ί

ー
ス

も
ଡ

く
、

日
医

の
会

費
は

ึ
ঁ

し
て

く
れ

な
い

の
で

入
ら

な
い

と
い

う
例

も
ঙ

な
く

な
い

。
 

・
 病

院
で

ࢨ
導

的
立

場
に

あ
る


ਫ਼

に
入

会
を

勧
め

て
い

た
だ

く
よ

う
、

説
ಚ

し
て

お
り

、
今

後
も

継
続

す
る

。
 

・
 会

費
に

ݡ


う
メ

リ
ッ

ト
が

ಚ
ら

れ
る

と
い

う
説

ಚ
が

ච
要

で
あ

る
が

、
こ

れ
は

と
い

う
も

の
が

ݡ


た
ら

な
い

。
日

医
入

会
の

࠹
大

の
メ

リ
ッ

ト
と

ݶ
わ

れ
て

い
る

医
ഝ


ฯ

ݧ
も

医
学

部
同

૯
会

な
ど

で
入

れ
、は

る
か

に
҈

Ճ
な

た
め

、入
会

す
る

メ
リ

ッ
ト

が
״

ͣ
て

も
ら

え
な

い
。

 
・

 医
学

会


Ռ
会

を
௪

ͣ
て

、
医

師
会

に
入

る
ච

要


で
も

で
き

れ
ͻ

入
会

者
も

増
え

る
と

ࢧ
う

が
、

ͨ
の

Ն



も

ఁ
い

で
し

Β
う

か
。
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広

島
県

 
ʤ

%
܊

ʥ
 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

の
5

年
間

、


県
の

組
織

率
推

Ң
に

は
ร

化
が

ほ
·

な
く

、
市

郡
地

区
医

師
会

に
入

会
し

て
い

る
率

は
સ

ࠅ
平

均
を


え

て
い

る
が

、ͨ
の

う
ち

日
医

ま
で

入
会

し
て

い
る

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
ঙ

し
Ծ

յ
る

と
い

う
状

況
で

あ
る

。
日

医
入

会
の

メ
リ

ッ
ト

を
広

く
ब

知
し

て
い

く
๏

๑
を

ݗ
౾

す
る

ච
要


を

״
ͣ

る
。

 

・
 本

会
で

は
初

期
研

修
医

に
対

し
て

、
医

師
会

入
会

に
ܐ

る
α

ス
ト

ʤ
市

郡
地

区
医

師
会

年
会

費
、

県
医

年
会

費
は

ݰ
免

、
県

医
医

ഝ


ฯ
ݧ

料
年

ֻ
、

日
医

会
費

は
ݰ

免
、

ͨ
し

て
日

医
医

ഝ


ฯ
ݧ

料
年

ֻ
ʥ

を


か
り

や
す

く
一

ལ
に

ま
と

め
、

入
会

促
進

༽
リ

ー
ϓ

Ϫ
ッ

ト
に

ܟ
ࡎ

し
て

い
る

。
本

会
に

設


し
て

い
る

勤
務

医
部

会
と

も
ڢ

ྙ
し

な
が

ら
、

今
後

も
リ

ー
ϓ

Ϫ
ッ

ト
を

ཤ
༽

し
、

会
費

ݰ
免

や
医

ഝ


ฯ
ݧ

加
入

な
ど

の
メ

リ
ッ

ト
ब

知
を

継
続

し
て

い
く

。
 

・
 月

3
յ

発
ק

し
て

い
る

広
島

県
医

師
会

速
報

、
月

1
յ

発
ק

し
て

い
る

広
島

医
学

を
֦

会
員

へ
配


し

ʤ
֦

େ
ۜ

は
年

会
費

に


む
ʥ、

さ
ら

に
広

島
医

学
に

ܟ
ࡎ

さ
れ

た
論

文
の

中
か

ら
初

期
研

修
医

を
対

ে
と

し
た

「
論

文
ও

ྯ
ৈ

」
を

द
༫

す
る

な
ど

の
広

島
県

医
師

会
ಢ

ࣙ
の

メ
リ

ッ
ト

を
会

員
へ


ڛ

し
て

お
り

、
こ

ち
ら

も
今

後
継

続
し

て
い

く
。

 

・
 日

医
入

会
に

つ
い

て
は

会
費

が
ϋ

ッ
ク

に
な

る
と

い
う


が

あ
る

こ
と

も
ࣘ

に
入

っ
て

く
る

の
で

、
継

続
し

た
ݗ

౾
を

行
っ

て
い

た
だ

き
、

͟
配

慮
が

あ
れ

ͻ
と

ࢧ
う

。
 

・
 ま

た
、県

内
で

の
ҡ

動
で

さ
え

、ॽ
ྪ

を


出
す

る
こ

と
は

医
師

に
と

っ
て

൧
ࡸ

で
あ

る
。

入
会

手
続

き
を

オ
ン

ϧ


ン
化

す
る

こ
と

も
入

り
や

す
さ

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
と

ࢧ
う

。
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鳥
取

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 県
・

地
区

ʤ
郡

市
区

ʥ
医

師
会

ま
で

の
入

会
率

は
ർ

ֳ
的

高
い

が
、日

医
へ

の
入

会
率

は
50

ˍ
強

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
こ

の
要

Ҿ
と

し
て

勤
務

医
の

日
医

へ
の

入
会

が
ঙ

な
い

こ
と

が
ڏ

げ
ら

れ
る

。
 

・
 ま

た
、

鳥
取

大
学

医
学

部
ॶ


の

勤
務

医
は

、
県

医
師

会
の

み
な

ら
ͥ

地
区

医
師

会
に

૮


す
る

大
学

医
師

会
へ

の
入

会
者

が
ঙ

な
い

。
す

な
わ

ち
、

開
業

ʤ
$1

ʥ
会

員
は

ほ
·

10
0ˍ

日
医

ま
で

入
会

し
て

い
る

が
、

大
学

病
院

以


の
勤

務
医

は
県

医
師

会
ま

で
に

と
ど

ま
る

者
が

ଡ
く

、
大

学
病

院
の

勤
務

医
は

医
師

会
າ

入
会

が
き

わ
め

て
ଡ

い
こ

と
が

、
こ

こ
5

年
を


め

長
年

の
ร

わ
ら

ͷ
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
ᶅ

の
յ


の

と
お

り
、医

師
会

の
組

織
強

化
の




と
な

る
入

会
率

の
向

上
の

た
め

に
は

、勤
務

医
の

入
会

促
進

が
伶

と
な

る
が

、
༲

ҝ
で

は
な

い
。

医
師

会
活

動
の

病
院

勤
務

医
へ

の
広

報
な

ら
;

に
医

師
会

活
動

へ
の

参
ժ

の
ݼ

;
か

け
を

一


推
進

し
て

い
き

た
い

。
 

・
ま

た
、

初
期

ྡ
জ

研
修

医
に

つ
い

て
、

毎
年

ॡ
に

県
お

よ
;

県
医

師
会

主
催

の


ܶ
会

を
開

催
し

て
ほ

と
Ξ

ど
の

研
修

医
が

参
加

し
て

い
る

が
、医

師
会

へ
の

入
会

を
一


強

ྙ
に

ݼ
;

か
け

て
行

き
た

い
。

च
に

、
研

修
医

に
つ

い
て

は
、地

区
医

師
会

か
ら

日
本

医
師

会
ま

で
会

費
が

免
除

さ
れ

て
お

り
、入

会
ਅ

ࠒ
ॽ

の
ى

入
を

؈
ྲྀ

化
し

、
今

年
度

ʤ
ྫ

和
元

年
度

ʥ
か

ら
日

本
医

師
会

の
入

会
ਅ

ࠒ
ॽ

を
も

っ
て

、
地

区
医

師
会

、
県

医
師

会
の

入
会

ਅ
ࠒ

ॽ
と

し
て

取
り

ѽ
う

こ
と

と
し

た
。

 

・
 2

年
間

の
初

期
ྡ

জ
研

修
を

修
྅

し
た

研
修

医
に

つ
い

て
、3

年


か
ら

医
師

会
費

が
発

ਫ਼
す

る
ࡏ

、
ҡ

動
や

会
費

負
担

の
理

༟
か

ら
ଡ

く
が

ୂ
会

し
て

し
ま

う
現

状
が

あ
る

。
こ

の
఼

は
長

年
の

ݔ
案

で
は

あ
る

が
、

%
会

員
の

会
費

を
新




医


度
の


ߊ

医
の

期
間

等
に

、
一

定
の

ݰ
ֻ

が
で

き
な

い
も

の
か

ݗ
౾

い
た

だ
き

た
い

。
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島
根

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 本
県

で
は

平
成

25
年

、
30

年
と

も
に

「


道
府

県
内

医
師

の
郡

市
区

等
医

師
会

入
会

率
」

お
よ

;
「

郡
市

区
等

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

」
の

ど
ち

ら
も

સ
ࠅ

平
均

を
Ծ

յ
っ

て
い

る
。

 
・

 な
お

、
平

成
25

年
に

ർ
べ

平
成

30
年

は
「


道

府
県

内
医

師
の

郡
市

区
等

医
師

会
入

会
率

」
が

若
ױ

上
が

っ
て

い
る

が
、「

郡
市

区
等

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

」
は

ൕ
対

に
Ծ

が
っ

て
い

る
。

 
・

 本
県

で
は

、
ま

ͥ
は

સ
く

医
師

会
に

加
入

し
て

い
な

い
医

師
に

医
師

会
に

入
会

し
て

も
ら

い
、ͨ

れ
に

よ
っ

て
日

医
入

会
者

数
も

増
や

す
こ

と
が

課
題

と
認

ࣟ
し

て
い

る
。

 
 

・
 医

師
会

າ
入

会
の

医
師

が
ॄ

ま
る

機
会

に
入

会
勧

ও
を

行
う

。
 

・
 入

会
手

続
き

等
の

؈
ો

化
ʤ

本
県

で
は

ྫ
和

元
年

6
月

か
ら

、
一

部
入

会
手

続
き

༽
ࢶ

の
؈

ો
化

を
行

っ
た

ʥ。
 

 
無

յ
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岡
山

県
 

ʤ
'

܊
ʥ

 
・

 勤
務

医
、

特
に

大
病

院
の

入
会

率
が

ఁ
い

。
医

師
会

へ
の

入
会

は
ݺ

人
の

意
ࢧ

に
よ

る
も

の
で

、
組

織
と

し
て

強


す
る

も
の

で
は

な
い

と
い

う
෫

ொ
が

強
く

、
ト

ッ
プ

ξ
Τ

ン
で

入
会

を
勧

め
る

こ
と

が
難

し
い

。
 

・
 ま

た
、

病
院

が
県

医
師

会
ま

で
の

会
費

を
ึ

ঁ
し

て
い

る
ί

ー
ス

も
ଡ

く
、

日
医

の
会

費
は

ึ
ঁ

し
て

く
れ

な
い

の
で

入
ら

な
い

と
い

う
例

も
ঙ

な
く

な
い

。
 

・
 病

院
で

ࢨ
導

的
立

場
に

あ
る


ਫ਼

に
入

会
を

勧
め

て
い

た
だ

く
よ

う
、

説
ಚ

し
て

お
り

、
今

後
も

継
続

す
る

。
 

・
 会

費
に

ݡ


う
メ

リ
ッ

ト
が

ಚ
ら

れ
る

と
い

う
説

ಚ
が

ච
要

で
あ

る
が

、
こ

れ
は

と
い

う
も

の
が

ݡ


た
ら

な
い

。
日

医
入

会
の

࠹
大

の
メ

リ
ッ

ト
と

ݶ
わ

れ
て

い
る

医
ഝ


ฯ

ݧ
も

医
学

部
同

૯
会

な
ど

で
入

れ
、は

る
か

に
҈

Ճ
な

た
め

、入
会

す
る

メ
リ

ッ
ト

が
״

ͣ
て

も
ら

え
な

い
。

 
・

 医
学

会


Ռ
会

を
௪

ͣ
て

、
医

師
会

に
入

る
ච

要


で
も

で
き

れ
ͻ

入
会

者
も

増
え

る
と

ࢧ
う

が
、

ͨ
の

Ն



も

ఁ
い

で
し

Β
う

か
。
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広

島
県

 
ʤ

%
܊

ʥ
 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

の
5

年
間

、


県
の

組
織

率
推

Ң
に

は
ร

化
が

ほ
·

な
く

、
市

郡
地

区
医

師
会

に
入

会
し

て
い

る
率

は
સ

ࠅ
平

均
を


え

て
い

る
が

、ͨ
の

う
ち

日
医

ま
で

入
会

し
て

い
る

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
ঙ

し
Ծ

յ
る

と
い

う
状

況
で

あ
る

。
日

医
入

会
の

メ
リ

ッ
ト

を
広

く
ब

知
し

て
い

く
๏

๑
を

ݗ
౾

す
る

ච
要


を

״
ͣ

る
。

 

・
 本

会
で

は
初

期
研

修
医

に
対

し
て

、
医

師
会

入
会

に
ܐ

る
α

ス
ト

ʤ
市

郡
地

区
医

師
会

年
会

費
、

県
医

年
会

費
は

ݰ
免

、
県

医
医

ഝ


ฯ
ݧ

料
年

ֻ
、

日
医

会
費

は
ݰ

免
、

ͨ
し

て
日

医
医

ഝ


ฯ
ݧ

料
年

ֻ
ʥ

を


か
り

や
す

く
一

ལ
に

ま
と

め
、

入
会

促
進

༽
リ

ー
ϓ

Ϫ
ッ

ト
に

ܟ
ࡎ

し
て

い
る

。
本

会
に

設


し
て

い
る

勤
務

医
部

会
と

も
ڢ

ྙ
し

な
が

ら
、

今
後

も
リ

ー
ϓ

Ϫ
ッ

ト
を

ཤ
༽

し
、

会
費

ݰ
免

や
医

ഝ


ฯ
ݧ

加
入

な
ど

の
メ

リ
ッ

ト
ब

知
を

継
続

し
て

い
く

。
 

・
 月

3
յ

発
ק

し
て

い
る

広
島

県
医

師
会

速
報

、
月

1
յ

発
ק

し
て

い
る

広
島

医
学

を
֦

会
員

へ
配


し

ʤ
֦

େ
ۜ

は
年

会
費

に


む
ʥ、

さ
ら

に
広

島
医

学
に

ܟ
ࡎ

さ
れ

た
論

文
の

中
か

ら
初

期
研

修
医

を
対

ে
と

し
た

「
論

文
ও

ྯ
ৈ

」
を

द
༫

す
る

な
ど

の
広

島
県

医
師

会
ಢ

ࣙ
の

メ
リ

ッ
ト

を
会

員
へ


ڛ

し
て

お
り

、
こ

ち
ら

も
今

後
継

続
し

て
い

く
。

 

・
 日

医
入

会
に

つ
い

て
は

会
費

が
ϋ

ッ
ク

に
な

る
と

い
う


が

あ
る

こ
と

も
ࣘ

に
入

っ
て

く
る

の
で

、
継

続
し

た
ݗ

౾
を

行
っ

て
い

た
だ

き
、

͟
配

慮
が

あ
れ

ͻ
と

ࢧ
う

。
 

・
 ま

た
、県

内
で

の
ҡ

動
で

さ
え

、ॽ
ྪ

を


出
す

る
こ

と
は

医
師

に
と

っ
て

൧
ࡸ

で
あ

る
。

入
会

手
続

き
を

オ
ン

ϧ


ン
化

す
る

こ
と

も
入

り
や

す
さ

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
と

ࢧ
う

。
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山
口

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

の
間

、本
会

の
会

員
数

は
会

員
区


や

年
ྺ


に

ؖ
ܐ

な
く

ඏ
ݰ

ܑ
向

ʤ
県

医
˝

2�
9ˍ

、
日

医
˝

5�
5ˍ

ʥ
で

あ
る

が
、

こ
れ

は
平

成
25

年
以


か

ら
続

く
ܑ

向
で

あ
り

、
༗

慮
す

る
状

況
で

あ
る

。
 

・
 郡

市
医

ٶ
;

県
医

へ
の

入
会

率
は

高
い

が
、

日
医

入
会

率
は

ఁ
い

。
日

医
າ

入
会

の
県

医
会

員
の

ଡ
く

は
勤

務
医

、
特

に
大

学
ٶ

;
公

的
病

院
の

勤
務

医
は

県
医

ま
で

の
入

会
と

な
っ

て
い

る
率

が
高

く
、

સ
く

の
医

師
会

າ
入

会
者

へ
の

働
き

か
け

と
あ

わ
せ

て
、

本
会

会
員

に
対

す
る

日
医

入
会

の
働

き
か

け
が

ච
要

で
あ

る
。

 

・
 勤

務
医

部
会

で
県

内
の

ྡ
জ

研
修

病
院

を



し

、
懇

談
会

を
行

う
こ

と
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

勤
務

医
の

加
入

促
進

を
行

う
༩

定
で

あ
る

。
 

・
 大

学
病

院
を


め

た
病

院
勤

務
医

師
に

入
会

を
進

め
て

い
く

。
 

・
 会

費
に

ݡ


う
日

医
入

会
メ

リ
ッ

ト
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

 
・

 会
費

の
ݰ

ֻ
。

年
会

費
1

ຬ
ԃ

ఖ
度

で
入

れ
る

、
६

会
員


度

の


設
。

 
・

 ҡ
動

に


う
、手

続
き

の
؈

ྲྀ
化ʤ

せ
っ

か
く

入
会

し
た

研
修

医
が

根


か
な

い
ʥ。

 
・

 日
医

総
研

:
34

19
に

よ
る

と
、

20
16

年
と

ർ
べ

20
36

年
に

は
、病

院
医

師
は

25
�

増
え

、ਏ
ྏ

ॶ
医

師
は

7�
ݰ

る
と

さ
れ

て
い

る
。

勤
務

医
に

日
医

ま
で

入
っ

て
も

ら
わ

な
い

と
組

織
ྙ

が
ฯ

て
な

く
な

る
の

で
、

勤
務

医
が

入
り

や
す

い
組

織
に

ঙ
し

ͥ
つ

、
ร

え
て

い
く

ච
要

が
あ

る
。
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徳

島
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 
・

 $
会

員
は

ݰ
ঙ

し
て

い
る

が
、

%
会

員
の

入
会

が
あ

り
、

現
状

維
持

で
あ

る
。

 
・

 加
入

促
進

に
向

け
た

Ծ
ى

事
ߴ

の
案

内
。

 
 医

師
ࣁ

֪
ৄ

ʙ
医

ഝ


ฯ
ݧ

ʙ
医

師
年

ۜ
ʙ

医
師

ࠅ
ฯ

 
・

 研
修

医
・

勤
務

医
に

は
Ծ

ى
研

修
会

で
も

案
内

。
 

 研
修

医
の

ॄ
い

ʙ
ྡ

জ
研

修
ࢨ

導
医


成

講
स

会
ʙ

医
学

ਫ਼
、

研
修

医
を

γ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

の
会

ʙ
ঃ


医

師
の

勤
務


ڧ

の


ඍ
に

ؖ
す

る
病

院
長

、
病

院
開

設
者

、
؇

理
者

等
へ

の
講

ԍ
会

 

・
 入

会
の

メ
リ

ッ
ト

を
わ

か
り

や
す

く
医

師
に

ఽ
え

る
ς

ー
ϩ

を
س


。

 
・

 プ
ロ

ϓ
ェ

ッ
シ

ョ
ψ

ϩ
オ

ー
ト

ό
ϝ

ー
や


ਈ

的
な

面
か

ら
も

医
師

会
の

あ
る

べ
き

ࢡ
を


ま

え
た

入
会

へ
の

メ
リ

ッ
ト

を
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
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香
川

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 平
成

30
年

は
25

年
と

ർ
べ

、郡
市

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

が
約

5ˍ
Ծ

が
っ

て
い

る
。

 
・

 県
内

医
師

の
医

師
会

入
会

率
は

、
総

数
で

ݡ
る

と
71

�8
ˍ

で
あ

る
が

、
勤

務
医

だ
け

で
ݡ

る
と

61
�5

ˍ
で

あ
り

、約
10

ˍ
ݰ

で
あ

る
。ͨ

れ
で

も
、

総
数

ٶ
;

勤
務

医
の

県
内

医
師

の
医

師
会

入
会

 

・
 勤

務
医

に
と

っ
て

ຳ
ྙ

あ
る

医
師

会
に

す
る

に
は

、
ど

う
い

っ
た

事
業

活
動

が
ච

要
で

あ
る

か
等

、
県

内
病

院
長

を
ড

ॄ
し

、
ݗ

౾
会

を
開

催
す

る
。

 
・

ࡤ 
年

度
「

中
ࠅ

࢝
ࠅ

医
師

会
連


勤

務
医

җ
員

会
」

が
設


さ

れ
、

今
後

、
勤

務
医

の
意

ݡ
が

医
師

会
会

務
に

活
か

さ
れ

る
よ

う
ڢ

٠
を

行
っ

て
い

く
。

 

 
特

に
な

し
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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香
川

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
率

は
、

સ
ࠅ

平
均

を
上

յ
っ

て
い

る
の

に
対

し
、

研
修

医
の

入
会

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
大

き
く

Ծ
յ

っ
て

い
る

。
 

・
 よ

っ
て

、
勤

務
医

ٶ
;

研
修

医
の

入
会

率
を

上
げ

る
こ

と
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
 

・
 ֦

झ
医

会
に

は
入

会
し

て
い

る
が

、
医

師
会

າ
入

会
の

医
師

の
入

会
を

ಚ
る

た
め

、
֦

झ
医

会
事

務
を

医
師

会
で

担
う

。
 

・
 大

学
と

連
携

し
、

研
修

医
へ

の
入

会
案

内
ٶ

;
医

学
部

ਫ਼
へ

の
日

医
医

ഝ


ฯ
ݧ

案
内

ο
ϧ

シ
の

配
布

。
 

 

38
 

愛
媛

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

ࢀ 
師


ࠬ

に
よ

る
愛

媛
県

内
の

医
師

数
と

県
医

師
会

の
会

員
数

と
の

間
に

約
80

0
名

ओ
の

ࠫ
が

あ
る

。こ
の

県
医

師
会

າ
入

会
者

80
0

名
の


布

や



、

郡
市

医
師

会
ま

で
の

入
会

状
況

は
、

一
度


Ѵ

し
て

お
く

ච
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

 

 
無

յ


 
 

無
յ
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高
知

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
ʴ

ण
け

ࢯ
め

ʵ
 

 
 

・
 

組
織

率
は

、
平

成
25

年
に

は
સ

ࠅ
平

均
ด

み
で

あ
っ

た
も

の
が

、
平

成
30

年
は

સ
ࠅ

平
均

を
4�

3ˍ
Ծ

յ
る

58
�7

ˍ
と

な
る

な
ど

、
ఁ

Ծ
ܑ

向
が

続
い

て
い

る
。ͨ

の
ഐ

ܢ
に

は
、県

内
の

人
口

ݰ
ঙ

と
い

う
ඈ

け
が

た
い

要
ો

も
あ

る
が

、
医

師
数

が
ඏ

増
し

た
に

も
か

か
わ

ら
ͥ

、$
̏

会
員

だ
け

で
な

く
、

研
修

医
の

新
規

加
入

と
い

う
増

加
要

Ҿ
が

あ
る

中
で

の
勤

務
医

会
員

数
も

ݰ
ঙ

が
ݨ

ஸ
と

な
っ

て
い

る
。

 
ʴ

課
題

認
ࣟ

ʵ
 

・
 会

員
数

ݰ
ঙ

の
要

Ҿ
に

つ
い

て
、

開
業

医
や

勤
務

医
な

ど
の




͟
と

に
現

状


Ѵ
や

入
ୂ

会
の

動
向

に
つ

い
て

の
要

Ҿ


ੵ
な

ど
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

組
織

率
ఁ

Ծ
に

ࣅ
ࢯ

め
を

か
け

る
た

め
の

۫
ର


あ

る
取

り
組

み
を

ݗ
౾

し
て

い
く

ච
要

が
あ

る
。

 

・
 本

年
度

、「
高

知
県

医
師

会
の

将
来

を
考

え
る

特
พ

җ
員

会
」

を
立

ち
上

げ
て

、
会

員
の

֮
ฯ

対
ࡨ

や
組

織
ӣ

Ө
の

在
り

๏
な

ど
、

今
後

の
医

師
会

の
在

り
๏

を


広
く

ݗ
౾

し
て

い
る

と
こ

Θ
で

あ
る

。
 

・
 組

織
率

ఁ
Ծ

に
ࣅ

ࢯ
め

を
か

け
る

た
め

に
は

、
将

来
の

$̏
会

員
֮

ฯ
に

つ
な

が
る

勤
務

医
の

加
入

促
進

が
॑

要
で

あ
り

、
医

師
会

へ
の

加
入

意
ཋ

を
高

め
る

た
め

の
効

果
的

で
۫

ର


の
あ

る
35

な
ど

の
取

り
組

み
を

進
め

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
 ま

た
、

સ
ࠅ

の
医

師
会

に
お

け
る

成
功

事
例

な
ど

も
়

ղ
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

－ 34 －



 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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山
口

県
 

ʤ
%

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

の
間

、本
会

の
会

員
数

は
会

員
区


や

年
ྺ


に

ؖ
ܐ

な
く

ඏ
ݰ

ܑ
向

ʤ
県

医
˝

2�
9ˍ

、
日

医
˝

5�
5ˍ

ʥ
で

あ
る

が
、

こ
れ

は
平

成
25

年
以


か

ら
続

く
ܑ

向
で

あ
り

、
༗

慮
す

る
状

況
で

あ
る

。
 

・
 郡

市
医

ٶ
;

県
医

へ
の

入
会

率
は

高
い

が
、

日
医

入
会

率
は

ఁ
い

。
日

医
າ

入
会

の
県

医
会

員
の

ଡ
く

は
勤

務
医

、
特

に
大

学
ٶ

;
公

的
病

院
の

勤
務

医
は

県
医

ま
で

の
入

会
と

な
っ

て
い

る
率

が
高

く
、

સ
く

の
医

師
会

າ
入

会
者

へ
の

働
き

か
け

と
あ

わ
せ

て
、

本
会

会
員

に
対

す
る

日
医

入
会

の
働

き
か

け
が

ච
要

で
あ

る
。

 

・
 勤

務
医

部
会

で
県

内
の

ྡ
জ

研
修

病
院

を



し

、
懇

談
会

を
行

う
こ

と
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

勤
務

医
の

加
入

促
進

を
行

う
༩

定
で

あ
る

。
 

・
 大

学
病

院
を


め

た
病

院
勤

務
医

師
に

入
会

を
進

め
て

い
く

。
 

・
 会

費
に

ݡ


う
日

医
入

会
メ

リ
ッ

ト
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

 
・

 会
費

の
ݰ

ֻ
。

年
会

費
1

ຬ
ԃ

ఖ
度

で
入

れ
る

、
६

会
員


度

の


設
。

 
・

 ҡ
動

に


う
、手

続
き

の
؈

ྲྀ
化ʤ

せ
っ

か
く

入
会

し
た

研
修

医
が

根


か
な

い
ʥ。

 
・

 日
医

総
研

:
34

19
に

よ
る

と
、

20
16

年
と

ർ
べ

20
36

年
に

は
、病

院
医

師
は

25
�

増
え

、ਏ
ྏ

ॶ
医

師
は

7�
ݰ

る
と

さ
れ

て
い

る
。

勤
務

医
に

日
医

ま
で

入
っ

て
も

ら
わ

な
い

と
組

織
ྙ

が
ฯ

て
な

く
な

る
の

で
、

勤
務

医
が

入
り

や
す

い
組

織
に

ঙ
し

ͥ
つ

、
ร

え
て

い
く

ච
要

が
あ

る
。

 
36

 
徳

島
県

 
ʤ

&
܊

ʥ
 
・

 $
会

員
は

ݰ
ঙ

し
て

い
る

が
、

%
会

員
の

入
会

が
あ

り
、

現
状

維
持

で
あ

る
。

 
・

 加
入

促
進

に
向

け
た

Ծ
ى

事
ߴ

の
案

内
。

 
 医

師
ࣁ

֪
ৄ

ʙ
医

ഝ


ฯ
ݧ

ʙ
医

師
年

ۜ
ʙ

医
師

ࠅ
ฯ

 
・

 研
修

医
・

勤
務

医
に

は
Ծ

ى
研

修
会

で
も

案
内

。
 

 研
修

医
の

ॄ
い

ʙ
ྡ

জ
研

修
ࢨ

導
医


成

講
स

会
ʙ

医
学

ਫ਼
、

研
修

医
を

γ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

の
会

ʙ
ঃ


医

師
の

勤
務


ڧ

の


ඍ
に

ؖ
す

る
病

院
長

、
病

院
開

設
者

、
؇

理
者

等
へ

の
講

ԍ
会

 

・
 入

会
の

メ
リ

ッ
ト

を
わ

か
り

や
す

く
医

師
に

ఽ
え

る
ς

ー
ϩ

を
س


。

 
・

 プ
ロ

ϓ
ェ

ッ
シ

ョ
ψ

ϩ
オ

ー
ト

ό
ϝ

ー
や


ਈ

的
な

面
か

ら
も

医
師

会
の

あ
る

べ
き

ࢡ
を


ま

え
た

入
会

へ
の

メ
リ

ッ
ト

を
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
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川

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 平
成

30
年

は
25

年
と

ർ
べ

、郡
市

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

が
約

5ˍ
Ծ

が
っ

て
い

る
。

 
・

 県
内

医
師

の
医

師
会

入
会

率
は

、
総

数
で

ݡ
る

と
71

�8
ˍ

で
あ

る
が

、
勤

務
医

だ
け

で
ݡ

る
と

61
�5

ˍ
で

あ
り

、約
10

ˍ
ݰ

で
あ

る
。ͨ

れ
で

も
、

総
数

ٶ
;

勤
務

医
の

県
内

医
師

の
医

師
会

入
会

 

・
 勤

務
医

に
と

っ
て

ຳ
ྙ

あ
る

医
師

会
に

す
る

に
は

、
ど

う
い

っ
た

事
業

活
動

が
ච

要
で

あ
る

か
等

、
県

内
病

院
長

を
ড

ॄ
し

、
ݗ

౾
会

を
開

催
す

る
。

 
・

ࡤ 
年

度
「

中
ࠅ

࢝
ࠅ

医
師

会
連


勤

務
医

җ
員

会
」

が
設


さ

れ
、

今
後

、
勤

務
医

の
意

ݡ
が

医
師

会
会

務
に

活
か

さ
れ

る
よ

う
ڢ

٠
を

行
っ

て
い

く
。

 

 
特

に
な

し
。

 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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香
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県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
率

は
、

સ
ࠅ

平
均

を
上

յ
っ

て
い

る
の

に
対

し
、

研
修

医
の

入
会

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
大

き
く

Ծ
յ

っ
て

い
る

。
 

・
 よ

っ
て

、
勤

務
医

ٶ
;

研
修

医
の

入
会

率
を

上
げ

る
こ

と
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
 

・
 ֦

झ
医

会
に

は
入

会
し

て
い

る
が

、
医

師
会

າ
入

会
の

医
師

の
入

会
を

ಚ
る

た
め

、
֦

झ
医

会
事

務
を

医
師

会
で

担
う

。
 

・
 大

学
と

連
携

し
、

研
修

医
へ

の
入

会
案

内
ٶ

;
医

学
部

ਫ਼
へ

の
日

医
医

ഝ


ฯ
ݧ

案
内

ο
ϧ

シ
の

配
布

。
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愛
媛

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

ࢀ 
師


ࠬ

に
よ

る
愛

媛
県

内
の

医
師

数
と

県
医

師
会

の
会

員
数

と
の

間
に

約
80

0
名

ओ
の

ࠫ
が

あ
る

。こ
の

県
医

師
会

າ
入

会
者

80
0

名
の


布

や



、

郡
市

医
師

会
ま

で
の

入
会

状
況

は
、

一
度


Ѵ

し
て

お
く

ච
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

 

 
無

յ


 
 

無
յ
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高
知

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
ʴ

ण
け

ࢯ
め

ʵ
 

 
 

・
 

組
織

率
は

、
平

成
25

年
に

は
સ

ࠅ
平

均
ด

み
で

あ
っ

た
も

の
が

、
平

成
30

年
は

સ
ࠅ

平
均

を
4�

3ˍ
Ծ

յ
る

58
�7

ˍ
と

な
る

な
ど

、
ఁ

Ծ
ܑ

向
が

続
い

て
い

る
。ͨ

の
ഐ

ܢ
に

は
、県

内
の

人
口

ݰ
ঙ

と
い

う
ඈ

け
が

た
い

要
ો

も
あ

る
が

、
医

師
数

が
ඏ

増
し

た
に

も
か

か
わ

ら
ͥ

、$
̏

会
員

だ
け

で
な

く
、

研
修

医
の

新
規

加
入

と
い

う
増

加
要

Ҿ
が

あ
る

中
で

の
勤

務
医

会
員

数
も

ݰ
ঙ

が
ݨ

ஸ
と

な
っ

て
い

る
。

 
ʴ

課
題

認
ࣟ

ʵ
 

・
 会

員
数

ݰ
ঙ

の
要

Ҿ
に

つ
い

て
、

開
業

医
や

勤
務

医
な

ど
の




͟
と

に
現

状


Ѵ
や

入
ୂ

会
の

動
向

に
つ

い
て

の
要

Ҿ


ੵ
な

ど
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

組
織

率
ఁ

Ծ
に

ࣅ
ࢯ

め
を

か
け

る
た

め
の

۫
ର


あ

る
取

り
組

み
を

ݗ
౾

し
て

い
く

ච
要

が
あ

る
。

 

・
 本

年
度

、「
高

知
県

医
師

会
の

将
来

を
考

え
る

特
พ

җ
員

会
」

を
立

ち
上

げ
て

、
会

員
の

֮
ฯ

対
ࡨ

や
組

織
ӣ

Ө
の

在
り

๏
な

ど
、

今
後

の
医

師
会

の
在

り
๏

を


広
く

ݗ
౾

し
て

い
る

と
こ

Θ
で

あ
る

。
 

・
 組

織
率

ఁ
Ծ

に
ࣅ

ࢯ
め

を
か

け
る

た
め

に
は

、
将

来
の

$̏
会

員
֮

ฯ
に

つ
な

が
る

勤
務

医
の

加
入

促
進

が
॑

要
で

あ
り

、
医

師
会

へ
の

加
入

意
ཋ

を
高

め
る

た
め

の
効

果
的

で
۫

ର


の
あ

る
35

な
ど

の
取

り
組

み
を

進
め

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
 ま

た
、

સ
ࠅ

の
医

師
会

に
お

け
る

成
功

事
例

な
ど

も
়

ղ
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

－ 35 －



 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
 

40
 

福
岡

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 県
内

医
師

の
郡

市
区

等
医

師
会

入
会

率
は

ஸ
し

く
ఁ

く
、

平
成

25
年

か
ら

5
年

間
を

ಁ
ま

え
て

み
て

も
ঙ

し
ͥ

つ
増

加
し

て
い

る
も

の
の

大
ࠫ

は
な

い
。

一
๏

、
会

員
の

日
医

入
会

率
は

高
く

、
研

修
医

の
入

会
率

も
高

い
。

 
・

 し
か

し
、

研
修

医
は

ྡ
জ

研
修

修
྅

と
と

も
に

ほ
と

Ξ
ど

の
会

員
が

ୂ
会

さ
れ

る
た

め
%

会
員

へ
の

Ң
行

の
働

き
か

け
、

ま
た

、
県

内
医

師
の

入
会

率
を

高
め

る
た

め
、

特
に

病
院

勤
務

医
へ

の
働

き
か

け
等

が
ච

要
。

 

・
 入

会
促

進
に

は
郡

市
区

医
師

会
の

ڢ
ྙ

が


Ն
ܿ

で
あ

る
。

日
本

医
師

会
の

若
手

勤
務

医
の

会
費

ݰ
ֻ

に


い
、

本
会

も
ݰ

ֻ
し

た
が

郡
市

区
医

師
会

で
は

ݗ
౾

中
、

ࡔ


上
の


題

や
若

手
会

員
の

入
会

ݡ
ࠒ

み
が

な
い

等
の

理
༟

で
ݰ

ֻ
༩

定
な

し
の

医
師

会
が

ଡ
い

た
め

、
ච

要
に

Ԣ
ͣ

、
組

織
強

化
担


理

事
者

会
を

実
施

し
働

き
か

け
る

。
 

・
 医

学
ਫ਼

時
େ

か
ら

医
師

会
の

存
在

を
知

っ
て

お
く

だ
け

で
も

Π
ϒ

ー
ϩ

に
な

る
た

め
、

大
学

講
義

や
医

学
ਫ਼

交
流

会
等

の
活

動
を


ۅ

的
に

行
っ

て
い

く
。

 
・

 郡
市

区
医

師
会

で
は

地
Ү

に
よ

っ
て

入
会

率
の

開
き

が
大

き
い

た
め

、
Π

ン
ί

ー
ト


ࠬ

等
に

よ
り

医
師

会
͟

と
の

課
題

を
ப

出
す

る
。

 

・
 勤

務
地

の
ҡ

動
と

と
も

に
郡

市
区

医
師

会
間

の
入

ୂ
会

手
続

き
が

൧
わ

し
く

ͨ
の

ま
ま

ୂ
会

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
ଡ

い
た

め
、

入
ୂ

会
手

続
き

の
؈

ો
化

を
要


し

た
い

。
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ࠦ
ծ

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

会
員

数
は

ඏ
増

し
て

い
る

が
、郡

市
医

師
会

へ
の

入
会

率
は

60
ˍ

と
ほ

·
ԥ

ͻ
い

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
 本

県
に

お
い

て
は

、
ࢀ


ߑ

ଆ
を

入
会

ড়
݇

と
し

て
い

る
た

め
、

日
医

へ
の

入
会

率
は

10
0ˍ

で
あ

る
が

、
າ

入
会

の
勤

務
医

へ
の

入
会

促
進

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
 研

修
医

に
対

す
る

医
師

会
入

会
促

進
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
開

催
。

 
・

 郡
市

医
師

会
、

ׯ
公

立
病

院
等

へ
の

入
会

案
内

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト

の
ૻ


。

 

・
 医

師
会

へ
の

入
会

を
勧

め
る

上
で

、
一


で

ڷ
ັ

を
引

く
よ

う
な

メ
リ

ッ
ト

等
が

ى
ࡎ

さ
れ

た
؈

ୱ
に

説
明

で
き

る
入

会
案

内
ς

ー
ϩ

を
作

成
い

た
だ

き
た

い
。
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長


県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 長


県
で

は
、

会
員

数
の

推
Ң

に
大

き
な

動
き

は
な

い
が

、
研

修
医

の
組

織
率

が
、

55
�5

ˍ
と

約
ൔ


し

か
入

会
し

て
い

た
だ

け
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

今
後

の
課

題
と

し
て

研
修

医
の

10
0ˍ

入
会

を


ࢨ
し

て
い

き
た

い
。

 

・
 研

修
医

か
ら

勤
務

医
に

ร
わ

る
ࡏ

に
ど

れ
だ

け
の

研
修

医
が

継
続

し
て

い
た

だ
け

て
い

る
の

か
な

ど
を


ࠬ

・


ੵ
し

、
ҡ

動
の

ࡏ
の

手
続

き
を

ス
Ϟ

ー
θ

に
行

い
加

入
継

続
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

行
い

た
い

。
 

・
 ま

た
、

医
学

部
入

学
者

に
対

し
て

、
医

師
会

の
Π

ϒ
ー

ϩ
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

 

・
 入

ୂ
会

ҡ
動

等
の

手
続

き
の

؈
ો

化
を

ٽ
め

ま
す

。
 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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ۿ
本

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

の
ร

化
が

ほ
と

Ξ
ど

な
か

っ
た

。
本

県
は

ࢀ


ߑ
ଆ

の
た

め
ۿ

本
県

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

は
10

0ˍ
だ

が
、

県
内

の
勤

務
医

の
入

会
率

は
50

ˍ
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

ͨ
の

理
༟

は
、

会
費

負
担

の


題
や

ҡ
動

時
の

手
続

き
の

൧
ࡸ

さ
に

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

・
 会

員
、

ඉ
会

員
を


わ

ͥ
、

勤
務

医
の

活
動

を
活


化

す
る

た
め

に
県

医
勤

務
医

部
会

内
に




人
会

を
設


。




人
は

֦
郡

市
医

師
会

の
勤

務
医

数
に

Ԣ
ͣ

て
મ


ʤ

勤
務

医
50

人
に

1
人

、
上

ݸ
10

名
ʥ、

勤
務

医
部

会
総

会
を

は
ͣ

め
医

師
会

活
動

に


ۅ
的

に
参

加
し

て
も

ら
う

よ
う

な
活

動
を

展
開

す
る

。
 

・
 医

師
会

後
援

・
ڠ

催
の

学
ढ़

講
ԍ

会
が

ଡ
数

行
わ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

ら
の

講
ԍ

会
へ

の
出

ੰ
が




医
ࣁ

֪
維

持
に

ঙ
し

で
も

役
立

つ


組
み

が
で

き
れ

ͻ
、

勤
務

医
の

医
師

会
へ

の
参

加
に

大
き

く
ر

༫
で

き
る

も
の

と
ࢧ

わ
れ

る
。
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大


県

 
ʤ

$
܊

ʥ
 
・

 大
学

以


の
勤

務
医

入
会

率
が

ۅ
め

て
ఁ

い
。

 
・

 毎
年

、
郡

市
医

師
会

長
と

の
懇

談
会

で
٠

題
に

取
り

上
げ

て
い

る
。

ま
た

、
毎

年
、

ྡ
জ

研
修

医
研

修
会

で
も

新
規

入
会

を
ݼ

;
ֽ

け
て

い
る

。
 

・
 大


大

学
医

師
会

に
ࢀ


ߑ

ଆ
で

の
入

会
促

進
を

働
き

か
け

て
い

る
ほ

か
、

勤
務

医
部

会
の

設
立

を
ݗ

౾
し

て
い

る
。

 

・
 「

ド
ク

タ
ϧ

ー
κ

」
の

よ
う

な
勤

務
医

に
向

け
た

情
報

発
৶

を
続

け
て

ほ
し

い
。

 
・

 ඉ
入

会
の

勤
務

医
に

医
師

会
活

動
の

情
報

を


け
て

ほ
し

い
。

 

45
 

ٸ


県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 સ
ࠅ

平
均

を
Ծ

յ
っ

て
い

た
県

内
医

師
の

郡
市

医
師

会
入

会
率

は
平

成
30

年
に

は
平

均
を

上
յ

っ
た

。
し

か
し

現
在

も
県

内
の

勤
務

医
入

会
率

は
50

ˍ
を

Ծ
յ

っ
て

い
る

。ま
た

、平
成

29
・

30
年

の
研

修
医

入
会

率
は

90
�

を


え
て

い
る

が
、研

修
修

྅
後

、
会

員
を

継
続

す
る

医
師

が
ঙ

な
く

、
会

員
総

数
が

৵
;

ೲ
む

一
Ҿ

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
 初

期
研

修
を

श
え

る
๏

を
対

ে
に

し
た

大
学

主
催

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
、

医
師

会
事

務
ۃ

が
出

向
い

て
日

医
医

ഝ


ฯ
ݧ

の
説

明
を

行
っ

た
り

、
医

師
ڢ

同
組


、

医
師

ࠅ
ฯ

組


と
ڠ

同
で

本
会

会
報

に
「

会
員

の
メ

リ
ッ

ト
」

等
を

ܟ
ࡎ

す
る

な
ど

し
て

入
会

継
続

促
進

を
行

っ
て

い
る

が
ࢧ

う
よ

う
な

効
果

が
ಚ

ら
れ

な
い

。
初

期
研

修
修

྅
後

に
ୂ

会
す

る
๏

の
ୂ

会
事

༟
に

は
、「

会
 

・
 ඉ

会
員

で
あ

る
勤

務
医

に
対

し
て

は
、

医
ྏ

機
ؖ

の
長

や
現

会
員

を
௪

ͣ
て

、
医

師
会

の
入

会
を

お
ب

い
す

る
取

り
組

み
を

ݗ
౾

し
て

い
る

。
 

・
 ま

た
、

&
会

員
に

対
し

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
、

会
報

と
は

พ
に

ݺ
พ

に
メ

リ
ッ

ト
等

を
お

知
ら

せ
す

る
機

会
を

作
っ

て
い

く
。

メ
リ

ッ
ト

を
理

解
し

た
上

で
も

「
会

費
が

高
い

」
と

い
う

͟
意

ݡ
が

あ
れ

ͻ
会

費
に

つ
い

て
ݗ

౾
す

る
ච

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
 

 

・
 入

会
・ୂ

会
・

ҡ
動

の
手

続
き

を
よ

り
؈

ୱ
に

で
き

る


ڧ
を


え

、
ਅ

請
者

へ
負

担
が

な
い

よ
う

に
す

る
ච

要
が

あ
る

。
例

え
ͻ

現
在

、
郡

市
間

を
ま

た
ぐ

ҡ
動

の
ࡏ

は
、

ॶ


郡
市

医
師

会
へ

ୂ
会


を

、
入

会


の
郡

市
医

師
会

へ
入

会
ਅ

ࠒ
ॽ

を
ͨ

れ
ͩ

れ
に


出

を
す

る
ච

要
が

あ
る

。
こ

う
い

っ
た

手
続

き
を

؈
ો

化
し

、
ਅ

請
者

の
手

間
を


く

こ
と

も
組

織
率

の
向

上
・

会
員

流
出

の
ཊ


に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、

સ
ࠅ

の
医

師
会

ʤ
郡

市


む
ʥ

の
会

費
や

入
会

時
負

担
ۜ

に
つ

い
て

ർ
ֳ

の
た

め
に

͟
گ

示
い

た
だ

き
た

い
。
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医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
 

40
 

福
岡

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 県
内

医
師

の
郡

市
区

等
医

師
会

入
会

率
は

ஸ
し

く
ఁ

く
、

平
成

25
年

か
ら

5
年

間
を

ಁ
ま

え
て

み
て

も
ঙ

し
ͥ

つ
増

加
し

て
い

る
も

の
の

大
ࠫ

は
な

い
。

一
๏

、
会

員
の

日
医

入
会

率
は

高
く

、
研

修
医

の
入

会
率

も
高

い
。

 
・

 し
か

し
、

研
修

医
は

ྡ
জ

研
修

修
྅

と
と

も
に

ほ
と

Ξ
ど

の
会

員
が

ୂ
会

さ
れ

る
た

め
%

会
員

へ
の

Ң
行

の
働

き
か

け
、

ま
た

、
県

内
医

師
の

入
会

率
を

高
め

る
た

め
、

特
に

病
院

勤
務

医
へ

の
働

き
か

け
等

が
ච

要
。

 

・
 入

会
促

進
に

は
郡

市
区

医
師

会
の

ڢ
ྙ

が


Ն
ܿ

で
あ

る
。

日
本

医
師

会
の

若
手

勤
務

医
の

会
費

ݰ
ֻ

に


い
、

本
会

も
ݰ

ֻ
し

た
が

郡
市

区
医

師
会

で
は

ݗ
౾

中
、

ࡔ


上
の


題

や
若

手
会

員
の

入
会

ݡ
ࠒ

み
が

な
い

等
の

理
༟

で
ݰ

ֻ
༩

定
な

し
の

医
師

会
が

ଡ
い

た
め

、
ච

要
に

Ԣ
ͣ

、
組

織
強

化
担


理

事
者

会
を

実
施

し
働

き
か

け
る

。
 

・
 医

学
ਫ਼

時
େ

か
ら

医
師

会
の

存
在

を
知

っ
て

お
く

だ
け

で
も

Π
ϒ

ー
ϩ

に
な

る
た

め
、

大
学

講
義

や
医

学
ਫ਼

交
流

会
等

の
活

動
を


ۅ

的
に

行
っ

て
い

く
。

 
・

 郡
市

区
医

師
会

で
は

地
Ү

に
よ

っ
て

入
会

率
の

開
き

が
大

き
い

た
め

、
Π

ン
ί

ー
ト


ࠬ

等
に

よ
り

医
師

会
͟

と
の

課
題

を
ப

出
す

る
。

 

・
 勤

務
地

の
ҡ

動
と

と
も

に
郡

市
区

医
師

会
間

の
入

ୂ
会

手
続

き
が

൧
わ

し
く

ͨ
の

ま
ま

ୂ
会

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
ଡ

い
た

め
、

入
ୂ

会
手

続
き

の
؈

ો
化

を
要


し

た
い

。
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ࠦ
ծ

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

会
員

数
は

ඏ
増

し
て

い
る

が
、郡

市
医

師
会

へ
の

入
会

率
は

60
ˍ

と
ほ

·
ԥ

ͻ
い

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
 本

県
に

お
い

て
は

、
ࢀ


ߑ

ଆ
を

入
会

ড়
݇

と
し

て
い

る
た

め
、

日
医

へ
の

入
会

率
は

10
0ˍ

で
あ

る
が

、
າ

入
会

の
勤

務
医

へ
の

入
会

促
進

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
 研

修
医

に
対

す
る

医
師

会
入

会
促

進
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
開

催
。

 
・

 郡
市

医
師

会
、

ׯ
公

立
病

院
等

へ
の

入
会

案
内

Ϗ
ン

ϓ
Ϫ

ッ
ト

の
ૻ


。

 

・
 医

師
会

へ
の

入
会

を
勧

め
る

上
で

、
一


で

ڷ
ັ

を
引

く
よ

う
な

メ
リ

ッ
ト

等
が

ى
ࡎ

さ
れ

た
؈

ୱ
に

説
明

で
き

る
入

会
案

内
ς

ー
ϩ

を
作

成
い

た
だ

き
た

い
。
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長


県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 長


県
で

は
、

会
員

数
の

推
Ң

に
大

き
な

動
き

は
な

い
が

、
研

修
医

の
組

織
率

が
、

55
�5

ˍ
と

約
ൔ


し

か
入

会
し

て
い

た
だ

け
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

今
後

の
課

題
と

し
て

研
修

医
の

10
0ˍ

入
会

を


ࢨ
し

て
い

き
た

い
。

 

・
 研

修
医

か
ら

勤
務

医
に

ร
わ

る
ࡏ

に
ど

れ
だ

け
の

研
修

医
が

継
続

し
て

い
た

だ
け

て
い

る
の

か
な

ど
を


ࠬ

・


ੵ
し

、
ҡ

動
の

ࡏ
の

手
続

き
を

ス
Ϟ

ー
θ

に
行

い
加

入
継

続
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

行
い

た
い

。
 

・
 ま

た
、

医
学

部
入

学
者

に
対

し
て

、
医

師
会

の
Π

ϒ
ー

ϩ
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

 

・
 入

ୂ
会

ҡ
動

等
の

手
続

き
の

؈
ો

化
を

ٽ
め

ま
す

。
 

 
医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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ۿ
本

県
 

ʤ
&

܊
ʥ

 
・

 平
成

25
年

か
ら

30
年

ま
で

の
ร

化
が

ほ
と

Ξ
ど

な
か

っ
た

。
本

県
は

ࢀ


ߑ
ଆ

の
た

め
ۿ

本
県

医
師

会
員

の
日

医
入

会
率

は
10

0ˍ
だ

が
、

県
内

の
勤

務
医

の
入

会
率

は
50

ˍ
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

ͨ
の

理
༟

は
、

会
費

負
担

の


題
や

ҡ
動

時
の

手
続

き
の

൧
ࡸ

さ
に

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

・
 会

員
、

ඉ
会

員
を


わ

ͥ
、

勤
務

医
の

活
動

を
活


化

す
る

た
め

に
県

医
勤

務
医

部
会

内
に




人
会

を
設


。




人
は

֦
郡

市
医

師
会

の
勤

務
医

数
に

Ԣ
ͣ

て
મ


ʤ

勤
務

医
50

人
に

1
人

、
上

ݸ
10

名
ʥ、

勤
務

医
部

会
総

会
を

は
ͣ

め
医

師
会

活
動

に


ۅ
的

に
参

加
し

て
も

ら
う

よ
う

な
活

動
を

展
開

す
る

。
 

・
 医

師
会

後
援

・
ڠ

催
の

学
ढ़

講
ԍ

会
が

ଡ
数

行
わ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

ら
の

講
ԍ

会
へ

の
出

ੰ
が




医
ࣁ

֪
維

持
に

ঙ
し

で
も

役
立

つ


組
み

が
で

き
れ

ͻ
、

勤
務

医
の

医
師

会
へ

の
参

加
に

大
き

く
ر

༫
で

き
る

も
の

と
ࢧ

わ
れ

る
。
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大


県

 
ʤ

$
܊

ʥ
 
・

 大
学

以


の
勤

務
医

入
会

率
が

ۅ
め

て
ఁ

い
。

 
・

 毎
年

、
郡

市
医

師
会

長
と

の
懇

談
会

で
٠

題
に

取
り

上
げ

て
い

る
。

ま
た

、
毎

年
、

ྡ
জ

研
修

医
研

修
会

で
も

新
規

入
会

を
ݼ

;
ֽ

け
て

い
る

。
 

・
 大


大

学
医

師
会

に
ࢀ


ߑ

ଆ
で

の
入

会
促

進
を

働
き

か
け

て
い

る
ほ

か
、

勤
務

医
部

会
の

設
立

を
ݗ

౾
し

て
い

る
。

 

・
 「

ド
ク

タ
ϧ

ー
κ

」
の

よ
う

な
勤

務
医

に
向

け
た

情
報

発
৶

を
続

け
て

ほ
し

い
。

 
・

 ඉ
入

会
の

勤
務

医
に

医
師

会
活

動
の

情
報

を


け
て

ほ
し

い
。
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ٸ


県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 સ
ࠅ

平
均

を
Ծ

յ
っ

て
い

た
県

内
医

師
の

郡
市

医
師

会
入

会
率

は
平

成
30

年
に

は
平

均
を

上
յ

っ
た

。
し

か
し

現
在

も
県

内
の

勤
務

医
入

会
率

は
50

ˍ
を

Ծ
յ

っ
て

い
る

。ま
た

、平
成

29
・

30
年

の
研

修
医

入
会

率
は

90
�

を


え
て

い
る

が
、研

修
修

྅
後

、
会

員
を

継
続

す
る

医
師

が
ঙ

な
く

、
会

員
総

数
が

৵
;

ೲ
む

一
Ҿ

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
 初

期
研

修
を

श
え

る
๏

を
対

ে
に

し
た

大
学

主
催

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
、

医
師

会
事

務
ۃ

が
出

向
い

て
日

医
医

ഝ


ฯ
ݧ

の
説

明
を

行
っ

た
り

、
医

師
ڢ

同
組


、

医
師

ࠅ
ฯ

組


と
ڠ

同
で

本
会

会
報

に
「

会
員

の
メ

リ
ッ

ト
」

等
を

ܟ
ࡎ

す
る

な
ど

し
て

入
会

継
続

促
進

を
行

っ
て

い
る

が
ࢧ

う
よ

う
な

効
果

が
ಚ

ら
れ

な
い

。
初

期
研

修
修

྅
後

に
ୂ

会
す

る
๏

の
ୂ

会
事

༟
に

は
、「

会
 

・
 ඉ

会
員

で
あ

る
勤

務
医

に
対

し
て

は
、

医
ྏ

機
ؖ

の
長

や
現

会
員

を
௪

ͣ
て

、
医

師
会

の
入

会
を

お
ب

い
す

る
取

り
組

み
を

ݗ
౾

し
て

い
る

。
 

・
 ま

た
、

&
会

員
に

対
し

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
、

会
報

と
は

พ
に

ݺ
พ

に
メ

リ
ッ

ト
等

を
お

知
ら

せ
す

る
機

会
を

作
っ

て
い

く
。

メ
リ

ッ
ト

を
理

解
し

た
上

で
も

「
会

費
が

高
い

」
と

い
う

͟
意

ݡ
が

あ
れ

ͻ
会

費
に

つ
い

て
ݗ

౾
す

る
ච

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
 

 

・
 入

会
・ୂ

会
・

ҡ
動

の
手

続
き

を
よ

り
؈

ୱ
に

で
き

る


ڧ
を


え

、
ਅ

請
者

へ
負

担
が

な
い

よ
う

に
す

る
ච

要
が

あ
る

。
例

え
ͻ

現
在

、
郡

市
間

を
ま

た
ぐ

ҡ
動

の
ࡏ

は
、

ॶ


郡
市

医
師

会
へ

ୂ
会


を

、
入

会


の
郡

市
医

師
会

へ
入

会
ਅ

ࠒ
ॽ

を
ͨ

れ
ͩ

れ
に


出

を
す

る
ච

要
が

あ
る

。
こ

う
い

っ
た

手
続

き
を

؈
ો

化
し

、
ਅ

請
者

の
手

間
を


く

こ
と

も
組

織
率

の
向

上
・

会
員

流
出

の
ཊ


に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、

સ
ࠅ

の
医

師
会

ʤ
郡

市


む
ʥ

の
会

費
や

入
会

時
負

担
ۜ

に
つ

い
て

ർ
ֳ

の
た

め
に

͟
گ

示
い

た
だ

き
た

い
。
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医

師
会

 
ᶅ

 組
織

率
推

Ң
の

ण
け

ࢯ
め

と
組

織
率

の
特


 

ᶆ
 ᶅ

に
خ

Ͱ
く

今
後

の
取

り
組

み
等

 
ᶇ

 ᶆ
を

進
め

る
上

で
の

日
医

へ
の

要


等
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ٸ


県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
費

が
高

い
」「

メ
リ

ッ
ト

が
な

い
」等

の
意

ݡ
が

ଡ
数

あ
り

、
こ

れ
ま

で
の

๏
๑

で
は

医
師

会
の

メ
リ

ッ
ト

が
ॉ


ఽ

わ
っ

て
い

な
い

Ն



も

あ
る

。
 

・
 本

県
で

は
会

員
の

99
ˍ

が
郡

市
医

師
会

か
ら

日
医

ま
で

加
入

し
て

い
る

。
課

題
は

、
ඉ

会
員

勤
務

医
の

入
会

促
進

、
&

会
員

の
初

期
研

修
修

྅
後

の
会

員
継

続
促

進
と

認
ࣟ

し
て

い
る

。
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ࣝ
ࣉ

島
県

 
ʤ

$
܊

ʥ
 
・

 会
員

数
に

大


な
ร

動
は

な
い

も
の

の
、

県
સ

ର
の

医
師

数
が

増
加

し
て

い
る

た
め

、
入

会
率

が
ݰ

ঙ
ܑ

向
に

あ
る

。
 

・
 研

修
医

の
入

会
率

が
ఁ

い
こ

と
か

ら
、

研
修

医
に

入
会

し
て

も
ら

う
た

め
の

対
ࡨ

を
ݗ

౾
し

、
実

施
す

る
。

 

・
 研

修
医

と
し

て
֦

研
修

病
院

に
ॶ


さ

れ
る

3
月

か
ら

4
月

に
か

け
て

、
ஓ

ీ
会

長
を

は
ͣ

め
、

本
会

の
担


役

員
が

、
֦

研
修

病
院

の
病

院
長

や
担


者

、
研

修
医

に
対

し
て

、
医

師
会

入
会

の
メ

リ
ッ

ト
等

に
つ

い
て

説
明

を
行

う
。

 
・

 県
内

の
勤

務
医

を
対

ে
に

Π
ン

ί
ー

ト


ࠬ
を

実
施

し
、

今
後

の
対

ࡨ
に

つ
い

て
ݗ

౾
す

る
。

 

・
 郡

市
医

師
会

間
の

ҡ
動

手
続

き
を

؈
ો

化
し

て
ほ

し
い

。
入

会
と

ୂ
会

の
ਅ

ࠒ
ॽ

を


出
し

な
け

れ
ͻ

な
ら

ͥ
、

手
続

き
に

手
間

が
か

か
り

、
入

会
し

な
い

会
員

が
出

て
く

る
。

ま
た

、
医

師
ࣁ

֪
ৄ

な
ど

を
活

༽
し

؈、
ୱ

に
ҡ

動
・

ร
ߍ

等
の

手
続

き
が

と
れ

る


組
み

等
を

ݗ
౾

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
 研

修
医

や
若

手
勤

務
医

師
に

対
す

る


ۆ
と

な
る

よ
う

な
新

た
な

メ
リ

ッ
ト

を
ݗ

౾
し

て
ほ

し
い

。
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ԯ
ೆ

県
 

ʤ
$

܊
ʥ

 
・

 ԯ
ೆ

県
の

医
師

総
数

に
対

す
る

本
会

へ
の

加
入

率
は

平
成

25
年

に
ർ

べ
や

や
ݰ

ঙ
し

て
い

る
。

 
・

 特
に

勤
務

医
・

研
修

医
の

加
入

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
上

յ
っ

て
い

る
が

ఁ
く

、
研

修
医

の
日

医
ま

で
の

加
入

率
は

સ
ࠅ

平
均

を
大

き
く

Ծ
յ

っ
て

い
る

。
 

・
 勤

務
医

・
研

修
医

の
医

師
会

入
会

ด
;

に
公

務
員

医
師

の
日

医
ま

で
の

入
会

促
進

が
課

題
で

あ
る

。
な

お
、

研
修

医
に

つ
い

て
は

、
初

期
研

修
修

྅
後

に
、

継
続

し
て

会
員

と
し

て


っ
て

も
ら

う
た

め
の

対
ࡨ

に
つ

い
て

も
ݗ

౾
が

ච
要

と
考

え
る

。
 

・
 「

会
員

の
し

お
り

」
の

内
༲

を
ݡ


し

て
、

入
会

促
進

の
広

報
ς

ー
ϩ

と
し

て
活

༽
し

、
າ

加
入

者
に

対
し

て
医

師
会

活
動

や
入

会
の

メ
リ

ッ
ト

を
Π

ϒ
ー

ϩ
し

て
い

く
༩

定
。

ま
た

、
ホ

ー
Ϟ

Ϙ
ー

ジ
に

よ
る

広
報

を
展

開
す

る
༩

定
。

 
・

 ຳ
ྙ

あ
る

医
師

会
ʤ

組
織

強
化

ʥ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

、
今

後
۫

ର
的

対
ࡨ

を
ݗ

౾
し

て
い

く
༩

定
。

 

・
 組

織
率

の
高

い
医

師
会

の
۫

ର
的

な
取

り
組

み
事

例
を

়
ղ

い
た

だ
き

た
い

。
 

 医師会 ᶈ 組織率の向上にࣁする成功事例等 
̏ ք道  
̐ ੪ਁ県  
ॳҒが上Ғになったと定されࠅ手県 ・ 研修医の会費無ঊ化を行っているため、સآ ̑

る。 
  県ٸ ̒
̓ वీ県  
̔ 山形県  
̕ 福島県 ・ ྡজ研修病院をંし、研修医の医師会入会加入を促したとこΘଡくの

病院から同がಚられた。 
̖ Ἔ県  
̗ ತ県 ・ 日本医師会にならい、研修医会員については、ਅ請のうえେ٠員会のট認を

もって会費のݰ免を行っている。 
・ 会員・ඉ会員において、研修会の参加会費にࠫを設けている。 
・ 会員であれͻ、医ྏ機ؖのセΫϣリテΡー対ࡨやऄ߬入にؖしてׄ引度を

設けている。 
ഇ県 ・ 平成܊ 10 30 年度にྡজ研修医の会費無料化を行い、研修医オリエンテーションを

開催したことにより研修医がଡく入会した。 
県 ・ 本会においても平成ۆ 11 28 年度から初期研修医の会費を無料としたことから若

݃、会員数は増加したが、ױ ͨ、毎年研修医の入会とୂ会があるため、ۃ の後
のஸしい増加がみられない。 

・ また、֦ 道府県医師会でも開催しているとࢧうが、毎年、研修医を対েとし
たΤエϩΩϞϏーテΡー、また、医学ਫ਼を対েとした交流会、さらに大学の学
Ԅࡉの場をڛいただき、医学ਫ਼をγポートする会などを開催し、若いେ
の医師会への取りࠒみを推進している。 

12 એཁ県  
13 ౨ښ  
14 ਈ奈川県 ・ 毎年 4 月に県Ծのྡজ研修病院にࡀ༽された初期ྡজ研修医を対েにオリエ

ンテーションを実施している。ͨ のࡏに医師会について়ղする時間を設け、
活動内༲と医師会に入会する意義を説明しており、入会の動機けになって
いるʤ3 年以降の継続が課題ʥ。 

・ 地元のྡজ研修ࢨ定病院に出向き、医師会活動を知ってもらうために研修医
との会を継続して実施している。 

15 新׃県 ・ 研修医会員のݰ免による無料化ではなく、加入と同時に無料となるસ無料
化。 

16 山県 ・ 山大学病院にて、研修医ࡀ༽時の研修が行われている。ͨの 1 αϜで
医師会から医ഝ・地Ү医ྏ・医師会の活動等について説明している。 

－ 38 －
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 医師会 ᶈ 組織率の向上にࣁする成功事例等 
̏ ք道  
̐ ੪ਁ県  
ॳҒが上Ғになったと定されࠅ手県 ・ 研修医の会費無ঊ化を行っているため、સآ ̑

る。 
  県ٸ ̒
̓ वీ県  
̔ 山形県  
̕ 福島県 ・ ྡজ研修病院をંし、研修医の医師会入会加入を促したとこΘଡくの

病院から同がಚられた。 
̖ Ἔ県  
̗ ತ県 ・ 日本医師会にならい、研修医会員については、ਅ請のうえେ٠員会のট認を

もって会費のݰ免を行っている。 
・ 会員・ඉ会員において、研修会の参加会費にࠫを設けている。 
・ 会員であれͻ、医ྏ機ؖのセΫϣリテΡー対ࡨやऄ߬入にؖしてׄ引度を

設けている。 
ഇ県 ・ 平成܊ 10 30 年度にྡজ研修医の会費無料化を行い、研修医オリエンテーションを

開催したことにより研修医がଡく入会した。 
県 ・ 本会においても平成ۆ 11 28 年度から初期研修医の会費を無料としたことから若

݃、会員数は増加したが、ױ ͨ、毎年研修医の入会とୂ会があるため、ۃ の後
のஸしい増加がみられない。 

・ また、֦ 道府県医師会でも開催しているとࢧうが、毎年、研修医を対েとし
たΤエϩΩϞϏーテΡー、また、医学ਫ਼を対েとした交流会、さらに大学の学
Ԅࡉの場をڛいただき、医学ਫ਼をγポートする会などを開催し、若いେ
の医師会への取りࠒみを推進している。 

12 એཁ県  
13 ౨ښ  
14 ਈ奈川県 ・ 毎年 4 月に県Ծのྡজ研修病院にࡀ༽された初期ྡজ研修医を対েにオリエ

ンテーションを実施している。ͨ のࡏに医師会について়ղする時間を設け、
活動内༲と医師会に入会する意義を説明しており、入会の動機けになって
いるʤ3 年以降の継続が課題ʥ。 

・ 地元のྡজ研修ࢨ定病院に出向き、医師会活動を知ってもらうために研修医
との会を継続して実施している。 

15 新׃県 ・ 研修医会員のݰ免による無料化ではなく、加入と同時に無料となるસ無料
化。 

16 山県 ・ 山大学病院にて、研修医ࡀ༽時の研修が行われている。ͨの 1 αϜで
医師会から医ഝ・地Ү医ྏ・医師会の活動等について説明している。 

－ 39 －



・ 例年、ฯݧ会ऀによる医ഝฯݧの説明の後に、医師会からの説明というॳ
൬であったが、講義ॳをٱにしてもらうことで日医までの入会者ʤ医ഝ
きの $ᶆ�&�ʥがわͥかだが増加した。 

17 ੶川県 ・ 研修医支援ʤ同オリエンテーションの継続 入会率向上の一Ҿʥ。 
・ 研修医支援ʤ研修医学会など研修医ࣙらによるةժやϗントの開催ʥ。 
・ 研修医支援ʤ研修医のメーリンήリストの作成と情報展開ʥ。 
・ 医師会ϑジョンҗ員会の病院継続。 

18 福Ҭ県  
19 山ཨ県  
20 長県  
は立会いࡏ導において、ඉ会員医ྏ機ؖが対েのࢨ医ྏ機ؖのݧ県 ・ 本会ではฯز 21

をしていない。このように入会しないことによるυメリット論もච要である
とࢧわれる。 

・ 本会では、ඉ会員のण講料としてࢊ業医研修 1 ୱҒあたり 1 ຬԃ、ରฯޤ
๑ࢨ定医師研修会を 20 ຬԃに設定している。ରฯޤ๑ࢨ定医師はસて入会
し、認定ࢊ業医取ಚための入会が増加している。医師会の情報もਃಃするの
で、ඉ会員のままରฯޤ๑ࢨ定医師やࢊ業医の活動をされるよりも県に
とってメリットになると考える。 

22 ੫岡県 ・ 本会主導で広Үでの若手医師向けの研修会ʤԲ根עग़ LQ 6KL]XRNDʥを開催し
ており、若手勤務医やࢨ導者が医師会の存在Ճを知る機会となっている。 

23 愛知県 �研修医の入会促進にؖして! 
・ 研修医の入会が出来るよう入会ۜや会費のݰ免等の規ఖඍを郡市区医師会

等へғབ。 
・ 本会役員より研修医の入会についてྡজ研修ࢨ定病院へғབした݃果、研修

医会員の入会数が増えた。 
が医師会に加入していないと、役৮なし࢚द等の上گ部長や、県 ・ 勤務医の場॑ࢀ 24

の一ൢ勤務医は医師会に加入しにくいという現状があることを病院事務ۃと
実ࡏに入会手続きをしている郡市区医師会事務ۃよりซいたことがある。 

・ 勤務医にとって病院の๏ਓは大きくӪڻするものがあるため、病院長やگद
にં、医師会の存在意義・༙༽を説明することが॑要である。本会での事
例で、ある病院の院長に医師会の༙༽等を強くえたとこΘ、県医師会ま
での加入ではあるが勤務医加入率が向上した事例がある。 

ःされてい״理৮に対する研修は؇څծ県 ・ かなりαストはかかりますが、病院上࣐ 25
ます。ただし、これがあるから入会するという勤務医は一人いるかいないか
です。 

府 ・ 新研修医オリエンテーションにおいて、会長が医師会にؖする講ԍを行い医ښ 26
師会入会を促すようになってからは、初期研修医 1 年、2 年わせても

10 名ほどであった入会者数が、平均約 50 名・初期研修医で約 100 名入会す
るようになった。 

27 大阪府  
28 兵庫県 ・ 成功事例は特にないが現状に満足しあぐらを掻いているわけではない。今期

から組織率を向上させるため「兵庫県医師会若手医師の入会促進プロジェク
ト」を立ち上げ勤務医の入会促進に向けて活動中である。ただし、入会者数を
増やし組織率を向上させるだけでは将来の医師会の維持・発展は困難である
と考えており、将来の医師会を支持し、牽引する人材をどのように発掘し育
成していくかが、組織率向上と同時に考慮すべき課題と捉えている。 

29 奈良県  
30 和歌山県  
31 鳥取県 ・ 私立の病院の勤務医については、地区医師会、県医師会、日本医師会の会費負

担を何らかの形で病院で支援してもらうよう、常日頃、要請を行っている。 
32 島根県  
33 岡山県  
34 広島県  
35 山口県 ・ 研修医の会費無料化は入会促進につながった。 
36 徳島県 ・ メドポスト等の導入による、医師会と公立・公的病院の連携の推進によって、

医師会への理解を示していただいていることもあり、4 月以降、公立・公的病
院から 11 名の勤務医の入会があった。 

・ 今後とも公立・公的病院との連携を深め会員増強につなげていきたい。 
37 香川県   
38 愛媛県 ・ 研修医に対しては、平成元年度から毎年 4 月に「医師会オリエンテーション」

を開催している。医師会役員と中核病院の幹部も参加し、医師会の存在意義
や活動状況の説明の後、懇親の場を設けているが、30 年にわたって継続実施
している活動が成果を上げてきたことは間違いないと考えられる。 

39 高知県 ・ 平成 27 年度からの研修医の会費免除の取り組みは、一定の効果が認められ
る。県医師会主催による研修医との交流の場も、新規加入への効果が認めら
れる。 

・ 郡市の医師会では、新規開業の情報を掴むと速やかに医師会への加入勧誘を
行うなど、地道な取り組みが功を奏している状況もある。 

40 福岡県 ・ 福岡県医学会総会を開催し、論文表彰やポスターセッションにより、大学と
連携して入会促進を行う。 

・ 研修医の入会については本会役員が大学へ出向きオリエンテーションで講義
を行ったり、病院長と面談し働きかけを行っているため、入会率が高い。若手
医師向けに作成した小冊子『医師会の「ホント」知ってますか』や、研修医向
けの入会案内を機会ある度に配布している。 

－ 40 －



・ 例年、ฯݧ会ऀによる医ഝฯݧの説明の後に、医師会からの説明というॳ
൬であったが、講義ॳをٱにしてもらうことで日医までの入会者ʤ医ഝ
きの $ᶆ�&�ʥがわͥかだが増加した。 

17 ੶川県 ・ 研修医支援ʤ同オリエンテーションの継続 入会率向上の一Ҿʥ。 
・ 研修医支援ʤ研修医学会など研修医ࣙらによるةժやϗントの開催ʥ。 
・ 研修医支援ʤ研修医のメーリンήリストの作成と情報展開ʥ。 
・ 医師会ϑジョンҗ員会の病院継続。 

18 福Ҭ県  
19 山ཨ県  
20 長県  
は立会いࡏ導において、ඉ会員医ྏ機ؖが対েのࢨ医ྏ機ؖのݧ県 ・ 本会ではฯز 21

をしていない。このように入会しないことによるυメリット論もච要である
とࢧわれる。 

・ 本会では、ඉ会員のण講料としてࢊ業医研修 1 ୱҒあたり 1 ຬԃ、ରฯޤ
๑ࢨ定医師研修会を 20 ຬԃに設定している。ରฯޤ๑ࢨ定医師はસて入会
し、認定ࢊ業医取ಚための入会が増加している。医師会の情報もਃಃするの
で、ඉ会員のままରฯޤ๑ࢨ定医師やࢊ業医の活動をされるよりも県に
とってメリットになると考える。 

22 ੫岡県 ・ 本会主導で広Үでの若手医師向けの研修会ʤԲ根עग़ LQ 6KL]XRNDʥを開催し
ており、若手勤務医やࢨ導者が医師会の存在Ճを知る機会となっている。 

23 愛知県 �研修医の入会促進にؖして! 
・ 研修医の入会が出来るよう入会ۜや会費のݰ免等の規ఖඍを郡市区医師会

等へғབ。 
・ 本会役員より研修医の入会についてྡজ研修ࢨ定病院へғབした݃果、研修

医会員の入会数が増えた。 
が医師会に加入していないと、役৮なし࢚द等の上گ部長や、県 ・ 勤務医の場॑ࢀ 24

の一ൢ勤務医は医師会に加入しにくいという現状があることを病院事務ۃと
実ࡏに入会手続きをしている郡市区医師会事務ۃよりซいたことがある。 

・ 勤務医にとって病院の๏ਓは大きくӪڻするものがあるため、病院長やگद
にં、医師会の存在意義・༙༽を説明することが॑要である。本会での事
例で、ある病院の院長に医師会の༙༽等を強くえたとこΘ、県医師会ま
での加入ではあるが勤務医加入率が向上した事例がある。 

ःされてい״理৮に対する研修は؇څծ県 ・ かなりαストはかかりますが、病院上࣐ 25
ます。ただし、これがあるから入会するという勤務医は一人いるかいないか
です。 

府 ・ 新研修医オリエンテーションにおいて、会長が医師会にؖする講ԍを行い医ښ 26
師会入会を促すようになってからは、初期研修医 1 年、2 年わせても

10 名ほどであった入会者数が、平均約 50 名・初期研修医で約 100 名入会す
るようになった。 

27 大阪府  
28 兵庫県 ・ 成功事例は特にないが現状に満足しあぐらを掻いているわけではない。今期

から組織率を向上させるため「兵庫県医師会若手医師の入会促進プロジェク
ト」を立ち上げ勤務医の入会促進に向けて活動中である。ただし、入会者数を
増やし組織率を向上させるだけでは将来の医師会の維持・発展は困難である
と考えており、将来の医師会を支持し、牽引する人材をどのように発掘し育
成していくかが、組織率向上と同時に考慮すべき課題と捉えている。 

29 奈良県  
30 和歌山県  
31 鳥取県 ・ 私立の病院の勤務医については、地区医師会、県医師会、日本医師会の会費負

担を何らかの形で病院で支援してもらうよう、常日頃、要請を行っている。 
32 島根県  
33 岡山県  
34 広島県  
35 山口県 ・ 研修医の会費無料化は入会促進につながった。 
36 徳島県 ・ メドポスト等の導入による、医師会と公立・公的病院の連携の推進によって、

医師会への理解を示していただいていることもあり、4 月以降、公立・公的病
院から 11 名の勤務医の入会があった。 

・ 今後とも公立・公的病院との連携を深め会員増強につなげていきたい。 
37 香川県   
38 愛媛県 ・ 研修医に対しては、平成元年度から毎年 4 月に「医師会オリエンテーション」

を開催している。医師会役員と中核病院の幹部も参加し、医師会の存在意義
や活動状況の説明の後、懇親の場を設けているが、30 年にわたって継続実施
している活動が成果を上げてきたことは間違いないと考えられる。 

39 高知県 ・ 平成 27 年度からの研修医の会費免除の取り組みは、一定の効果が認められ
る。県医師会主催による研修医との交流の場も、新規加入への効果が認めら
れる。 

・ 郡市の医師会では、新規開業の情報を掴むと速やかに医師会への加入勧誘を
行うなど、地道な取り組みが功を奏している状況もある。 

40 福岡県 ・ 福岡県医学会総会を開催し、論文表彰やポスターセッションにより、大学と
連携して入会促進を行う。 

・ 研修医の入会については本会役員が大学へ出向きオリエンテーションで講義
を行ったり、病院長と面談し働きかけを行っているため、入会率が高い。若手
医師向けに作成した小冊子『医師会の「ホント」知ってますか』や、研修医向
けの入会案内を機会ある度に配布している。 

－ 41 －



41 ࠦծ県   
42 長県 ・ 毎年、研修医のオリエンテーションのࡏに医師会役員が出向き組織率向上の

ため入会促進活動を行っており、ͨ の時期だけは毎年入会者が増加している。 
ͨ、本県 ・ 研修医会費の無料化を実施したとこΘۿ 43 れまで 1 名であった会員が 80 名と

ඊ༄的に増加した。 
44 大県 ・ 大学医師会が出来たことはͽとつの成果であり、会員の増加を期ଶしている。 
県 ・ 新研修医を対েとしたॗծ会において、本会の役員から医師会入会のメリッٸ 45

トをߴ͟とに説明しながら、ͨの場で一੬に入会ਅࠒॽにى入してもらい
յफしている。同時に、初期研修修྅時にྡজ研修病院から県医師会へҡ動
情報をڛすることについてのটଡ଼ॽも出いただき、初期研修修྅時にྡ
জ研修病院から本会に対してਫ਼๏のҡ動情報をڛしてもらっている。
ͨうすることで、医師会継続のғབなどについて連ཙがスϞーθに取れるよ
うになっている。 

  島県ࣉࣝ 46
47 ԯೆ県  
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